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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章







　怪かい物ぶつが女生徒の頭を嚙かみ砕くだいた。

　骨を咀そ嚼しやくするバキバキという音が、教室の中に響ひびく。




　怪物があらわれたのは、五時限目の古語の授業中のことだった。

　授業がはじまって十分ほどがすぎた頃である。後方のドアが音もなく開き、のっそりとした足取りで、その怪物は教室の中へ入ってきた。

　牛ほどもある四本足の怪物だった。

　大きな体にはまったく毛がなく、灰色の皮ひ膚ふが太りすぎた豚ぶたのようにだぶついている。亀かめが甲こう羅らを脱ぬぎ捨てることができたなら、こんな姿になるのかもしれない。

　頭の形も亀に似ているが、目はカメレオンのように突つきでていた。

　サメに似たノコギリ型の歯を覗のぞかせた半開きの口から、魚のような生なま臭ぐさい異い臭しゆうと共に、低い唸うなり声ごえがこぼれでている。

　怪かい物ぶつに気づいて振ふりむいたのは、後ろから二列目の中央あたりに座っていた雨あま神がみ丈たけ斗と、ただひとりだった。

　老教師は聞き取り難にくいお経きようのような声で授業を続け、他の級友たちも黒板にむかったまま、後方の怪物へ振りむこうともしない。

　誰だれもなにも気づかず、のどかな午後の授業風景が続いている。

　丈斗は叫さけぼうとした。

　しかし、声がでなかった。恐きよう怖ふのためではない。目に見えないなんらかの力のせいである。

　怪物の放つ妖よう力りよくなのかどうか、丈斗にもわからない。

　急いで立ちあがろうとすると、今度は体がまったく動かせなくなった。金かな縛しばりである。

　怪物はまず、後ろの一番端はしの席に座っていた川かわ前まえという女生徒を食った。

　丈斗とそれほど親しい級友ではなかったが、休み時間になるとアイドルグループの話題で甲かん高だかい声をあげて笑う明るい子だった。

　怪物は、座っていた川前の肩かたに前足をかけて、背はい後ごから頭を一口で嚙かみ取ったのである。

　抵てい抗こうも、悲鳴もなかった。

　川前は怪物の存在にまったく気づくことなく、食い殺されてしまったのである。

　背骨を突つきださせた首のない川前の体が、そのまま椅い子すに残された。

　白い制服が上から朱しゆに染まり、足をつたって滴したたり落ちた血が、床ゆかに広がる。

　怪物は咀そ嚼しやくをくり返しながら長い黒くろ髪かみを吐はき捨て、その隣となりの席に座っている男子へ体のむきをかえた。

　賭かけ事ごとの好きな篠しの屋やという男子である。丈斗も幾いく度どか、彼の作った手製のトランプで遊んだことがある。

（篠屋！　逃げろ！　おい！）

　丈斗は心の中で叫んだ。

　けれど篠屋は頰ほおづえをついて、眠ねむそうな目を黒板にむけたまま、隣に首の無い遺体があることさえ気づいていない。

（篠屋！　篠屋！）

　丈斗は金縛りを振りはらって、叫ぼうとした。

　どうにか、唇くちびるが微かすかに動く。しかし声がでない。

　怪物は同じように、背後から篠屋の肩に前足を乗せ、頭へ嚙みつく。

　栗くりを割ったような音が響ひびき、生温かい飛ひ沫まつが飛んだ。

　血である。

　机や床、広げられたノートや白い制服の背──あたり一面が、点々とした赤い模様に彩いろどられる。

　丈斗の頰にも、飛沫のひと粒つぶがつく。

　怪かい物ぶつは篠屋の下アゴだけを残して、頭部を嚙かみ切ったのだ。

　篠屋の体が、ごとりと机の上に倒たおれた。喉のどに溜たまっていた血が、コップの液体をこぼしたように床ゆかに流れ落ちる。

　骨を嚙み砕くだく音を響ひびかせながら、怪物は次の獲え物ものへ顔をむけた。

　丈斗からすると、斜ななめ後ろの席に座る山やま枝えだという名の女生徒だった。

　なにかというと、すぐに他人の欠点をなじる性格の悪い子である。売春で稼かせいでいるという嫌いやな噂うわさも、丈斗は耳にしている。

　だからと言って、このまま怪物の餌え食じきになっていいという理由にはならない。

　丈斗は強くそう思った。

　怪物がのっそりとした動きで、山枝へむかう。

　山枝を助けようと、丈斗は必死にその名を呼んだ。

「やま、え、だ……」

　絞しぼりだすように、丈斗の喉から微かすかな声がでた。

　しかし、山枝にはまるで聞こえていない。

　うつむいたまま、血のついているノートにマンガ絵を描えがいている。

　ノートの上に飛んだ篠屋の血が、どうやら山枝にはまったく見えていないらしい。

　山枝のシャーペンの先が、血けつ痕こんの上を通過してノートに赤い線が伸のびる。

（どうして気づかないんだ？　怪物が全員に催さい眠みん術じゆつをかけたのか？）

　教室にいる全員が、このまま逃げることもできずに、この怪物に食い殺されてしまうのだろうか？

　丈斗は、金かな縛しばりを解こうともがいた。

　怪物が山枝の肩かたに両の前足をかけたとき、丈斗の首がわずかに動くようになり、さきほどよりもはっきりと、声が出せるようになった。

「山枝……、にげ、ろ……。おい……」

　丈斗の声に気づいた山枝が、ふと顔をあげた。

　その時──。

　怪物が背はい後ごから、山枝の頭へゆっくりと嚙みついた。

　頭部が左右から押おしつぶされ、ふたつの眼球がこぼれでる。

　丈斗は視線をそらした。

　そらした視線の先に、彩さい音おん寺じ夏なつ芽めの顔があった。丈斗の後ろの席である。

　夏芽は泣いていた。

　大きな両目に涙なみだを溜めて、丈斗の方を見つめている。

　夏芽の泣いている顔など、丈斗は今まで見たことがなかった。丈斗の心中の夏芽は、いつも明るく笑っている。

　たった一度のデートの時も、夏芽はいつも幸福そうに笑っていた。

　そのやさしすぎる笑え顔がおを今も、丈斗は忘れていない。

　その夏芽が泣いている。

　桜色の小さな唇くちびるをしきりに動かして、声にならない言葉をくり返す。

　タスケテ。

　丈斗と同じように、夏芽も金かな縛しばりになっているのだ。

　怪かい物ぶつの姿も見えている。そして、次に自分が狙ねらわれることも──。

（どうしてそこにいるんだ？　夏芽の席はそこじゃなかったはずだぞ！）

　丈斗は心の中で叫さけんだ。

「……たけ、と、くん……。……けて……」

　夏芽が微かすかな声を絞しぼりだす。

　けれど今の丈斗には、なにもできない。

　彼女を守ってやりたい。

　丈斗はもがいた。

「夏芽！」

　やっと声が出た。

　夏芽が小さくうなずき返す。溜たまっていた両目の涙なみだが、白い頰ほおをつたって流れた。

　山枝の頭を飲みこんだ怪物が、その肩かたから前足をおろす。大きくグラついた山枝の遺体が椅い子すから崩くずれ落ちる。

　机の上にあったプラスチックの筆箱が、遺体と共に床ゆかに落ちてけたたましい音を教室の中に響ひびかせた。

　けれど誰だれも、振ふりむこうとしない。

　怪物が夏芽へむかって歩みだす。

「やめろ！」

　丈斗は叫んだ。わざと押おし殺しているかのような、かすれた声しかだせなかった。

「丈斗……」

　夏芽が呼ぶ。

　怪物がゆっくりと夏芽の背はい後ごにまわる。

　丈斗は夏芽へむかって、右手を伸ばそうとするが、泥どろの中にいるかのように、じりじりとした動きにしかならない。

　机の上の夏芽の手が、震ふるえながら微かに動いている。夏芽も、丈斗へ手を伸ばそうとしているらしい。

「夏芽……」

　怪物が、夏芽の肩に前足を乗せた。

　恐きよう怖ふに、夏芽の両目が大きく見開かれる。

　ふいに──丈斗は思い出した。

　小学校にあがったばかりの幼い頃ころ、寝ねしなに祖母が言った言葉を。

　──「怖こわい夢さ見て、金かな縛しばりさあったら、心ん中でババさ呼びな。どこさいても、丈斗の声は聞こえる。ババだけには、よう聞こえる」──

　夏芽の頭を狙ねらって、怪かい物ぶつが大きく口を開けた。

　丈斗はもがきながら、とっさに祖母の名を心の中で唱えた。

（ばあちゃん！　助けてくれ！）

　するととたんに──。

　巻き付いていた糸が断ち切られたように、丈斗の金縛りが解けた。

　丈斗は夏芽の腕うでをつかみ、その体を強く抱だき寄せる。

　机が倒たおれ、丈斗の上に夏芽の体が覆おおい被かぶさった。

　怪物が吠ほえる。獲え物ものを取られた怒いかりに、赤い口を大きく開き、カラスのような甲かん高だかい声で「ガー」と吠える。

　丈斗は怪物から夏芽を遠ざけると、椅い子すをつかんで立ちあがった。

「丈斗くん、やめて！　危ない！」

　夏芽が叫さけぶ。

　丈斗はかまわず、動きの鈍にぶい怪物の頭に椅子を振ふりおろした。

　ありったけの力をこめて──。

　鈍い音がした。

　怪物がうめき声をあげ、後ろへよろめく。

　妖よう力りよくが薄うすれたのか、全員が丈斗の方へ振りむいた。そして、怪物を目にする。その存在にやっと気づいたのである。

　息を飲んだように一いつ瞬しゆんの間を置いてから、爆ばく音おんのような音が、教室の中にうずまいた。全員が悲鳴をあげて、一いつ斉せいに立ちあがったのだ。

　椅子を倒し、机を押おしのけ、生徒たちが前のドアへ殺さつ到とうしてゆく。

　しかし丈斗は怪物と対たい峙じしたまま逃にげようとはしなかった。

（逃げても、背はい後ごから食いつかれるだけだ。だったらいっそのこと……）

　丈斗は、怪物と戦うことを決意した。

　椅子を振りおろした最初の手て応ごたえで、

（やれるかもしれない！）

　そう思ったのである。

（どうせ食われるなら、逃げるより、戦った方がいい。たとえ負けて食われたとしても、その間に夏芽を逃がすことができる）

　丈斗はそう考えた。

　もはや恐おそろしくなかった。目の前の怪かい物ぶつも、自分の死も。級友を殺された怒いかりと、夏芽を助けなくてはいけないという思いだけが、丈斗を強く突つき動かしていた。

「夏芽、逃にげろ！」

　丈斗は振ふりむかずに怒ど鳴なり、怪物へむかって椅い子すを構えた。

　椅子を警けい戒かいした怪物が、首を縮めて、低い唸うなり声ごえをもらす。

「このー！」

　丈斗は怒鳴りながら、怪物の頭へ椅子を振りおろそうとした。

　怪物の前足が、おそろしく素す早ばやい動きで、丈斗の腕うでをかいた。

　目の前を、なにか冷たい物が通過したような感じだった。

　怪物の爪つめである。手にしていた椅子が、その爪に弾はじかれ、教室の窓ガラスを突き破やぶって中庭へと落ちてゆく。

　あと一センチ、丈斗の体が前にあったなら、鋭するどい爪が丈斗の顔を引き裂さいていただろう。

　怪物が唸る。

　丈斗は身を引いて、別の椅子を手にしようとして気づく。

　左手がぬるりとした液体に濡ぬれていた。血である。

　見ると、学生服の左ひだり袖そでが肩かたから大きく引き裂かれていた。怪物の爪が左肩をかすめていたのである。

「よせよ丈斗」

　背はい後ごから声がした。夏芽の声ではない。男とも女とも区別のつかない、透すき通ったような声である。

　声は、どこかのんびりとした口調で言った。

「そいつは、おまえのかなう相手じゃないぞ。もう、そのへんで目を覚ませよ」
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　けたたましく鳴り響ひびいた目覚まし時計の音に驚おどろいて、丈たけ斗とは飛び起きた。

（夢か？）

　ベルを止め、すべてが夢だったことに気づいた丈斗は、大きなため息をこぼした。

（だよなー。そんなわけないよなー）

　真昼の教室に怪かい物ぶつがあらわれて、人を食う。とてもありえないことである。

（だいたい、食われたあいつらは誰だれなんだよ？）

　夢の中でバケモノに食われた三人を、丈斗はまったく知らない。夢の中では、よく知っている級友となっており、遊んだ記き憶おくもあった。

　しかし、その三人は実在していない。実在しているのは彩さい音おん寺じ夏なつ芽め、彼女だけである。

　その夏芽とも、二年になった今はクラスがちがう。

（なんで、夢の中で気づかねえんだろうな？　夢を見てるってことに）

　悪夢を見た。それだけのことだ。丈斗はそうかたづけ、のろのろと起きあがった。

　しかし、夢の中の生々しい情景や感かん触しよくが、丈斗の頭の中から離はなれない。

　異い臭しゆうを放つ怪物の姿。その頭を椅い子すで殴なぐりつけた時の感触。頭ず蓋がい骨こつを咀そ嚼しやくする音。

　そして、夏芽の涙なみだ。彼女を抱だき止めた時の柔やわらかい感触──。

（やっぱり俺おれ、夏芽のことが好きなんだ。だからあんな夢を……）

　──「私ね、将来、翻ほん訳やく家かになれたらいいなって思ってて。──だから、洋画のセリフを字幕に翻訳する仕事とかも、すごく興味があるの」──

　そう言ってうれしそうに笑う夏芽を、丈斗は思い出す。

　キリリッと胸を刺さすほど、今はいとおしい笑え顔がおである。

　彼女が笑うと、あたりにあるすべての物が一いつ瞬しゆんにして色を変えてしまう。丈斗は何度も、そんなふうに感じたことがあった。

　しかし、普ふ段だんの夏芽は滅めつ多たに笑わない。教室で彼女が笑っているのを、丈斗は見たことがない。

　胸まで伸のびたストレートの長い黒くろ髪かみ。細ほそ面おもてに切れ長の目。十六歳にしては、大人びた顔立ちの夏芽は、なにか人を寄せ付けない冷たい雰ふん囲い気きを持った美少女だった。

　そんな夏芽と、丈斗が親しくなったきっかけは、休み時間の図書室である。

　悪友と騒さわいでいるよりも、図書室で静かに映画雑誌を眺ながめている方が好きな丈斗は、幾いく度どとなくそこで夏芽と顔をあわせた。
















　それがあまりにも頻ひん繁ぱんなため、ふたりは目があうと、どちらともなく、はにかむように微笑ほほえみかけるようになっていたのだ。

　夏芽の冷たい印象が、ガラリと変わってしまうやさしい笑え顔がおに、心が引かれた。

　けれど自分から声をかけることなど、できはしなかった。どんなタイミングでどう話しかけていいのか、奥おく手ての丈斗にはわからないのである。

　そんなある日──。

　──「あ、その小説、映画化されたんだ」──

　読んでいた映画雑誌のページを指さして、夏芽が話しかけてきたのは、三学期がはじまってまもなくのことだった。

　──「この映画、俺も見ようと思ってたんだ。いっしょに見に行かないか？」──

　すんなりと誘さそいの言葉が出たことに、丈斗自身が驚おどろいた。

　少しためらった彼女が、微笑みながらうなずいたことに、丈斗はまた驚いた。

　夏芽にとってはデートなどと言えるものではなかったのかもしれないが、丈斗にはまぎれもなく、生まれて初めてのデートだった。

　駅で待ち合わせをして、映画を見て、喫きつ茶さ店てんでお茶を飲む。

　たったそれだけのデートだった。

　なにを話していいのかわからない丈斗に、夏芽は明るい笑顔で、自分の将来の夢を語った。

　──「小説家とかシナリオライターとかになれればもっといいんだけど、そんなの無理だから、翻ほん訳やくの仕事。外国の童話とか絵本とか、たくさん翻訳して、私、みんなを笑わせたり、感動させたりする仕事がしたいの」──

　──「俺も、人を楽しませる仕事がしたいな。映画監かん督とくとは言わないけど、なにか映画関係の仕事がいい」──

　将来の夢を漠ばく然ぜんとは考えていたが、そんなふうに他人に話したことなど無かった。

　そのデートから数日後、迷ったすえに丈斗はもう一度、夏芽をデートに誘った。

　──「遊園地に、行かないか？」──

　夏芽は少し迷ってから、言った。

　──「ごめんなさい、私……」──

　丈斗はうなずいて、引きさがった。しつこく誘い、嫌きらわれてしまうのが怖こわかった。

　そして学年があがると共に、ふたりは別々のクラスになった。夏芽は一組、丈斗は五組である。

　しかし昼休みの図書室で、微笑みかけてくる夏芽に、変わりはなかった。

（そう言えばここ数日、夏芽の姿を見てないぞ。どうしたんだろう？　変だ。あんな悪夢を見たのはそれが気になっていたからかもしれない）

　ベッドの端はしに腰こしかけ、いつまでもぼんやりと考えこんでいた自分に気づき、丈斗はあわてた。

「やばい、遅ち刻こくだよ！」

　あわててパジャマを脱ぬぎ捨て、シャツに袖そでを通そうとした時、丈斗はそれを目にした。

　左ひだり肩かたの上から肘ひじの方へうっすらと伸のびた、二本の傷きず痕あとだった。

　血は出ていない。治りかけの傷痕のように、淡あわいピンク色をしている。

（なんだよこれ？　寝ねている間に、自分で搔かいたのか？　それにしても……）

　それは、夢の中で怪かい物ぶつが丈斗につけた爪つめ痕あとと、まったく同じ場所だった。
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「丈斗、朝食は？」

　あわただしく階段を駆かけおりて、玄げん関かんで靴くつを履はきはじめた丈斗に母親がたずねる。

「もう時間ないから、行くよ」

　それほどギリギリというわけでもない。けれど丈斗はあわてていた。

（もしかすると夏芽になにかあったのかもしれない）

　悪夢のことが気になって仕方がなかった。

　少しでも早く登校して、夏芽の元気な姿を確かく認にんしたかったのである。

　そしてできることなら、もう一度、きちんと彼女をデートに誘さそおうと考えていた。

（たとえまた断られても、今のままうじうじ考えているよりいいさ。当たって砕くだけろだ！）

　夏芽を目の前にしたとたんに、へなへなと萎しおれてしまうことを薄うす々うす感じながらも、丈斗はそう決意せずにはいられなかった。

「食べないの丈斗？　もうパン焼いちゃったわよ」

　トーストにバターを塗ぬりながら、母親がダイニングからやってくる。

「だから、もう行くって」

　そう言って立ちあがった丈斗の口に、母親はトーストを押おしこんだ。

「せっかく焼いたんだから、咥くわえて登校しなさいよ。曲がり角で女の子とぶつかって愛が芽生えるかもよ」

　丈斗の姿を見て、母親が笑う。

「あるわけねえだろ、そんなの！」

「いいから、いいから」

　外へ押し出された丈斗は仕方なく、トーストを咥えたまま自転車にまたがった。

（まあいいか、どうせ見てる奴やついないし。学校へ着く前に食っちまえばいい）

　七時半をすぎているというのに、丈斗の住む紅べに椿つばきニュータウンの住宅街は、人の気配が感じられない。

　半数以上の家々が建てられたまま空き家になっているのだから当然とも言える。なにも置かれてない部へ屋やをのぞかせた家々がひっそりと並んでいる光景も、この街ではそうめずらしくない。

　紅椿ニュータウンの構想は「小さな楽園都市」をスローガンにして、日本がバブル経済で潤うるおっていた頃ころに作られたものである。

　広い庭のある一戸建が三千世帯ほど建ち並び、駅と家々を巡じゆん回かい電気バスが繫つなぐ。街の中心には、私鉄の駅があり、その周りには映画館や室内遊園地を備えた巨きよ大だいショッピングモールが造られる、という予定だった。

　しかし、バブル経済の崩ほう壊かいによって親会社が倒とう産さんし、ニュータウンまで伸のびるはずの私鉄がいまだに開通していない。できるはずの駅と生活を支える商店がまだないのだから、居住者が増えないのは当然である。

　いずれ私鉄が開通すれば値があがるだろうという思おも惑わくのもと、投資家たちに買われて、建てられた高級住宅は、ほぼ完成しているものの居住者の数はその半分にも満たない。

　そのため、すべてが真新しいまま、街はゴーストタウンのように閑かん散さんとしていた。

「シーズンオフの別べつ荘そう地ちに暮らしているみたいよ」

　母親がそんなふうに表現するのを、丈斗は何度も耳にしていた。

　家さえ建っていない空き地も多く点在している。丈斗の家の隣となりもそのひとつである。

　いつものように、その隣の空き地を横切って丈斗は通りに出ようとした。

　ペダルを踏ふみしめて、角を曲がったとたんに──。

「きゃーっ！」

　丈斗の自転車はひとりの女の子をはね飛ばした。

　もんどりうって、白く大きな塊かたまりが、空き地の中央まで軽々と転がってゆく。

「うわっ！」

　丈斗も声をあげ、咥くわえていたトーストを口から落とした。

　けれど、転がった物体をよく見ると、それは一メートルほどもある大きなウサギのヌイグルミだった。女の子が抱かかえていたらしい。

　悲鳴をあげた女の子は、自転車のすぐ前に倒たおれていた。紅椿学園の制服を着ている。

「痛いったーい！」

　と、起きあがった女の子の頭には、二本の長い耳がついていた。片方が少しだけ前に倒れているウサギの耳だ。

　赤みがかったウエーブのある長い髪かみを左右で縛しばった、そばかす顔のひどく幼げな女の子である。その頭には、バニーガールがしているようなウサギの付け耳が立っていた。

（な、なんだよこいつ？）

　はねてしまった被ひ害がい者しやの身を案ずるよりも先に、得え体たいのしれないぶきみさを丈斗は感じてしまった。

　ウサ耳は身を起こすと、はねられた時の悲鳴よりもさらに大きな声で叫さけんだ。

「きゃーっ！　エッチ！」

　自分のスカートの裾すそが大きくめくれて下着が見えていることに気づいたのである。

　あわてて隠かくしたが、しっかりと見えた。空色のパンツにも、ウサギの絵がついていた。

「だ、だいじょうぶか？」

　丈斗は目を点にしながら、やっと、そう声をかけることができた。

　ほぼ同時に、

「だいじょうぶですかサヤさん？」

　と、十数メートル先から、ウサ耳に声をかける女性の声があった。

　その方へ顔をあげた丈斗は、またも目を点にする。

　空き地の一角に、オープンカフェが出現したかのように、パラソル付き丸テーブルが置かれ、その横にウエイターが立っていた。

　そのパラソルの下、やはり紅椿学園の制服を着た女生徒が、優ゆう雅がにティーカップでお茶を飲んでいる。

　日本人形を思わせるような、きっちりと切りそろえられたオカッパ頭の女生徒だった。正式な学園集会以外は付けなくてもいいとされている蝶ちようネクタイを、しっかりと付けている。

　どこか見覚えのある顔だと、丈斗は思った。

　オカッパ頭は大正ロマン風の黒ブチ丸眼鏡めがねを、小指でそっとあげ、

「大きな怪け我がは、ありませんか？」

　と、叱しかり付けているような厳しい口調で言う。

「はい、怪我はありません。でも、だいじょうぶじゃないかもしれませーん」

　とウサ耳は泣きだしそうな声で言う。

　丈斗は自転車をおりて、ウサ耳を起こそうとした。

　するとウサ耳は、丈斗を睨にらみつけて言う。

「見たんですか？」

「な、なにを？」

「私のパンツです！」

　勢いに飲まれ、丈斗はうなずいた。

「うん、見えた。空色でウサギ」

　ウサ耳は顔を真っ赤にして、叫んだ。

「きゃーっ、もうダメです先せん輩ぱい！　私もう、お嫁よめに行けませーん！」

「パンツ見られたくらいで、なんなんだよ」

「だって、だって。雨あま神がみさん……」

「なんで、俺おれの名前を知ってるんだよ？」

「どこまで見えたんですか？」

「どこまでって、なにが？」

「パンツのウサギの耳、どっちが曲がってました？　右ですか？　左ですか？」

「いや、そこまでは……」

　丈斗がそう言うと、ウサ耳はパッと顔を明るくして立ちあがった。

「よかった。それじゃあ、だいじょうぶです。よしとします」

「なにがどう、よしなんだよ！」

　もしかして、おちょくられているのではないのか？　とムキになった丈斗を無視して、ウサ耳はオカッパ頭の方へ手をふる。

「だいじょうぶでしたー！」

　それから、落ちているパンを拾いあげて、丈斗に笑え顔がおで差しだす。

「はい。おはようございます。雨神さん、お待ちしてました」

　砂だらけのパンである。バターに砂がめりこんでしまい、渡わたされたところで、もはや食べられはしない。

「待ってたって？　俺を？　なんで？」

　受け取ったパンを、そのまま丈斗は横へ棄すてた。いずれカラスの餌えさになるだろうと考えながら。

「あのですね、私たち、知ってるんです」

「なにを？」

「えーと、えーと、雨神さんが……」

「俺が？　俺がなに？」

「犬に嚙かまれたこと」

「えっ？　犬？　なんだよ、それ？」

　最近、犬に嚙まれた記き憶おくはない。小さい頃ころになら、隣となりの家で飼っていた犬に、じゃれつかれて幾いく度どか軽く嚙まれたことはある。しかしそれは、嚙まれたというほどのものでもない。

「犬といっても、本物の犬じゃなくて……」

「なに言ってんのか、さっぱりわかんないんだけど」

「ご、ごめんなさい。怒おこらないでください」

　ウサ耳が大きく頭をさげた。付け耳が丈斗の額を、ペシリと叩たたく。

「痛いよ！」

「あ、ごめんなさい！」

　ウサ耳があわてて、耳を外した。

「だから、なんだよいったい？」

「これですか？　趣しゆ味みです。私、ウサギ、大好きなんです」

「そうじゃなくて、おまえたちが、なんなのかってことだよ」

「えーと、えーと……」

「名前は？」

「はい。二年一組の桜さくら宮みやサヤです」

「で、俺おれにいったいなんの話？」

「えーと、あのー、ぜひ、郷土研究クラブに入会してください」

「はあ？」

「いえ、えーと、そうじゃなくて、そのー、とっても大変なんです」

「なにが？」

「えーと、えーと、あのー」

　視線が泳ぎだし、しどろもどろになってゆく。よほど人に説明をするのが不得意らしい。

「落ち着けよ」

「はい、すみません。雨神さんは、妖よう怪かいとか宇宙人とか信じますか？」

「えっ？　どういうこと？」

「えーと、そのーですね。私たち、魔ま法ほう円えんが作れるんです。あ、魔法円ってわかりますか？　円の中に星のマークとかシジルを、えーと、シジルって、わかりませんよね？　えーと、そのー」

「もういいわ、サヤさん！」

　オカッパ頭がしびれを切らし、声をあげた。

　丈斗は思い出した。名前は忘れてしまったが、オカッパ頭が、生徒会役員の三年生であることを。何度かその印象的な髪かみ型がたと眼鏡めがねを、催もよおしの度たびに壇だん上じようで目にしている。

「あとは、わたくしが説明しましょう」

「はいお願いします先せん輩ぱい。あ、立ち話もなんですから、雨神さんテーブルへどうぞ。お茶とお菓か子し、用意してます。よければ、私のサンドイッチも食べてください。ウサギのサンドイッチです」

「あのさー、俺、これから登校するんだけど」

「はい、私たちもそうなんです」

　と、サヤが明るく答える。

　オカッパ頭がテーブルの上にノートパソコンを開いて言う。

「雨神さん、いつもよりも五分ほど登校時間が早くありませんか？」

「なんで俺の登校時間を知ってるんだよ？」

「五分でかたづく話ではありませんが、ご挨あい拶さつだけでも、と思い、参りました。要点だけでもお伝えしますので、雨神さん、どうぞこちらへ」

　オカッパ頭が前の席を指さすと、白しら髪が頭あたまをオールバックにした六十近そうなウエイターが椅い子すを引いた。

　そのウエイターにむかって、オカッパ頭が命じる。

「鮫さめ嶋しま、雨神さんにアップルティーを」

「はい、お嬢じようさま。ただいま」

　そう応え、道の方へ止めてある白の外車、リンカーン・コンチネンタルへと足早に歩んでゆく。どうやらウエイターではなく、召めし使つかいらしい。

（かかわりあいになるのはよそう）

　丈斗はそう考え、自転車にまたがった。

「悪いけど、俺、急ぐから。じゃあ」

　逃にげるように、転がっているウサギのヌイグルミの横を通りすぎようとした時、オカッパ頭が言った。

「お待ちなさい雨神さん、あなた、体のどこかに霊れい障しようがありませんか？　犬にでも嚙かまれたような、薄うすい傷きず痕あとのようなものが」

　丈斗はギクリとした。自転車を止めて、右手で左ひだり腕うでを押おさえる。

「これの、ことか？」

「やっぱり、そうだったのですね」

　と、一点の曇くもりもない眼鏡めがねのレンズが、丈斗を威い嚇かくするようにキラリと光った。

「そうなんです。犬ってそのことなんです。犬じゃなくて、妖よう魔まの仕し業わざで、えーと、えーと」

「サヤさん、あとの説明はわたくしにまかせて」

「はい先せん輩ぱい」

「申し遅おくれましたが、わたくし、郷土研究クラブ副会長、および生徒会書記長を務める九く堂どうよしえ、という者です」

　まるでやりてのキャリアウーマンのような、事務的な自己紹しよう介かいだった。

「その郷土研究クラブが、どうして腕の傷のことを？」

「郷土研究とは名ばかりで、その実体は妖魔より学園を守るために結成された、妖魔術クラブなのです」

　オカッパ頭をゆらしながら、九堂は胸を張ってきっぱりと言い切った。

（こいつら、もしかして悪い宗教でもやってるのか？）

　丈斗は疑うたぐり深い目を九堂へむけた。

「あら？　その目は少しも信用していませんね？」

　当然だ。という言葉を飲み込んで、丈斗はうなずいた。

「まあ、いたしかたありません。妖よう怪かいを目にすることができるのは、限られた人々だけなのですから。ですが、実在するのです。とくに紅椿学園の地下校舎にはうじゃうじゃと」

「地下校舎に？」

「そうです。妖よう怪かいたちの巣そう窟くつとなっております。土と地ち柄がら、ここのあたりは昔から、妖怪の集まりやすい場所だったのです。昔のままの森林であれば、妖怪たちの力も押おさえられ、恐おそれることはなにもなかったのですが、開かい拓たくという人類の愚おろかな暴力が、山を崩くずし、森を壊こわし、街をつくって、すべてのバランスを壊してしまった。そのため、行き場を失った妖怪たちが、紅椿学園の地下校舎に集まっているのです。山で発生した霧きりが街へ流れこむように、様々な妖怪たちが……」

　丈斗はペダルをこいで、その場から逃にげだした。

「悪い！　俺おれ、その手の宗教はゴメンだから」

「お待ちなさい雨神さん！　紅椿学園がどうなってもよいのですか？　サヤさん！」

「はい、先せん輩ぱい！」

　自転車の前カゴにウサギのヌイグルミを乗せたサヤが、丈斗を追いかけてくる。

「待ってください雨神さーん！」

　丈斗はギアを切り替かえると、一気にサヤを引き離はなして疾しつ走そうした。
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　私立紅椿学園の校舎は、紅椿ニュータウンを見おろす丘おかの上に建っている。

　当初の計画では、小、中、高校のすべてを一いつ括かつしたマンモス学園となるはずだったが、生徒が集まらず、共学の高校だけしか機能していない。

　そのため、校舎の半分以上が二年前の設立以来、使われないまま封ふう鎖さされている。

　主に、地下校舎と呼ばれている部分がそれだった。

　本校舎は、Ｌ字型をした三階建の建物である。その校舎の内側に中庭があり、その下に地下校舎が広がっているという。

　ダンジョンのように複雑に広がり、室内プールや体育場があるのだという噂うわさだが、地下校舎に足を踏ふみ入れてそれを確かく認にんした生徒はいない。教師でさえも地下校舎の様子を知る者は少なかった。

　ただ、その入り口のひとつだけは毎朝、丈斗も登校時に目にしている。

　地じ獄ごく坂とあだ名されている、緩ゆるやかではあるが長い坂道の、途と中ちゆうにある扉とびらがそうだった。

　電車やバスで通学する者たちは横の長い階段を登るのだが、自転車通学の丈斗たちは、この坂を登らなくては校門へは行けない。嫌いやでも目に入る。

　それは観かん音のん開びらきになる大きな鉄の扉だった。左右の上部に針金の入ったガラスがはめこまれているが、暗すぎてその中の様子はわからない。

　近づいて、ライトをあてれば廊ろう下かが見えるのかもしれないが、扉の前には組み合わされた鉄パイプが、大おお袈げ裟さすぎるほど幾いく重えにも頑がん丈じように人の侵しん入にゆうを拒こばんでいた。

『開かずの第二校門』と言われているその扉の位置から考えても、地下校舎がやたらに広いことが想像できる。

　その第二校門の少し手前に、街を見おろすことのできる小さな展望台のような空き地がある。

　そこで丈斗は、オカッパ頭の九堂に呼び止められた。

「お待ちなさい雨神さん。その腕うでにある霊れい障しようの重大な意味を、知りたいとは思わないのですか？」

　さきほどと同じようにパラソル付きの丸テーブルを空き地に広げて、お茶を飲んでいた。

　車で先回りして、丈斗を待っていたのである。

　登校時間の光景としては、やはり異様である。自転車通学の生徒たちが、奇き異いの目をむけながら通りすぎて行くが、九堂はまったく気にしていない。

「アップルティーが用意できてますよ雨神さん。生徒会役員の権限を利用し、十五分の遅ち刻こくを許可します。ここへお座りなさい」

　召めし使つかいがにこやかな笑え顔がおを丈斗にむけて、空いている椅い子すの背を引いた。

（こいつら、絶対まともじゃない！）

　丈斗はありったけの力でペダルをこぎ、全速力でその横を通過した。

「お待ちなさい雨神さん！」

（誰だれが待つか！）

「あなたは狙ねらわれているのですよ。おわかりですか？」




　校門を抜ぬけた丈斗は自転車を置いて、そのまま二年一組の教室へとむかった。

（夏芽は電車通学だから、もう来ている時間だ）

　しかし夏芽の姿は無かった。

　教室にいた女の子たちにたずねると、夏芽は三日前から学校を休んでいるという。そして、その理由を誰だれも知らなかった。

「あ、雨神さーん。私に会いに来てくれたんですね」

　ウサ耳を付けたサヤがうれしそうに廊ろう下かを駆かけてきた。

（あ、そうか。こいつも一組だった）

　丈斗は視線をそらして逃にげようとしたが、しっかりとジャケットの裾すそをサヤに捕つかまれてしまう。

「おまえ、なんで学校でもウサ耳つけてるんだ？」

「私のトレードマークですから」

「担任それ、なにも言わないのか？」

「授業中は外してますし、茶パツにしたり、バリバリに髪かみを立てるよりはかわいいって、先生も言ってます」

「……そういう問題じゃないと思うけど……」

「ウサバカとか、ひどいこと言う人もいますけど、私、負けませんから。雨神さんはどう思います？　かわいいと思いませんか？」

「ああ、いいんじゃない。好きにしなよ。だから、この手を離はなしてくれよ」

　手を振ふりほどこうとするが、サヤはさらに力をこめて離そうとしない。

「どうして逃にげるんですか？　デビモの話を聞きに来たんじゃないんですか？」

「デビモ？」

「地下校舎にはいろんな妖よう魔まがいるんです。ですので、今回、悪さをしている妖魔にデビモって名前をつけてました。デビル・モンスターの略です。デビモンだとデジモンとかポケモンみたいなので、デビモで止めてみました」

（噓うそくさい！　すごく噓くさいぞ、その名前！）

　丈斗はサヤの手を叩たたきながら、怒ど鳴なった。

「離せよ！　俺おれはそんな話、聞きたくないんだよ！」

「じゃあ、どうして一組へ来たんですか？」

「どうでもいいだろ、そんなこと」

「よくないです」

　丈斗はサヤの後ろを指さして、大おお袈げ裟さに声をあげた。

「あっ、でっかいウサギのヌイグルミだ！」

　まさか、それにまんまと引っ掛かかるとは、丈斗も思っていなかった。

　けれどサヤはあわてて振りむき、本気でありもしないウサギを捜さがし求める。

「えっ！　どこですか？　でっかいウサギさん、どこですか？」

　力の抜ぬけたサヤの手をすばやく振り払はらい、丈斗は脱だつ兎とのごとく駆けだした。

「あっ、雨神さん！　ウサギさん、どこですか？　もしかして、もしかして騙だましたんですか？」

（まちがいなくあいつは、百パーセントの天然ウサバカだ）

　階段を駆けあがり、人ひと気けのない理科実験室の中で、丈斗はカバンから携けい帯たい電話を手にした。

　少し迷ってから、アドレスの二番目に登録してある夏芽の番号を押おす。

（あっ。俺。雨神。どうしてる？　なんかずっと休んでるみたいだけど？　風邪かぜ？）

　呼び出し音の鳴っている携帯を耳にあて、呼吸を整えながら、丈斗は頭の中でセリフを考える。

　しかし、なかなか夏芽は出ない。

（心配になってさ。元気になったら、また映画、見に行かないか？　タランティーノの新作が来るんだ。……って、こんなにすらすらと言えたら、苦労ないよな）

　電話はつながらない。

　ベルはもう十数回も鳴ったはずである。

（留守るす？　もしかして、どっかに入院でもしているのか？）

　丈斗は誰だれもいない夏芽の部へ屋やで鳴り響ひびいている携けい帯たい電話を想像した。

「あとで、またかけなおすか……」

　丈斗はそうつぶやいてから、携帯を閉じた。

「雨神さん。彩音寺さんをお捜さがしですね？」

　後から九堂の声がして、丈斗は身をふるわせて大きく飛びのいた。

　腕うで組ぐみをした九堂と、ウサ耳を立てたサヤが、いつのまにか丈斗の背はい後ごにしのび寄っていたのである。

「なっ、なんだよいったい、おまえら！」

「妖よう魔ま術じゆつクラブ、九堂よしえ」

「同じく、桜宮サヤでーす」

「いや、そうじゃなくて……」

「雨神さん、あなたも、彩音寺さんを救おうとなさっているのではないのですか？　だとすれば、わたくしたちと、その目的は同じです」

「救うって、誰から？」

　遮さえぎるように、始業時間を告げる予よ鈴れいのチャイムが校舎に鳴り響いた。

「では、昼休みに中庭でお会いしましょう。詳しよう細さいはその時に」

「はじっこにある梅の木の下で待ってますから、必ず来てくださいね。それじゃあ」

　そう言い残すとふたりは、呆あつ気けにとられている丈斗を残して、足早に去ってゆく。
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（誰があんな変な奴やつらと、かかわりあいになるかよ！）

　と、丈斗はサヤたちと会わないことを、心に決めた。

　しかし──。

　九堂の言い残した言葉が気になった。

　そして、夏芽の携帯に何度かけてもつながらないことが、丈斗の不安を高める。

（夏芽を狙ねらってるって？　誰が？　妖よう怪かいがか？　そんな話、今どき小学生でも信じないぞ）

　迷ったすえ丈斗はアドレス帳を開き、夏芽の家の電話番号を押おした。

　四時限目の授業が終わり、昼休みに入ったすぐのことである。

（夏芽の携帯がつながらないのだから、家の電話もつながらないかもしれない。もしかすると、家族で旅行に出ているのかも……）

　そう考えた丈斗の予測を裏切って、わりとすばやく、母親らしき声が電話に出た。

「はい。彩音寺です」

「えーと、雨神と言います。紅椿学園に通う夏芽さんと同じクラスの」

　今はもう同じクラスではないが、丈斗はとっさにそう答えてしまった。

（まあいいや。あとでちゃんと説明すればいい）

「夏芽さんがずっと休んでいるので、心配になって電話してみました。携けい帯たいもつながらないし。風邪かぜですか？　それとも……」

『はあ？』

　母親らしき声は、戸と惑まどった声をあげ、そのまま沈ちん黙もくした。

「あの……。夏芽さんを……」

『いいえ、うちには子供はおりません。どちらにおかけですか？』

「えっ？　……彩音寺さんですよね？」

　丈斗は手帳にある番号を読みあげる。

『はい、さようです。ですが、うちには子供はおりません。なにか、おまちがいですね』

（どういうことだろう？　俺おれは夏芽に噓うその番号を教えられたのか？　それとも、母親が噓をついてるのか？）

　丈斗がまごついて沈黙すると、電話はそのまま切られてしまった。

　もう一度、かけなおそうと、指をボタンに当ててから──、丈斗は思いとどまった。

　噓をついているにせよ、こちらのまちがいにせよ、同じ答えが帰ってくるだけのことである。

（いったい、どうなっちまってるんだ？）
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　丈斗は食堂で調理パンを買った。人気のあるオムレツパンはすでに売り切れていたが、焼きそばパンとダブルコロッケパンを入手ゲツトして、サヤたちの待つ中庭へと足をむけた。

（もしかして俺、飛んで火にいる夏の虫かも）

　そう思いながらも、夏芽に関するなにかを知っているらしい彼女たちの話を、聞かずにはいられなくなっていた。

　たとえ、噓を聞かされるとしても。

（あいつらが、夏芽について本当のことをなにも知らない。それが確かく認にんできるだけでもいいさ）

　丈斗はそう思った。なんでもいいから、夏芽の情報が欲ほしかった。

　授業をサボって夏芽の家まで会いに行きたい。そう思うほど、丈斗は夏芽のことが心配になりはじめていたのである。

　丈斗が（もしかすると）と思っていたとおり、サヤたちは、あの丸テーブルを梅の木の横に据すえて、昼食をとっていた。

　横でさきほどの召めし使つかいが、紅茶を入れている。

　そして当然のごとく、サヤの頭にはウサ耳が立っていた。

「いくら木に邪じや魔まされて校舎から見えないからって、そんなテーブル、学校に持ちこんでいいのかよ」

　そう言いながら近づいた丈斗は、持ちこまれたのがテーブルだけではないことを知った。

　テーブルの上には、銀色に光るナイフとフォークが幾いく本ほんも並び、魚のムニエルらしき料理が乗っている。

　ナプキンを首から広げた九堂が、小指で眼鏡めがねを直しながら、にやりと笑って言う。

「やはりいらっしゃいましたね雨神さん。さあ、こちらへお座りなさい」

　空いている椅い子すを指さすと、すかさず召めし使つかいがその椅子を引いた。

　立っていては、買ってきたパンも食べることができない。しかし、同じテーブルにつくことに丈斗は抵てい抗こうを感じた。

「さあ、お座りなさい。心配は無用です。学園内でフルコースを食してはいけないという校則はありません」

「そりゃあ、そうだけどさ……」

（いないんだよ、そんな奴やつ。いや……、いるのかここに）

　臆おくしていても仕方がない。丈斗が席につくと、召使がナプキンを差しだしながらたずねてくる。

「肉と魚、どちらがよろしいでしょうか？」

「いや……。俺おれ、これ食うから」

　持っていたビニール袋ぶくろから、丈斗は調理パンを取りだした。

「鮫嶋、雨神さんにアイスのアップルティーを」

「はい、お嬢じようさま」

「で、彩音寺のことだけど……」

　丈斗がさっそく切りだすと、九堂は指を立ててそれを遮さえぎった。

「お待ちなさい。あわてなくとも、休み時間はあと四十一分あります」

「食べながら話しちゃいけないって、うちのママさんも言ってました」

　マッシュポテトをボロボロと口からこぼしながら、サヤが言う。

　丈斗が「わかったよ」と、うなずいてパンを口にすると、九堂も優ゆう雅がにナイフを動かし、食事を続ける。

　この場合、フルコースを食しているふたりの横で、ひとり焼きそばパンをかじっている丈斗の方が、なぜか不自然であった。

「どうぞ」

　アイスのアップルティーが丈斗の前に置かれると、九堂が水の入ったグラスをかかげた。

「では、乾かん杯ぱいしましょう」

「はい、先せん輩ぱい」

　サヤもミルクの入ったバックスバニーのカップを手にする。

「お祝いの乾かん杯ぱいは、普ふ通つうシャンペンですが、残念ながら、わたくしたちは未成年です。校則で禁じられていなくとも、日本の法律が許しません。シャンペンのつもりで乾杯いたしましょう」

（祝いってなんの？　まあいいか、どうでも）

　丈斗がグラスを持ちあげると、九堂が言った。

「雨神さんの、妖よう魔ま術じゆつクラブ入会を祝して、乾杯！」

「おい！　誰だれが入会するって言った！」

「かんぱーい。細かいことはなしですよ雨神さん」

　ミルクをダラダラと口からこぼしながら、サヤがうれしそうに言う。

「おまえは飲み食いしながら、しゃべるな！」

　メインディッシュがさげられ、カシスのシャーベットとコーヒーが運ばれると、九堂はぽつりぽつりと話しはじめた。

「雨神さん、この学園は狙ねらわれているのです」

「地下校舎にいる妖よう怪かいとやらにか？」

「いいえ妖怪ではありません。妖魔です。ほとんどの妖怪は、存在するというだけで、人間に害を与あたえるものではありません。わたくしたち人間に、悪い人間といい人間がいるように、悪さをする妖怪はほんの一部なのです。ですのでわたくしたちは、人に災さい厄やくをおよぼす妖怪を妖魔、人を幸福にする妖怪を妖よう精せいと呼んで区別しております。ですので、あなたの腕うでに傷をつけたのは妖魔なのです」

「名前はデビモです」

　サヤの口からポトリと、シャーベットの塊かたまりが皿に落ちる。

　丈斗は腕を押おさえながら九堂にたずねた。

「そいつが、どうして？　俺おれの腕に傷を？」

「そこまではわかりません。あなたを食うという意思表示なのか、はたまた手を出すなという警告なのか、しかし、雨神さんの腕に傷を残したデビモは、まぎれもなく危険な存在なのです」

「そいつが、彩音寺も狙っているのか？」

「そうです。彩音寺さんだけではありません。この学園の生徒、および関係者すべてです」

「なんだよ、そういうことなのかよ。じゃあ、彩音寺がなんで休んでいるのか、知らないんだな？」

「デビモがなんらかの災厄を彩音寺さんにもたらしているという可能性はあります」

「まさか、食われちまったなんてことは……」

「いえ、それはありません。わたくしたちが、彩音寺さんに関する記き憶おくを失っていないことが、その証しよう拠こです」

（なんだよそれ？　意味、わかんねえぞ）

　しかし、夏芽が休んでいる理由を九堂たちが知らないことを確かく認にんし、丈斗はすっかり話を聞く気力が失うせていた。

「気をつけなくてはなりません。学園は今、恐おそろしく強い妖よう力りよくを備えた妖よう魔まに狙ねらわれているのです！」

　九堂の勢いに圧あつ倒とうされ、丈斗は曖あい昧まいにうなずいた。

「うん……、いや……。それで、俺おれにどうしろって？　もしかして、御お払はらいするのに、お札ふだとか壺つぼとかを買えとか？」

「ちがいます！」

　サヤがシャーベットを口から飛ばしながら、怒ど鳴なる。

　九堂も目をつりあげて、丈斗を睨にらむ。

「わたくしたちを、ちまたの詐さ欺ぎ師しといっしょにしないでください」

「それじゃなに？　俺にどうしろって？」

「あなたにぜひ、妖魔退治を手伝っていただきたいのです」

「えっ？　俺に？　なんで？」

「今までになく強い妖魔だからです。わたくしたちも、これほどの強敵と対たい峙じするのは初めての経験。場合によっては命を失う危険もあります」

「そんなに危険なら、やめればいいじゃないかよ」

「そうはいきません。ほうっておけば更さらに死者が増えます」

「死者ってなんだよ？　いったいどこの誰だれがその妖よう怪かいに殺されたって言うんだよ？」

「妖魔です。妖魔。この学園の関係者が、次々と変死しているのは、雨神さん、まぎれもない事実ですよ。まず、半年前に父親が一家を惨ざん殺さつして自殺した事件」

　確かにその事件のことは、丈斗もテレビのニュースを見て知っていた。

　半年ほど前に、この街で起こった一家心中の事件である。

　事業に失敗した父親が、寝ねていた高二の娘むすめと中一の息子むすこをゴルフクラブで殴なぐり殺し、妻を包丁で滅めつ多た斬ぎりにしたのちに、首を吊つって死んだのである。

　遺書のつもりで書いた『旅に出ます』という貼はり紙がみが玄げん関かんのドアにあったため、遺体の発見がひどく遅おくれた。

　一か月後、家から漂ただよい出る腐ふ敗はい臭しゆうに隣りん人じんが怒おこり、警察に通報したことによって、やっと事件が公おおやけとなったのである。

　殺された高二の娘は紅椿学園の生徒だった。当時一年だった丈斗のひとつ先せん輩ぱいにあたり、文化祭で彼女がチェロを演奏していた姿を丈斗はぼんやりと覚えている。

「他ほかにも、学園の生徒が続けざまにふたり、自室で首吊り自殺。二か月前には、春に卒業した生徒のひとりが隣となり街まちで暴漢に襲おそわれて殺されておりますし、一月前には転校した生徒のひとりがトレーラーに撥はねられ轢れき死ししています。生徒の他には、この学園を担当していた清せい掃そう員いんがふたり、高速道路で事故死しました。バスが横転して死傷者が三十人を超こえたあの大だい惨さん事じです。雨神さんもニュースでご覧になったのでは？」

　その事件についても聞いたことがある。けれど、学園の関係者だったとは知らなかった。

「それが全部、地下校舎の妖よう魔まのせいだと言うのか？」

「そうです。学園関係者だけでも、すでに七人が命を失っているのですが、その災さい厄やくの巻き添ぞえとなった死者の数は倍です。他にも、ホームから落ちて電車に轢ひかれそうになったり、プールで溺おぼれかけたり、倒たおれてきたブロック塀べいの下した敷じきになって怪け我がをしたり、デビモの災厄はいたるところに、数えきれないほど……」

　丈斗は九堂の言葉を遮さえぎって怒ど鳴なった。

「よせよ。ただのこじつけじゃないのか？　どこの学校だって、調べれば、そんな事件のひとつやふたつはあるはずだぞ」

「ひとつやふたつではないのです。もはや偶ぐう然ぜんではかたづけられない数です。変だとは思いませんか？」

「それが本当なら、確かに少し多いかもしれないけど……」

　偶然という可能性も否定できない。

「デビモはまだ完全体ではありません。それなのにこれだけの災厄を学園にもたらしているのです。急がなくてはいけません」

「そうなんです雨神さん！」

　横から大声を張りあげたサヤが、椅い子すをガタガタいわせながら丈斗に詰つめよる。

「ぜひ雨神さんの力を、私たちに貸してください！」

　と、サヤは両手で丈斗の手を握にぎりしめる。

「だからなんで俺おれなんだよ？　妖よう怪かいどころか幽ゆう霊れいだって、俺は見たことないんだぞ」

　そう言って丈斗は、手を振ふりほどこうとしたが、サヤは強く握りしめたまま離はなそうとしない。

　さらに九堂がその上に両手を重ねて怒鳴った。

「いいえ、あなたにはその素質があるのです。さあ、わたくしたちと共に、学園を守るため、デビモと戦いましょう」

　召めし使つかいの鮫嶋がうれしそうに、後ろで拍はく手しゆをする。

「やめてくれよ！」

　丈斗は強ごう引いんにふたりの手を振りほどいて、立ちあがった。

「悪いけど俺、妖怪になんかぜんぜん興味ないし、おまえたちの話も、まったく信じられないね。本当だというなら、はっきりとした証しよう拠こを見せろよ！」

「先せん輩ぱいは、雨神さんの霊れい障しようを言い当てましたよ。それでも信じてもらえないんですか？」

　サヤが頰ほおを膨ふくらませる。

「それだってあてずっぽうじゃないのか？　体のどこかに、薄うすい傷きず痕あとのような物はありませんか？　なんて、曖あい昧まいな聞き方されたら、たいていの奴やつがうなずくさ。昔の傷とか、小さなアザとか、ホクロやイボとか、なにかしらあるはずだ」

「ちがいます！　雨神さんの霊れい障しようは先輩がレーダーで」

「サヤさん！」

　九堂に咎とがめられ、サヤは「しまった」という顔つきで言葉を飲みこむ。

「レーダーってなんだよ？」

　丈斗がそう聞き返すが、九堂はそれを無視してサヤに言った。

「あきらめましょうサヤさん。この方には、どう説明してもわかってはいただけないようです。たとえ妖よう怪かいの気配を感じられたとしても、すべて気のせいにしてしまう。その手の人間なのかもしれません」

「ああ、そのとおりだよ。俺おれはあんたたちの遊びにつきあうつもりは、これっぽっちもないよ。もうこれで、俺につきまとうのはやめにしてくれよな」

　そう言うと、丈斗は立ったままアップルティーを一気に飲み干して、

「ごちそうさま」

　と、テーブルを後にする。

　しかし、足早に少し歩むと、とたんに不安が頭の中に広がりだした。

（もし、あのふたりの言っていることが本当だとしたなら……。もしも本当に、夏芽が妖よう魔まに……）

　夢の中の出来事を思い出した丈斗は不安を覚え、その歩みが遅おそくなった。

　九堂が本当のことを言っているという証しよう拠こもないが、噓うそをついているという確信も、丈斗にはないのである。

「雨神さーん。待ってください」

　サヤが、小犬のようにパタパタと足音を響ひびかせて、丈斗へむかって駆かけてくる。

　足を止めて振ふり返ると、冷たい視線を丈斗に投げている九堂と目があった。

「雨神さん、これ……」

　駆けて来たサヤが、お守りのような物を差しだした。小さな青い布の袋ふくろである。

「なんだよそれ？」

「タリスマンです」

「なにそれ？」

「日本語だと護ご符ふです」

「護符？　ってなに？」

「とにかく、持っててください」

「どうして？」

「妖よう怪かいが見えるようになるんです」

「えっ？」

「証しよう拠こを見せろって……。だから、その、雨神さんならきっと見えるはずです。ですから、とにかく、これ……」

「嫌いやだよ」

　突つきだされたそれから逃にげるように、丈斗は大きく身を引いた。

　お守りならば、表面に刺し繡しゆうでなにか書かれてあるはずだが、それにはなにもない。

　どうやら自分で縫ぬったものらしい。

　いかにも薄うす気き味みが悪かった。

「どうしてですか？」

「どうしてって、言われても……、なんかさ……」

　サヤがふいに泣きだしそうな顔をする。

「信じてないって言ったくせに、雨神さんは、怖こわがるんですね？」

　涙なみだ声ごえでそう言ったサヤに驚おどろき、丈斗はあわてて、それをつかみとった。

「わ、わかったよ！」

　中に薄い板のような物が入っているらしく固い感かん触しよくがあった。鉛なまりなのか、わずかに重い。

「持ってるだけでいいんだろ？　拝んだりお経きようを唱えたりするのは嫌だぞ」

　そう言って丈斗は、ポケットの中に護符をすべり落とした。

「はい、六時間ほどで効果が出てくると思いますので。よろしくおねがいします」

　ひどくうれしそうにサヤが微笑ほほえみ、待っている九堂のもとへ、ウサ耳をゆらしながらパタパタと駆かけ戻もどってゆく。

（六時間後？　薬じゃあるまいし）
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（夏なつ芽め！）

　丈たけ斗とは思わず叫さけびそうになった。

　図書室から、いつもと変わりない彩さい音おん寺じ夏芽が出てきたからである。

　会えるとはまったく思っていなかった。いつもの癖くせで、無意識に足が図書室へむいていただけのことである。

　丈斗に気づいた夏芽が「あっ」と声をあげたように、その口が小さく開いた。そして、子供のようにくったくのない笑え顔がおを、丈斗へむける。

　一いつ瞬しゆんにして、周りにあるすべての物が色を変えてキラキラと光りだす。丈斗には、そんなふうに思えた。

（よかった……。夏芽は無事だった……）

　丈斗は夏芽の笑顔に見とれたまま、言葉を失った。

「ごめんね。心配させて」

「どうしたんだ？　携けい帯たいつながんないし、家に電話しても……」

「うん、知ってる。雨神くんが、家に電話くれたこと」

「じゃどうして……」

　夏芽はうつむいて、言い難にくそうに少し間をおいた。

「……あのね、事情があるの。あまり、言いたくないんだけど……。母がね、ちょっと……」

「どうしたんだ？」

　夏芽は声をひそめて言った。

「雨神くんに変なこと言ったでしょ？　娘むすめなんかいないって。前から少し変だったけど、数日前から、急にそれがひどくなって」

　病気なのか？　という言葉を丈斗は飲みこんだ。

「お医者さんに……妄もう想そう性人格障害だって、言われたの」

「……そうなのか……」

「明日、入院するの。それでね、いろいろごたごたしてて、準備とか……、いろいろ……。でも、来週の月曜には私、登校できそうだから」

「そうか、そうだったのか……」

「でも、このこと、誰だれにも言わないでね」

「ああ、約束する。でも、先生には……」

「うん、さっき話してきた。みんなには内ない緒しよにしてくれるって」

「そうか……」

「雨あま神がみくん、心配かけてごめんね。でも、もうだいじょうぶだから」

「そうか……」

　会話が途と切ぎれる。丈斗はなにを話していいのかわからなくなった。

　母親の一件でごたごたしている彼女に、デートの話など持ちだせない。

　夏芽がカバンを手にしているのを見て、丈斗はたずねた。

「もう帰るのか？」

「うん。準備が残ってるし、先生に相談して、ついでに本を返しにきただけだから」

「そうか……」

「それと、それとね雨神くん、ずっと前のことだけど、もしよかったら……、私を、連れてってくれる？」

「えっ？」

「遊園地」

「いいのか？」

「あの時は、突とつ然ぜんだったから、ビックリしただけ。私、雨神くんのこと、嫌きらいじゃないよ。でも、いつ行けるかは、まだ……」

「うんいいよ。落ち着いたら電話くれよ。いつでもいいよ」

「うん、そうする」

　夏芽が微笑ほほえむ。

（これは夢か？）

「じゃあ、約束ね」

　夏芽がそう言って、小指を出す。

（えっ！）

　丈斗は視線を泳がし、あたりに人がいないことを確かく認にんしながら小指を出す。

（夢だ！　これは夢だ！　誰だれか、俺おれを思いっきり殴なぐってくれ！）

　夏芽の冷たい小指が、丈斗の熱をおびた小指にからまる。

　丈斗は震ふるえだしそうになる指を、なんとか堪こらえるので精せい一いつ杯ぱいだった。

　校門まで送ると言った丈斗の申し出を、昼休みの終わりを告げるチャイムが邪じや魔まをする。

　それでも、玄げん関かんまで夏芽を送ってから、丈斗は教室へと急いだ。

（やった！　夏芽とデートだ！）

　気を引き締しめないと、顔がにやけ、足が自然とスキップを踏ふんでしまう。

　丈斗の頭の中ではすでに、ジェットコースターが疾しつ走そうし、観覧車が七色の光を発しながら回っているのだから、仕方がない。

（なにがデビモだ！　家庭の事情で休んでただけじゃないか。夏芽は無事だぞ！）

　教室のドアを開けようとした時、丈斗の足元をなにかが駆かけ抜ぬけた。犬のように思えた。

　小さな足音と、獣けもののような微かすかな異い臭しゆうがしたのである。

（えっ？）

　しかし、ここは学園の二階にある廊ろう下かである。犬などがいるはずがない。

　丈斗が急いで、なにかが走りさった方向へ、顔をむけた。

　それらしき犬の姿はどこにもなかった。廊ろう下かで立ち話をする生徒たちの姿があるだけである。

　妖よう怪かいが見えるようになると言ったサヤの言葉を思い出し、丈斗はポケットの上から、そっと護ご符ふを押おさえた。
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　自席に戻もどった丈斗は、ポケットの中から護符を取りだし、机の奥おくへと押しこんだ。家に持ちかえる気がしなかった。

（妖怪が見える護符だって？　あいつらの遊びにつきあう必要なんかないさ）

　持っているだけで、ちょっとした錯さつ覚かくや影かげが、すべて妖怪に見えてしまう。そんな気がしてならなかった。

（もしかして、それがあいつらの目的かもしれない。洗脳の一種なのか？　……とにかく、このままにして、明日にでも返そう）

　誰だれかが窓を開けたように、頰ほおにひやりとした感かん触しよくを感じて、丈斗は顔をあげる。

　教室の後ろから、黒板にむかって赤い風船のような物が飛んで行くのが見えた。

　誰かが、水の入った風船を投げたらしい。

　丈斗はそう思った。

　それは黒板で跳はね、教きよう壇だんの上に落ちて、バシャン！　と水の弾はじけ散る音を響ひびかせた。

（誰だよ、バカやってんのは？）

　しかし不思議なことに、誰も騒さわぎださない。

　確実に前の席の何人かに、水がかかったはずである。それなのに携けい帯たいの操作や、友達との会話に夢中で、風船の落ちた教壇の方へ視線をむける者もいない。

　丈斗は立ちあがって、教壇の方を見た。

　なにもなかった。

（あれ？）

　席から離はなれて、丈斗は教壇の前まで歩んだ。

　確かになにもなかった。割れた風船も、弾けた水の跡あともない。

（錯覚か？　それとも……、今のが妖怪か？　まさか……）

　チャイムが五時限目のはじまりを告げる。




　授業がはじまり十五分ほどがすぎた頃ころだった。

　丈斗は後ろのドアが開く音を耳にする。

　今朝けさの悪夢と同じように、音に気づいて振りむいたのは丈斗、ただひとりだった。

（まさか……）

　開かれたドアのむこうから、ほっそりとした人ひと影かげが教室の中へと入ってきた。

（……ウエイトレス？）

　丈斗はそう思った。

　スリットの入った短か目の黒いスカートに、黒のジャケットを着こなした小こ柄がらな人物である。ジャケットの胸からフリルのついた白いシャツがのぞいていた。

　高級レストランかホテルのウエイトレスを思わせる服装である。

　しかしその顔だちは、ベリーショートの金きん髪ぱつで、美人というよりも、美男子という形容が似合う凜り々りしいものだった。

（……女？）

　と丈斗も一いつ瞬しゆん、その判断に迷ったほどである。

　不可思議なのは、その姿で背中に赤い竿さおのような物を背負っていることだった。一見、長い刀のようにも見える。

[image: ]

　その人物は、丈斗の方へ視線をむけ、微笑ほほえんだ。

　そして──。

「やあ、丈斗。俺おれが見えるか？」

　と、ささやくように言った。そんな話し方で聞こえる距きよ離りではないのに、その声はしっかりと丈斗の耳に届いた。

　自分を「俺」と言ったが、女性の声優が少年を演じている、そんなふうな声だった。

（そうだ、この声……）

　丈斗はすぐに思い出した。

（夢の中で俺に警告したあの声だ。妖よう怪かいなのか？　どうして俺の名を知ってるんだ？　もしかして俺は、夢を見ているのか？）

　丈斗は金かな縛しばりになったように、その人物を凝ぎよう視しした。

　幻まぼろしではない。ぼやけた様子もなく、はっきりと見えている。

　丈斗は隣となりの席で、頰ほお杖づえをついている女生徒に小声で呼びかけた。

「おい、おい菊きく原はら！」

　そこにウエイトレス姿の女が見えるかどうか、確かく認にんさせようとしたのである。

「無む駄だだよ。そいつに、俺の姿は見えない。それにたぶん、丈斗、おまえの姿も今は薄うすれてるはずだ」

　ウエイトレス姿はそう言いながら丈斗に歩み寄ってきた。やっと、背負っているその細長い物がなんなのかがわかった。

　パラソルのように大きな、赤い番ばん傘がさである。時代劇に出てくるような、和紙と竹で作られた傘である。

　ウエイトレス姿は、それを大事そうに背負っているのだ。

「薄うすれてるって、なんだよ？」

　思わず声が出た。しかし、級友は誰だれも丈斗の声に反はん応のうを示さない。後ろの席の男子も、丈斗を無視するように黒板の文字をノートに写すことに専念している。

「意味がわからないなら、試ためしてみろ。ほら、こんな具合だ」

　ウエイトレス姿は、後ろの男子の肩かたに手を置いて、大きく揺ゆすった。

　しかし男子は、催さい眠みん術じゆつにかけられているかのように、驚おどろいた様子も見せない。ただ、揺すられて字が大きく乱れたらしく、消しゴムを使いだす。それだけである。

「俺たちの行動は、認にん識しきされないんだ」

「俺たち？」

「そうさ、今は丈斗、おまえも同じはずだ」

　丈斗はあわてて、横の女生徒の腕うでを揺すった。

「おい菊原……」

「……なに？」

　菊原がゆっくりと、丈斗に不満そうな顔をむけた。

「ほう。どうやら、まだ完全にこちら側に来たわけではなさそうだな」

　とウエイトレス姿が言う。

「あいつ、見えるか？」

　丈斗が後ろを指さすと、菊原は後ろを振ふり返った。けれどすぐに視線を丈斗に戻もどして、たずね返す。

「なにが？」

「本当に……見えないのか？」

「だから、なにがよ？」

　丈斗が言葉を詰つまらせると、菊原は不ふ機き嫌げんそうな顔を正面にむけなおした。

　丈斗は立ちあがり、黒板にむかっている教師の背に怒ど鳴なった。

「先生！」

　しかし、教師は丈斗の声に反応しなかった。無視するかのように、数式を書き連ねている。

　丈斗はもう一度、怒鳴った。

「先生！」

　同じだった。教師ばかりか、クラスの誰だれもが、丈斗に振ふりむこうとしない。

　もう一度怒ど鳴なると、丈斗の声に委員長の島が気づき、教師を呼んだ。

「先生」

　静かな声だったが、教師には届いた。

「なんだ島？」

「丈斗が……」

　教師がやっと、丈斗の方へ顔をむける。

「どうした雨神？　顔が青いぞ」

「ほらな、俺おれの姿が見えていないだろ？」

　横に来たウエイトレス姿が、なれなれしく丈斗の肩かたに腕うでを乗せてもたれかかる。しっかりとした感かん触しよくと重さがあった。

　そして、お香こうのような匂においがした。

（みんなで俺のことを騙だましているんじゃないのか？）

　自分以外にその姿が見えていないという事実が、丈斗には信じられない。

「気分でも悪いのか？」

　教師の問いに、丈斗はまじまじと見つめ返してたずねた。

「先生、コイツが見えないんですか？　本当に？」

　教師は少し間をおいてから、うなずく。

「早退か？　……わかった。帰っていいぞ」

　丈斗の言葉をまったく別な意味に解かい釈しやくし、教師は黒板へむきなおる。

「先生、待ってください！」

　丈斗が呼ぶが、もはや誰ひとり振り返ろうともしない。まるで全員が、丈斗を無視しているかのように。

「さあ、先生の許しも出た。家に帰るとしよう」

　ウエイトレス姿は丈斗を置いて、ドアの方へと歩きだす。

「おまえは誰だ？　妖よう魔まなのか？」

　ウエイトレス姿が立ち止まって振り返る。

「妖魔？　その呼び方やめろ。人間たちから見れば、悪い妖よう怪かいもいるが、俺たちから見れば、良い悪いもない。妖怪は妖怪だ」

「……とにかく、妖怪なんだな？」

「そうだ妖怪だ。だけど、妖よう精せいと呼ばれる方が気分がいいぞ。少なくとも、俺はおまえの味方、と言えなくもないんだから」

　ふたりの会話に、誰も反はん応のうを示さない。聞こえているはずなのに、別のことに熱中しているかのように、認にん識しきできないのである。

「味方って？　どういうことだ？」

「ちゃんと説明すると、俺おれはおまえの、たぶん祖先だ」

「たぶんってなんだよ？」

「ずいぶん昔のことだから、よく覚えてない。ともかく、室むろ町まち時代あたりから、おまえの家系を見守ってる」

「守しゆ護ご霊れいみたいなものなのか？」

「それほどのもんじゃない。見ているだけだ。気がむくと、助けてやったりもするが、気にいらないと殺すこともある」

「子孫を殺したのか？」

「ああ、二、三人ほど殺したかな」

「どうして殺したんだ？　そんな悪人だったのか？」

「人間の言う悪人と、俺たちの思う悪人はちがう。俺に言わせれば、この部へ屋やの空気は悪だ。出よう」

　と、ウエイトレス姿は背をむける。

「待てよ。おまえ、名前は？」

「名前は特にないが、遊ゆう天てん童どう子じと呼ばれることが多い」

　開いているドアから、遊天童子が教室の外へと出てゆく。

　丈斗は慌あわただしく教科書をカバンに詰つめこんだ。

　ひっぱりだした教科書にひっかかって、護ご符ふが机の中から椅い子すの上に落ちた。

（やっぱり、こいつのせいなのか？）

　少し迷ってから、丈斗は護符を机の中に戻もどし、遊天童子を追う。

　教室を出る時、丈斗は級友たちの方へ振ふりむいてみた。やはり誰だれひとり、出てゆく丈斗の方へ目をやる者はなかった。
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　廊ろう下かに出ると、遊天童子が両りよう膝ひざをついて小犬を撫なでていた。茶色の柴しば犬いぬである。うれしげに尾おを振っている。

　犬を撫でる遊天童子のその仕草は、言こと葉ば遣づかいとは裏腹に、どこか古風で淑しとやかなものだった。

「サヤの使つかい魔まだ」

　と、遊天童子が説明するが、丈斗には意味がわからない。

「サヤ？　あのウサバカの？」

「そうだ。この首輪を見ろ。ウサギのマークが並んでる」

「使い魔ってなんだ？」

「しもべの妖よう精せいだ」

「じゃあ、それも妖よう怪かいなのか？」

　どうみても、ただの犬である。だが、こんな場所に犬が入りこんでいるのはおかしい。

「サヤの妖よう力りよくではこの程度だ」

「サヤたちとは、どんな関係なんだ？」

「挨あい拶さつはしてないが、妖よう魔ま術じゆつクラブの霧きり山やま遊ゆう子ことは話をしたことがある」

「霧山？」

「去年の卒業生だ」

　丈斗にはわからないことだらけである。

「ちゃんと説明してくれないか？　最初からすべて」

「いいとも。だが、ただじゃ嫌いやだな」

「金を取るのか？」

「金なんかいらん。俺おれが欲ほしいのは……」

　遊天童子が目を輝かがやかせて、丈斗を見つめる。

　丈斗はギクリとした。

（まさか……。俺の血液とか、寿じゆ命みようとか……。いや、もしかすると……）

「俺が欲しいのは、おはぎだ」

「おはぎ？」

「五個で手を打とう」

「おはぎ五個？　あの、あんこのついたあれのことか？」

「そうだ。皿にもって風呂ふろ場ばに置いてくれ。コンビニのはダメだ。駅前の和わ菓が子し専門店『鈴すず屋や』のがいい」

「おまえが食うのか？」

「俺の好物だ」

「変な妖怪だな。おはぎが好きとは」

「人の好みにケチをつけるな。それと……」

「まだあるのか？」

「これは要求じゃない。俺の話を聞くと、おそらく丈斗は危ない目にあうことになる。場合によっては死ぬ。覚かく悟ごはいいか？」

　丈斗は言葉に詰つまった。いきなりそう脅おどされては、素す直なおに聞きたいとは言えない。

　しばらく黙だまっていると、遊天童子が笑った。

「いやなら、なにも聞かずに教室に帰れ。今ならまだ間にあう。預かっている護ご符ふをすぐサヤに返して、すべてを忘れろ」

　この不可思議な状じよう況きように興味がある。だが、死ぬ危険性があるというならば、無理に知りたいとは思わない。

（触さわらぬ神に祟たたりなし……）

　丈斗は迷いながらも、小さくうなずいて背をむけた。

「このあと、いろいろと学園に災わざわいが起こるかもしれないが、それも無視しろ。奴やつは、丈斗には手を出さない。……たぶん」

　遊天童子の言葉に、丈斗は嚙かみつくように振りむいた。

「奴って誰だれだ？」

「サヤたちが退治しようとしている妖よう怪かいだ」

「地下校舎の妖よう魔ま……」

「妖魔と呼ぶな！」

「九く堂どうの言ったことは全部、本当だったのか？　なにが起こるんだ？　誰か死ぬのか？」

「死ぬ。何人かが死に、何人かが消える。その後も年に数人、いけにえとして消えることになるが、それだけのことだ。そうたいしたことじゃない」

「それのどこが、たいしたことじゃないんだよ！」

「妖怪がなにもしなくても、人は死ぬ。事故や病気や天災や戦争。その数に比べれば、たいした数じゃない」

「……どうして俺おれには手を出さないんだ？」

「丈斗が強いからだ」

「強い？　俺が？」

「人の強さの基本は、精神力だ。丈斗よりも精神力の弱い奴はたくさんいる。そして妖怪は、野生の虎とらといっしょだ。群れの中で一番弱い奴を襲おそう。弱い奴の方が楽に食える、それだけのことだ。ただし、妖魔術クラブのように歯むかう奴らは別だぞ」

「サヤたちが死ぬのか？」

「さあな。それは言えない。それ以外のことなら教えてやろう。聞きたいなら、おはぎ五個だ。そして覚かく悟ごしろ」

　丈斗は迷った。迷ったまま、じっと遊天童子を見つめる。

　腰こしをあげて遊天童子が笑う。

「迷うだけ時間の無む駄だだ。答えはもう、決まってるんじゃないのか丈斗？　おまえはそういう奴だ。俺はよく知ってる。

　さあ、おはぎを買って家に帰ろう」

　丈斗を置き去りにするかのように、遊天童子が足早に歩きだす。

　サヤの使い魔だという小犬は、ぐるりと丈斗のまわりを一周してから、開いていないドアをすり抜ぬけて教室の中へ消えた。

（ちくしょう、いったい誰が死ぬんだ？　夏芽も狙ねらわれているのか？）

　丈斗ははっきりとした決心がつけられないまま、遊天童子を追いかけた。

「わかったよ。おはぎ五個でいいんだな」

「ああ、鈴屋のおはぎだ。こしあんがいい」

「わかった。わかったからまず、誰だれが死ぬのかを教えろ」

「奴やつの好みだ。順番までは知らん。この学園の関係者、全員が狙ねらわれているのは確かだ」

「それじゃ……、夏芽も危ないんじゃないのか？」

「無論、狙ってはいるが、死ぬことはないだろう。あの娘むすめも、丈斗と同じように精神力が強い」

「それじゃあ、安心していてもだいじょうぶなのか？」

「絶対だとまでは、保証できない。確率が低いというだけのことだ」

　もう一度「とりあえずは、だいじょうぶなんだな？」と、念を押おそうとした言葉を飲みこんで、丈斗は足を止めた。

　廊ろう下かの隅すみに真っ黒な老人がうずくまっていたからである。丸焼けにされた消し炭のように黒い。けれどそれが、すべて汚よごれであることに、丈斗はすぐに気づいた。

　黒い老人は背広らしきものを着て、しっかりとネクタイをしめている。しかし、まったく着き替がえることなくそのまま何十年かを過ごしたらしく、黒光りするほど汚れていた。

（ホームレス？）

　都心ではめずらしくもないが、こんな郊こう外がいの、しかも校舎の中にいるはずがない。

　黒い老人はうずくまったまま、指でしきりになにかを床ゆかに書いている。

「ふーん、そいつが見えるのか丈斗？」

「妖よう怪かいなのか？」

「この学園の最初の校長となるはずだった男だ。自分が妖怪になったことに気づかないまま、仕事を続けてる。床に書いているのは……」

　床をのぞきこみ、遊天童子は床に書かれた見えない文字を黙もく読どくした。

「教員用の指導書のようなものだな」

「人間が、妖怪になるのか？」

「動植物の中で一番、人間が妖怪になりやすい。丈斗、おまえも妖怪になりかけている」

「俺おれが？」

「そうだ。妖怪が見えるということは、それだけ妖怪化が進んだということだ。さっきクラスの奴らが、丈斗を認にん識しきできなかったのもそのせいだ」

「あれは、おまえの力じゃなかったのか？」

「ちがう。丈斗が妖怪化して、俺たちの世界に近づいたからだ。完全に妖怪化すると、この男のように人間たちにはまったく認識されなくなる」

「サヤに渡わたされた護ご符ふが原因なのか？」

「引ひき鉄がねとはなったが、もともとその強い性質が丈斗にあったからだ。妖怪化の性質は誰にでもあるが、丈斗のように強いのはめずらしい。サヤたちがおまえに力を貸せと言ってきたのも、その特性を見み抜ぬいたからだ。

　どうだ丈斗？　こっちにいる丸い奴やつは見えるか？」

　遊天童子が壁かべの方を指さすが、丈斗にはなにも見えない。

「別に、なにも……」

　と答えると、一いつ瞬しゆんだけ、黒い煙けむりのような影かげがそこに見えたような気がした。

「ふむ、ではまだ、たいしたことはないな。この学園にはいたるところに妖よう怪かいがいるんだ。完全な妖怪になると、それらがすべて見えるようになるぞ」

「それじゃ……、俺もこの先、こんな妖怪になっちまうのか……」

　黒い老人を見おろしながら、丈斗は動どう揺ようした。

　誰にも認にん識しきされない、人間じゃない化け物になる。理由もなく、いきなり死し刑けい判決を受けた、そんなふうな理り不ふ尽じんな恐きよう怖ふを丈斗は感じた。

「妖怪になるのは嫌いやか？」

「当然だろ」

「どうして？　おまえが思うほど悪くはないぞ。人間よりも長生きできるし、受験の心配も就職の心配もいらない。誰にも束そく縛ばくされずに、毎日、猫ねこのようにゴロゴロと遊んで暮らせる生活だ。なかなか楽しいぞ」

「おまえはそうかもしれないが、こいつはどうなんだ？」

　丈斗が黒い老人を指さすと、遊天童子は少し哀あわれむような顔をした。

「自分が、妖怪になったことに気づいてないからだ。人間だった頃ころのこだわりを捨てられない奴はこうなる」

「おまえのような生活だとしても……。俺は嫌だ。妖怪にならずにすむ方法はないのか？」

「そう心配することはないさ。なりたくないと思っていれば、そう簡単になりはしない。油断していると、なりやすいというだけのことだ」

「油断？　どういう理由で人が妖怪になるんだ？　例えば、この男はどうして妖怪になったんだ？」

「行こう丈斗。妖怪になりたくないのなら、とりあえず学園の外に出た方がいい。丈斗にはまだ見えないだろうが、妖怪たちがおまえに関心を示して、集まりだしている」

　噓うそなのか本当なのか、遊天童子が笑いながらそう言って歩きだす。

　丈斗は遊天童子を追い抜ぬき、自転車置き場へむかって駆かけだした。
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　自転車で坂道をくだりながら、丈斗は荷台に乗っている遊天童子にたずねた。

「もしかして、毎日、こんなふうに俺の自転車の荷台に乗ってたのか？」

　遊天童子は荷台に横座りとなり、左手で傘かさの柄えを押おさえ、右手で丈斗の肩かたをつかんでいる。いつもそうしているような、馴なれた手つきである。

「まあな。それでも坂道をあがる時はだいたい遠えん慮りよしてるぞ」

「だいたい？　それじゃあ……」

　ときおり、自転車が普ふ段だんより重いと感じる時があることを、丈斗は思い出した。

（ちくしょう。こいつのせいだったのか……）

「そう怒おこるなよ丈斗。俺が乗っている限り、絶対に事故はおきないぞ。たとえ起きても、かすり傷ですむ。絶対確実なお守りだと思って、感謝しろ」

「ずいぶんと重いお守りだよな」

　そう嫌いやみを言ったものの、遊天童子の体重はそう重くない。走りだした時のペダルの感かん触しよくとタイヤの沈しずみぐあいで（十キロも無いだろう）と丈斗は感じていた。

「さっきの続きを話そう。なぜ人間が妖よう怪かいになるのか？　それは難しい質問だ。いろいろと原因があって、一いち概がいにはこれとは言えないが……。人間が妖怪になる原因の一番多いので言うと、テレビだな。いや、今だとゲームかもしれない。携けい帯たいやインターネットもなりやすい。そういうのにハマっていると、妖怪になる」

「そんなんで妖怪になるのか？」

「妖怪になれば、他ほかの人間に認にん識しきできなくなるから、わからないだけだ」

「噓うそだろ？　テレビは誰だれだって見るぞ。うちの母親だって一日、何時間も見てる」

「普ふ通つうに見ている分にはいい。ためになる番組もあるし、楽しい。気分転てん換かんになる。妖怪になる人間はそうじゃない。見たくもないのに、延々とテレビを見てしまうんだ。苦痛を感じているはずなのに、止めることができなくなる。そうなると、妖怪化の第一歩だ」

「中毒というやつか？」

「そう、それだな。そうなるのには、いろいろと原因があるが、たいていは本人の精神的疲つかれ、ストレスが原因だ。そこへ細かい妖怪がとりつく」

「細かいってなんだ？」

「生き物に様々な種類がいるように、妖怪にも俺のような知的なものもいれば、虫みたいなのもいるんだ。その虫みたいな奴やつらが、とりつくのさ。丈斗も居間でゲームをしている時、よくそいつらにたかられているぞ」

「俺も？」

「つまらないゲームだと思いながらも、延々と夜遅おそくまで、ゲームをやってしまうことがあるだろ？　そんな時だ。おまえの体が見えなくなるほど、こんもりとウニのような妖怪たちが乗ってるんだ」

「でも、俺が妖怪になってないんだから、そいつらを振ふり払はらうのは簡単だってことだろ？」

「自分でテレビの電源を切ることができれば、それで散っていく。だが、妖怪になるような奴はそれができない。妖よう怪かいたちの力に流されたまま、いつまでも行動を起こせないのさ。最初は注意してくれる家族もいるが、妖怪化がはじまると、認にん識しきされないんだから、注意されることもなくなる。さらに妖怪化が進むというわけさ」

「それで完全な妖怪になると、どうなるんだ？」

「認識されないばかりか、親や友達の記き憶おくの中からも、そいつの存在が消える。つまり、最初からいなかったってことになるんだ」

「いくら記憶が消えたって、戸こ籍せきとかそいつに関する書類とかが残ってるはずだぞ。それも消えるのか？」

「書かれてあっても、誰も、その文字を認識できなくなるのさ。本人に触さわったりぶつかったりしても同じだ。触っているのに、触っているという認識ができないんだ。

　妖怪になったそいつは、そんなふうに誰にも認識されないまま延々とテレビの前に座り続けることになる。茶の間で、不思議と誰も座らない場所がある家は、たいていそこに、そんな奴やつが座ってるぞ」

「それでどうなるんだ？　妖怪は死なないんだろ？　だったら永遠にそのままってことになるのか？」

「それはない。たいていテレビが先に壊こわれる。そのあたりで自分の状じよう況きように気づき、妖怪になったということを自覚できれば、俺おれみたいになるが、そんな奴はそうそういない。考えることを完全に放ほう棄きして、物に近い存在になるんだ。体はでかいが知能は虫以下。そんな奴は、壊れたテレビといっしょに捨てられて、粉々にされて終わりだ。運よく、新しいテレビの前に座り続ける奴もいるが、結局は同じだ。物はすべていずれ壊れる」

「……つまり、テレビもゲームもほどほどにって教訓なわけか？」

「いや、そうじゃない。やりたければ好きなだけやればいいのさ。自覚の問題だ。妖怪化の要因はテレビやゲームのような娯ご楽らくだけじゃない。勉強や仕事も、妖怪化の要因になる。自分の考えを持たずに場に流されてゆく。それが問題なのさ。そういう奴はまず、どこにいても影かげが薄うすい。そして妖怪化してさらに認識されなくなってゆくのさ」

「あの校長の場合はどうなんだ？　どうして妖怪になったんだ？　なにかに熱中してたのか？」

「いや、あの男の場合はちがう。テレビ中毒は日本人に多い、妖怪化の一例として言っただけのことさ。あの男の場合は……。

　校長になれると思っていたのが、理事長の気まぐれで、それが無しになった。まずその強いショックが原因のひとつだな。次に、定年まぎわだったため、そのまま職が無くなり、することが無くなった。これといった趣しゆ味みも無く、次の職を探そうとする気力も無い。妻は数年前に死んでるし、三人の子供たちはそれぞれ結けつ婚こんして家庭を持っている。だから、話し相手も無かった。

　おっと、道がちがうぞ丈たけ斗と！　鈴屋に行くなら、右の道だ。おはぎ五個、買って帰ることを忘れるな」

　大きくＵターンして、丈斗は駅前にある小さな商店街をめざした。

「それで？」

「理事長に文句のひとつでも言えれば、あの男は人間のままでいただろう。それで幸せな老後が暮らせたかどうかはわからないが。

　あの男に残されたのは、ああ、校長になりたかった、という強いわだかまりだけだったのさ。それが昂こうじて、ある日、学園に見学に来た。立派な校舎を見て、帰りたくなくなり、そのまま妖よう怪かいになって居座った、というわけさ。もちろん、地下校舎にいた妖怪たちが興味を示して、つけいられてしまったのも原因だがな。

　あの男はたぶん、あのまま学園が取り壊こわされるまで、学園にとりついているはずだ」

「ただ居るだけなんだろ？　俺たちになにかするようなことはないんだろ？」

「いや、一年前に生徒をひとり、殺しそこねた」

「誰だれを？　どうやって？」

「不良の男子生徒だ。そいつは煙草たばこの火を校舎の壁かべに押おしあてて消すのが癖くせだった。校舎を汚よごすその行こう為いにあの男は腹をたてて、不良学生のバイクに細工したのさ。男子学生は事故を起こして死にかけた。他ほかにもいろいろと災わざわいを起こしているぞ。いたずら程度の軽いものばかりだが。

　それとは逆に、人間のためになるようなこともしている。昼間はあの男が学生たちを守っているから、地下校舎の奴やつは出てこれない。それから、学園の教師たちの素行がいいのは、あの男の目があるからだ」

「認にん識しきできないのに？」

「認識できなくとも、妖怪の気配や視線を、人間は不思議と敏びん感かんに感じとるものだ。なんにしろ、あの男は、人を食うような奴じゃない」

「食う？　人を食う妖怪もいるのか？」

「たとえばあんな奴だ」

　遊天童子が空を指さす。

　丈斗が見あげると、空に数羽のカラスが飛んでいた。

「カラス？」

「ただのカラスしか見えないか？　そうか、ならいい」

　自転車を止めて、丈斗は空を睨にらんだ。やはり、なにも見えない。

「あそこに、人を食うなにかが飛んでるんだな？」

「人食い大ガラスだ。気力の薄うすい人間を狙ねらって食うんだ」

「存在が認識できないんだから、狙われたら、どうすることもできないんじゃないのか？」

「そんなこともない。つままれた時に、激しく抵てい抗こうすれば助かる。だから健全な人間なら餌えさになることはない。食われるのは、人生を捨ててるように無気力な奴やつばかりだ。抵抗が少ないからそのまま食われることになる。

　この街には多いぞ。食うならまだいいが、遊びで殺してしまうような妖よう怪かいもいる」

「地下校舎の……、奴のようにか？」

「そうだ」

　妖よう魔まと言わなかったことに満足して、遊天童子が大きくうなずく。

　丈斗は強く、自転車のペダルを漕こぎだしながら聞いた。

「妖怪に食われるって、どういうことなんだ？　頭からむしゃむしゃ食われるのか？」

「そうだ」

「どうして騒さわぎにならないんだ？」

「妖よう力りよくのある奴が食うと、妖怪化と同じ処置が取れるんだ。つまり、食われた奴のことを、家族でさえすっかり忘れてしまうんだ。妖力のない奴に食われたとしても、結局は死体が出てこないんだから、失しつ踪そうということで終わるだけだ」

「……さっき、自分の手で子孫を殺したことがあると言ってたよな？」

「ああ、三人ほど殺した。ひとりは、他ほかの奴らに食われるのを見殺しにしただけだが、あとのふたりは、殺して食った」

「……おまえも、人を食うのか？」

「自分の手で殺した生命はすべて食う。それが、俺おれの流りゆう儀ぎだ。人間はまずいぞ。食い物の中では、パセリの次くらいにまずい」

「食いたくて殺したわけじゃないんだ？　どうして殺したんだ？」

「つまらない奴だったからだ。どっちも半分ほど妖怪になりかけてて、そこに居るというだけで、忌いま々いましくなったから殺した。俺にとっては、人間の言う善人も悪人も関係ない。見ていてつまらない奴が悪だ。川の石ころのように、流れに任せてただ生きているような奴を見ると、いらいらする。そんな奴は、物と同じで生きる資格などない」

（もしかすると俺も、そうなのかもしれない）

　丈斗は思った。

　今の高校を選んだのも、自分のはっきりとした意志だったとは言えない。父親の仕事の都合でこの街へ引ひっ越こしが決まり、通学が楽だからという理由で選んだのである。

　そして、これといった目標もなく、無難に入れる大学への進学をおぼろげに考えていた。

「……充じゆう分ぶん、俺の生活も流されてると思うけど」

「まあ、そうだな。そう言えなくもない。だが、自覚がある。それでいい。偉えらそうに言っているこの俺だって、わりと流されながら妖怪生活してるんだ。ただ俺たちは、必要な時にきっちりと、その流れを止めることができる。丈斗の場合、その止め方が極きよく端たんでおもしろい」

「俺おれが？」

「今朝けさの悪夢の中でも、丈斗は流れを止めるために、椅い子すを振ふりあげて奴やつに挑いどんで行ったじゃないか」

「俺の夢の内容までわかるのか？」

「あの悪夢は地下校舎の奴が、丈斗に警告として見せた悪夢だ。横にいれば、嫌いやでも内容がわかる」

「警告って？」

「サヤたちに手を貸すなという警告だ。手を貸すようなら、食うぞという脅おどしだ。なのにおまえは、夢の中であいつに挑んで行った。見ていておもしろかったぞ。ただ、ちょっと危なくなったから、俺が耳もとで怒ど鳴なって起こしてやったんだ。あのまま奴を怒おこらせ続けていたなら、腕うでにアザが残った程度ではすまなかった」

　悪夢のことを言われ、丈斗は思い出した。

　あの夢の中で食われた級友たちが、実在していたことを──。

（忘れていた……。どうして？　そう、あいつら、一年の時、確かに同じクラスだった。夢の中の創作なんかじゃない……）

「どうして？　どうして、あいつらのこと、忘れちまってたんだ？」

　丈斗は怒鳴るようにそう言うと、自転車を止めて遊天童子へ振りむいた。

　涼すずしげな表情の遊天童子が、薄うすく笑った。

「どうやら、食われた級友たちのことを、思い出したようだな？　そう言ったはずだぞ。妖よう力りよくの強い妖怪に食われた人間のすべてが、記き憶おくや記録から消えたように認にん識しきできなくなるって」

「食われちまっているのか？　あいつら、本当に……」

「そうだ。思い出したのは、妖怪化が進んだからだ」

　丈斗は、じっと遊天童子を見つめたまま、言葉を失った。

（食われたって？　あいつらがか？　もう、どこにも存在しないって？　居たという記憶も、みんなの頭の中から消えてしまって、友達も、家族も、誰だれひとり、覚えてない……。最初からいなかったことに……なっちまってるって？）

「そんな……、ことって、噓うそだろ？」

「噓じゃないことは、丈斗、おまえが一番よく知ってるんじゃないのか？　ついさっきまで、その級友たちのことを完全に忘れていたんだから」

　そのとおりである。

　そして、丈斗は怖こわくなった。

「もし夏芽が食われたら、俺もすべて忘れちまうのか？　夏芽が居たってことさえも……」

「そうだ。だが、悲しみで苦しむよりはいいと思わないか？」

　丈斗はペダルを強く漕こぎ、怒ったように言った。

「教えてくれ。どうすれば地下校舎の奴やつを退治できる？」

「それは言えない」

「どうして？」

「あやつが不利になるような情報は話せない」

　その言葉に、丈斗は怒ど鳴なった。

「おまえ！　どっちの味方なんだよ！」

「一応は丈斗の味方だ。けれど、妖よう怪かいの味方でもある。仲間が人間に退治されてしまうのは、少しばかり気分が悪い」

「人間なら、何人死のうがかまわないというわけなんだ？」

「そのとおりだ」

「……それじゃあ、雨神家の人間以外は誰も助けないってわけか？」

「いや、関心があるのは丈斗、おまえだけだ。おまえの両親や親しん戚せき縁えん者じやがどうなろうと、俺おれは知らない。だいたい俺は、丈斗のそばにいることが多いから、丈斗の父親が死にそうになっても助けられはしない」

「俺しか守らないってわけか？」

「勘かん違ちがいするな。守ってるわけじゃない。見守ってるだけだ。そう言ったはずだぞ」

「……つまり、見てるだけかよ？」

「そう、見てるだけだ。まあ、たまには助けてやらないこともない」

「……。なんで俺を見守ってるんだ？」

「それは、見ていておもしろいからだ。それと、おまえが死ぬと妖よう魂だまが取れる」

　丈斗は自転車を止めて、遊天童子を睨にらんだ。

「妖魂ってなんだよ？」

「見たいか？　今日は天気もいいから特別、見せてやろう。二度目は無いと思えよ」

　遊天童子はそう言って荷台からおりると、あたりを見まわしてから、背負っていた赤い番ばん傘がさをゆっくりと抜ぬいた。

「綺き麗れいなのでコレクションしているんだ」

　パラソルのように大きな、赤い番傘がうやうやしく開かれてゆく。

　開いた傘の表面には『極ごく・楽らく・浄じよう・土ど』と、大きく白い文字が並んでいる。

「これが妖魂だ」

　傘の柄えを肩かたに乗せ、遊天童子が内側の奥おくを指さした。

　柄の奥、上から順に、ビーダマに似た色の浮うかんだ小さな玉が、八個、並んで埋うめこまれている。

「貝にできる真しん珠じゆみたいな物だ。人間や妖怪が死ぬと、この妖魂が心の中から出る。もちろん、人間には見えない。妖怪の妖魂は真っ黒で、人間の妖魂は真っ白だ。だが、人間と妖怪の中間に居た奴やつのは、こんなふうに透とう明めいになる。俺おれはこれを集めている」

「俺のも、こんな透明なのか？」

「たぶんそうだ。雨神の家系は半はん妖よう怪かいの家系だ。丈斗のように、妖怪化の素質がある奴は、たとえ妖怪を見ることなく一生を終えても、こんな魂たましいが出る。

　ほら、この一番下にある新しい妖よう魂だまは、丈斗が生まれる前に死んだ祖父のだ」

「おまえ、それが欲ほしくて俺につきまとってるわけか？　つまり、俺が死ぬのを待ってるってことだな？」

　怒いかりをこめてそう言った丈斗に、遊天童子はうれしそうに「そうだ」と答える。

「だったら、さっさと殺して、取ったらどうだ！」

「いや、俺が手を下すと、色や大きさが悪くなるんだ。それに、どんな魂が出るのかわからないが、自然死を待つのが楽しい」

「ふざけやがって！」

　言いすぎたことに気づいた遊天童子は、視線をそらし、照れたように言う。

「そう怒おこるなよ丈斗。妖魂はそいつを見守ったという証あかしのコレクションだ。子孫に手をかけてまで、欲しいというほどの物じゃない。

　おまえはいい奴だ。俺はおまえが好きだ。だから見守ってる。ただそれだけのことだ」

　整った顔だちの遊天童子にそう言われ、丈斗は愛の告白を受けたようにドキリとした。

　顔が熱くなるのを感じた丈斗は、それを隠かくすように前をむいて、ペダルに足を置いた。

「行くぞ」

　番ばん傘がさを畳たたんで、遊天童子が後ろに飛び乗ってくる。

　会話が途と切ぎれたまま、自転車は商店街へと入ってゆく。

　昼だというのに人通りが少なく、経営難で営業を中止した店も多い。

　真新しいタイル張ばりの歩道だけが、対象的に明るい。

「……なあ、遊天童子……」

「遊天でいい。なんだ丈斗？」

「地下校舎の妖怪、どうすれば退治できるか、ヒントだけでも、教えてくれないか？」

　丈斗の言葉を遮さえぎって、遊天童子はピシリと言った。

「ダメだ！　絶対にダメだ！」

「……おはぎ十個でもダメか？」

「……。ダ、ダメだ……」

「三十個では、どうだ？　一日一個ずつ、一か月間、毎日食えるぞ」

　遊天童子はごくりと大きく喉のどを鳴らしてから、苦しげに言った。

「いや、ダメだ！　仲間を売るわけにはいかない。たとえおはぎ百個でも」

「そうか……」と丈斗が残念そうに言うと、遊天童子も「そうだ」と、残念そうに答えた。

「……なんにしろ、地下校舎の妖よう怪かいは、サヤたちが退治するんじゃないのか？」

「さて、それは、どうかな」

「無理なのか？　負けるのか？」

　遊天童子は、ふふ、と笑ったまま口を閉とざした。

「もし俺おれがサヤたちに力を貸したならどうなるんだ？　それでも勝てないのか？」

「手を貸すつもりなのか？　妖怪に食われてもいい覚かく悟ごはできてるのか？」

「いや、それは……」

「だったら、手を出すな。おまえと夏芽が奴やつに食われる心配は今のところはない。危険になった時は教えてやる。だから丈斗、おまえは動くな」

「もう、ひとつだけ教えてくれ。サヤたちは負けるのか？」

「たとえ食われても、自分たちが決断した行動の結果だ。ほっとけ」

「それじゃやっぱり、勝ち目がないんだな？」

　そう丈斗がたずねると、遊天童子が突とつ然ぜん、「キャーッ！」と悲鳴をあげた。

　まるで、車輪に足を挟はさんだような声に、丈斗は驚おどろき、あわてて自転車を止めた。

「どうしたんだ？」

「つぶれてる！」

「えっ？」

　遊天童子が前を指さす。その先に、和わ菓が子し『鈴屋』と看板のかけられた小さな店があった。

　定休日でもないのにシャッターが閉じられ、『当分のあいだ休業します。鈴屋』と貼はり紙がみが出ている。

　そうやって閉じた店が、言葉どおり営業を再開した例を、丈斗はまだ知らない。

　まぎれもなく、廃はい業ぎようしたのである。
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「ほっ、ほっ、ほっ」

　という掛かけ声ごえが上から聞こえ、丈たけ斗とは顔をあげた。

　電線に、斬きり外された黒い人の腕うでのような物が、ぶらさがっているのを見つけた。

　目を凝こらして見直すが、やはり腕である。

　五本の指でしっかりと、電線をつかんでいる。肘ひじから下が、メロンほどの大きさのコブとなっている。

　目も口もない。

　それなのに「ほっ、ほっ、ほっ」という、声なのか音なのか、よくわからないものを響ひびかせて、電線を渡わたってゆく。

「あれはなんだ？」

　丈斗が指さすが、遊天童子は見あげようとせず「妖よう怪かいだ」と、そっけない。

　おはぎが買えなかったため、ひどく機き嫌げんが悪いのである。

「今日のところは、コンビニのおはぎで我が慢まんしたらいいじゃないか」

　そう言った丈斗に、遊天童子は絶ぜつ叫きようするような大声で、こう抗こう議ぎした。

「嫌いやだ！　コンビニのあんこは本物じゃない。色のついた蜜みつだ。あんこもどきだ！　絶対に嫌だ！」

　それからというもの、丈斗がなにを質問しても、遊天童子からはおざなりな答えしか返ってこなかった。

「妖怪なのはわかってるよ。なにか名前くらいないのか？」

「もともと妖怪に名前なんてない。動物だってそうだ。人間たちが勝手につけて、分類しているだけだ。必要なら、丈斗が好きなようにつけろ」

　丈斗は心の中で「電でん線せん腕うで」と命名してみるが、とりたてて意味のあることのようには思えない。

　すぐに別の妖怪たちが目につく。

　うごめく黒いゴミ袋ぶくろのような妖怪や、塀へいの上を「カラカラ」と転がってゆく蓋ふたのようなもの。

　自転車を止めて、じっと見るほどのものでもないため、どんなものなのかよくわからない。

　はっきりと見たいとも思わない。

　一見すると、人間と区別がつかないのもいる。

　電柱の前で屈くつ伸しん運動をしているコート姿の不思議な男を、丈斗は見つけた。立ちあがって額で電柱を叩たたき、しゃがみこむ。それをくり返しているのである。

　近づいて見て、妖よう怪かいであることがはっきりとした。

　顔のバランスがちがう。額がおそろしく広い。赤あかん坊ぼうのような小さな目鼻が顔の下の方についており、顔のほとんどが額なのである。

　妖怪は苦しげな表情で、額を電柱に打ちつけていた。

　打つたびに、コン、と軽い音がする。

　通りすぎてから、丈斗は荷台の遊天童子にたずねた。

「今の妖怪、どうしてあんなことをしてるんだ？」

「さあな、本人に聞いてみろよ。もしかすると、自分の顔が気にいらないのかもな」

　すぐにまた、道一いつ杯ぱいにひろがる黒いスライムのような妖怪を丈斗は目にした。

　ブレーキをかけようとした丈斗に、遊天童子が言う。

「かまうな。轢ひいても害はない」

　恐こわ々ごわと黒いスライムの上を自転車で走り抜ぬけると、「あちちちっ」と、痛がるような甲かん高だかい声が車輪の下から響ひびいた。

「なんなんだよ、こいつ」

「妖怪だ」

　通りすぎて振ふりむくと、その姿は綺き麗れいに消えていた。

「どうしてこんなに、このあたりには妖怪が多いんだ？」

「このあたりが多いわけじゃない。護ご符ふの力で、丈斗の妖怪化が進んで、妖怪を見る目が発達してきているだけのことだ。この街で一番妖怪の多い場所は学園だ」

「護符は学校へ置いてきたんだぞ。それなのになんで、効果が薄うすれないんだよ？」

「置いてきたって？　それは無理だな。丈斗が自分の手でサヤに返さない限り、護符はおまえについてまわる」

「ほんとかよ？」

「火の中に投げようが、海に捨てようが、護符は必ず丈斗のもとへ戻もどってくるんだ。家に帰ればわかる。おそらく護符は、自室の机の中から出てくることになるはずだ」

「いったいどういう仕組みなんだ、それ？　呪のろいかなにかか？」

　家の前である。丈斗が自転車を車庫の横に止めると、荷台から飛びおりた遊天童子が玄げん関かんの前を指さした。

「ほら、仕組みはアレだ」

　玄関の前には小犬が座っていた。サヤの使つかい魔まの柴しば犬いぬだった。

　口に、丈斗が教室に置いてきた護符を、しっかりと咥くわえている。

　先回りして待っていたらしく、丈斗の姿を見ると、柴犬は腰こしをあげてうれしそうに尾おを振りだした。

「好かれているみたいだぞ丈斗。頭を撫なでてやれ。うまくすれば、あの犬の飼い主になれる」

　ため息をこぼして、丈斗は柴しば犬いぬに近づいた。

　その時──、ふいに強い視線を感じた。

　二階からである。

　見あげると、二階の窓に子供の姿があった。

　五、六歳ほどの女の子である。オカッパ頭で、刺し繡しゆうのある前まえ掛かけをつけている。

　丈斗と視線があうと、女の子は逃にげるように窓から離はなれて姿を消した。

　自室の隣となりの、使われていない畳たたみの部へ屋やである。

（誰だれだろう？　お客さんの子？）

　妖よう怪かいのようには、少しも見えなかった。

「遊天、今、窓に……」

「妖怪だ。いいかげん、いちいち驚おどろくのはやめろ。俺おれは寝ねるぞ。ふて寝だ。こういう日はふて寝に限る」

　遊天童子は玄げん関かんを開け、靴くつも脱ぬがずにずかずかと二階へ続く階段をあがってゆく。妖怪だからなのか、土足なのに床ゆかに足あし跡あとが残らない。

「丈斗？　お帰りなさい」

　一階奥おくのリビングから母の声がした。

「ただいま。誰かお客さん来てる？」

　玄関に客の靴が無いことで、遊天童子の言葉が本当であることはわかっていたが、丈斗は念のためそう聞いてみた。

「えっ？　どうして？　さっき集金の人が来ただけよ。奥さん綺き麗れいですね、なーんて言われちゃってさ。もう、あぶなく昼メロの世界に突とつ入にゆうしそうになっちゃったのよー」

　と年とし甲斐がいのない黄色い声をはりあげる。

「聞いてねえよ、そんなこと」

　丈斗は遊天童子を追って階段を駆かけあがった。その後ろを柴犬がついてくる。

　階段をあがると、廊ろう下かの奥から遊天童子の声がした。

「丈斗、おはぎ五個の約束、忘れるなよ」

「わかってるよ。土曜日に隣となり街まちの和わ菓が子し専門店で買ってくればいいんだろ？」

「日付が古くなった割引品はやめろよ。もち米が固い」

「わかったよ」

「よし」

　遊天童子が大きくうなずいて、一番奥にある部屋の中へ入ってゆく。それを見届けて丈斗は、自室のドアを開けた。
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　二階には部へ屋やが四つある。階段をあがってすぐの部屋が丈斗の部屋だった。その隣となりに、畳たたみの部屋があり、そのむこうにもうひとつ納なん戸どの代わりにしている小さな部屋がある。

　遊天童子はその納戸を、自室としているらしいことがわかった。

　しかし、処置に困ったガラクタのような家具がぎっしりと詰つめ込まれており、妖よう怪かいといえども寝ねるスペースなどない。まして、掃そう除じもしていない部屋なので、埃ほこりだらけだ。

（あいつ、いったいどこに寝てるんだ？）

　丈斗は不思議に思った。

　廊ろう下かを挟はさみ、三つの部屋の反対側に、やや大き目の部屋がひとつある。そこは両親の寝しん室しつとして使われている。

（見えない妖怪なんだから、広い寝室の隅すみにいてもバレないはずなのに）

　私服に着き替がえていると、柴しば犬いぬが丈斗の引出を前足で器用に開き、咥くわえていた護ご符ふを中に落とした。そして頭で押おして、引出を閉じる。

　それをじっと見ていた丈斗と目があうと、柴犬は気まずそうな顔をしてから、ごまかすように尾おをふって、丈斗の足に額を押し付けてきた。

　サヤに命じられてしていることなのだから、柴犬に罪はない。

　丈斗はよしよしと、柴犬の頭を撫なでてから、引出の中の護符をつかみだした。

（さてどうする？　これ以上、妖怪化が進むのはごめんだ。サヤの家を捜さがしだして返しにゆくか？　今から学校へ戻もどっても、行いきちがいになるだけだろうし……。携けい帯たいの番号を聞いておけばよかった）

　明日、学校で返せば簡単なことだった。しかしそうなると、今夜一晩、さらに様々な妖怪を見るはめになる。

　護符がその本当の効果を出しきるまで、あと四時間。

　そうなる前に、護符をサヤへ返したい。丈斗はそう思った。

　ぱたぱたと誰だれかが、廊下を駆かけてゆく軽い音がした。さきほどの女の子らしい。

（どうして、この家に住みついているんだろう？　家族に、なにか害をもたらすようなことはないのか？）

　気になった。他の妖怪たちとちがい、まったく人と区別のつかないその姿が、なにか心にひっかかるのである。

　丈斗はそっとドアを開け、廊下をのぞいてみた。

　女の子の姿はない。

　廊下に出て、隣の部屋のドアを開けてみた。

　そこにもいない。しかし、なにか気配を感じる。部屋のいたるところに、黒い煤すすのようなものが貼はりついているような気がする。

　細かい妖怪がいるらしい。

　しかし、いくら目を凝こらしても、見えてこない。まだ、護ご符ふの力が弱いからだ。

　丈斗は廊ろう下かに戻もどり、遊天童子が入った部へ屋やのドアを軽くノックした。

　返事がない。丈斗はドアを開けて中を見た。

　使われていないタンスが、部屋の窓を覆おおっているため、中は薄うす暗ぐらい。

　電灯のスイッチをひねると、いつものように埃ほこりをかぶった家具や段ボールが並んでいるだけである。遊天童子の姿はない。

「おい、遊天。どこにいるんだ？」

　そう声をかけると「うるさいぞ」と、上の方から声がした。

　丈斗が見あげると、天てん井じようの隅すみに、大きな白い繭まゆのような物が貼はりついていた。よく見ると袋ふくろである。上にある袋の口の部分から、遊天童子の頭が見えていた。

　猫ねこのように身を丸めて、遊天童子は天井の隅に貼りついて寝ねているらしい。

「そんな格かつ好こうで寝てて、疲つかれないのか？」

「ほっとけ。土曜の夕方まで起こすな。おはぎが食えるまで俺おれは寝る」

「聞きたいことがあるんだ。この家に住みついている、あの女の子の妖よう怪かいはなんなんだ？」

「………」

「俺たちに害をおよぼすようなことはないのか？」

「すっかり忘れてるようだな丈斗、あれは、おまえの妹だ」
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「妹？　噓うそだろ？」

「噓だと思うなら、捕つかまえて聞いてみろ！　俺は知らん。寝る」

「遊天！　どういうことだよ！　おい！」

　遊天童子は、もうなにも答えない。

　丈斗は遊天童子の袋を、下からゆすって怒ど鳴なった。

「俺に妹がいたって言うのか？　それが妖怪になって……、俺たちが……、すっかり忘れちまったって、そういうことなのかよ！　おい！　おい、答えろ！」

　それでも、答えはない。

「噓だろ？　なあ……。おい遊天」

　女の子の笑い声が、むかいの寝しん室しつの方から聞こえた。

　丈斗は廊下へ飛びだし、すばやく寝室のドアを開けた。

　両親のベッドをトランポリンがわりにして、女の子が跳はねている。

　楽しそうに笑いながら──。

「おまえ、誰だれなんだ？　俺の……」

　丈斗はそう呼びかけたまま、言葉を失う。

　女の子は、自分のその姿を見せびらかすように、楽しそうに跳はね続ける。

「教えてくれよ……」

　丈斗が歩み寄ると、女の子はベッドから飛びおり、ドアへむかって駆かけだした。

　両手を広げ、丈斗は女の子を捕つかまえようとした。

　しかし、女の子は猫ねこのようなしなやかさで、丈斗の腕うでをすり抜ぬけ、廊ろう下かへ飛びだしてゆく。

　甲かん高だかいはしゃぎ声をあげながら──。

「待てよ！　妙たえ子こ！」

　思わずそう叫さけんで、丈斗は愕がく然ぜんとなった。

「ふーん、名前だけは思い出したみたいだな」

　むかいの部へ屋やから、遊天童子がそう言う。

「どうしてなんだよ！　どうして妖よう怪かいになっちまったんだよ！　教えろ！」

「……俺おれに聞くなよ丈斗。俺にだって、話しづらいことはある」

　階段を乱暴に駆けおりてゆく女の子の足音が響ひびいた。

「ちくしょう！」

　女の子を追って、丈斗も階段を駆けおりる。

　笑い声が、廊下からリビングの方へと逃にげてゆく。

　リビングの中へ走りこむと、ソファーに寝ね転ころんでテレビを見ていた母親が振ふりむいた。

「どうしたの？　うるさいわよ丈斗」

　バタンと激しくドアの閉まる音が響いた。女の子がリビングにあるもうひとつのドアから、廊下へ飛びだして行ったのである。

「母さん……」

　丈斗は言葉を詰つまらせた。母親には、見えないのである。目の前を駆け抜けていった娘むすめの姿が。

　そして、激しく閉ざされたドアの音も聞こえていない。

「どうしたのよ。顔色が悪いわよ丈斗」

「……アルバム……」

「えっ？」

「アルバムどこ？」

　丈斗は妹の姿を、アルバムで確かく認にんすることを思いついた。本当に妹が存在していたなら、妖怪になる前までの写真が残っているはずである。

　切せつ迫ぱくした丈斗の表情に驚おどろきながら、母親はクロゼットを指さした。

「下の引出よ。二番目だと思うけど……。いったいどうしたの？」

　丈斗はクロゼットの下の引出を引き抜いて、アルバムを探した。

「これじゃなくて、もっと古いアルバム……」

「奥おくにあるはずよ」

「無いよ！」

「じゃあ、隣となりの引出」

　表紙に染しみのある古いアルバムが出てきた。その染みは、丈斗が小さい頃ころ、ジュースをこぼした跡あとである。

　急いでページをめくる。

　若い頃の父と母の写真。丈斗の赤あかん坊ぼうの頃。丈斗を抱だいた両親。まだ生きていた頃の祖父。

　──小学校へあがった丈斗、その横に立つ母の腕うでに、赤ん坊が抱かれていた。

（妹？）

　ページを飛ばすと、まぎれもなく、あの女の子の姿だけ写した写真が出てきた。引っ越こす前の家である。畳たたみの上に足を投げだして、バービー人形をいじっていた。

　次のページには、その女の子を入れて、家族四人で笑っている写真が出てきた。伊い豆ずへ旅行へ出た時の写真である。

「母さん……」

　丈斗は女の子を指さして、写真を母親に見せた。

「なに？　修しゆ善ぜん寺じの方へ行った時の写真でしょ」

　アルバムを手に取って、母親がくすくすと笑う。

「この頃の父さん、まだこんなに頭の毛がフサフサしてて、なんだかカツラみたいじゃない」

「母さん、そうじゃなくて。ここにいる女の子、わかる？」

「えっ？　どこ？」

　妖よう怪かいが見えないのと同じように、写真の中の娘むすめの姿が見えないのである。

「これは、これはどう？」

　ページを戻もどし、ひとりだけで写っている写真を押おさえた。

「なにが見える？　畳だけ？　人形はどう？　人が誰だれも写ってないこの写真、変だと思わないかい？」

「そうね。変ね……。撮とりまちがったみたいよね」

（撮りまちがえた写真を、どうしてわざわざアルバムに貼はるんだよ！）

　丈斗はその言葉を飲みこんで、アルバムをめくった。

　妹の姿は、様々な写真の中に残っていた。

　家族写真には必ず、顔をだしている。

　他ほかにも、丈斗の小学校の卒業式。中学の入学式。遠足や運動会。

　新しい方のアルバムにも、妹の姿はあった。

　半年前にとった旅行写真の中にまで。

　誰かがこの写真を、ちゃんと見ることができたとしても、妖怪とは決して思わないだろう。それほど、自然に妹は写りこんでいた。

　しかし、年ねん齢れいはある時期から止まっている。

　いつも同じ服装をした四、五歳の妹が、写真の中で笑っている。

「母さん……」

　アルバムを懐なつかしげに眺ながめている母親に、丈斗はたずねた。

「妙子っていう名前に、聞き覚えないか？」

「たえこ、さん？」

　指で書きながらその漢字を教えると、母親は小さくうなずいた。

「ああ、私の幼なじみよ。今は外国に住んでるから、めったに会えないけど。とっても良い人なのよ。母さん、娘むすめが生まれたらこの名前をつけようと思ってたくらい」

　丈斗はそれ以上、なにも聞けなくなった。

　そんな不思議なことを質問した息子むすこに、いつもなら「どうして？」と聞き返す母親が、なにも言わずに、アルバムに視線を戻もどす。

　触ふれてはいけないこと、と無意識に感じ取っているかのように──。

　小さな足音が、廊ろう下かを駆かけてきた。

　リビングのドアをそっと開けて、妹が顔をのぞかせる。

「お兄ちゃん……、もうおしまい？」

　丈斗はじっと妹を見つめた。

　少しずつ、消えてしまっていた昔の思い出が、戻ってくるような気がした。

　妹は甘あまえるような声で、丈斗にたずねる。

「もう、鬼おにごっこ、おしまいっ？」

　母親に、その声は届いていない。懐かしげにアルバムを眺めている。

「妙子……、おまえ……」

　そう呼び掛かけた丈斗の声も、母親には聞こえていない。教室を出た時と同じである。

「おまえどうして……。どうして妖よう怪かいになったんだ？」

　妙子は小さく首を傾かしげ、丈斗の問いに答えた。

「お兄ちゃん。ようかいって、なーに？」
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「おい、遊天！　教えろよ！」

　丈斗はしつこく、妹がなぜ妖怪になったのか、その理由を寝ねている遊天童子にたずねた。

　しかしいくらゆすっても、遊天童子は物になってしまったかのように、返事さえしなかった。

　寝しん室しつや廊下を駆け回ってはしゃぐ、妹の声が聞こえる。サヤの使つかい魔まである柴しば犬いぬと遊んでいるのだ。

　あきらめて自室に戻もどると、壁かべにカエルの卵を思わせる、黒い泡あわのような物がへばりついているのが見えた。

　妖よう怪かいらしい。

　近づくと、ぶつぶつ声がする。

　ゆっくりと壁をタレ落ちながら、なにか言っている。

『ちくしょう』『ふざけんな』『バカヤロー』『いいかげんにしろ』『なんなんだ』『またかよ』『コノヤロー』『ちくしょう』『やってられるか』

　よく見ると、泡の一ひと粒つぶ一ひと粒つぶにふたつの丸い目と大きな口がついていた。妖怪の群れである。

　愚ぐ痴ちをこぼすと、その一匹ぴきはパチンとつぶれ、消えてしまう。

『くそ』『なんのつもりだ』『なめるな』『死ね』『バカ』『ふざけんな』『いいかげんにしろ』『殺す』

　愚痴をこぼしながら次々と弾はじけてゆくため、しだいにその数が減ってゆく。

　床ゆかに届く頃ころには、もうほとんど残っていなかった。

　最後の一匹が『なんだよこれは』と言って、弾けて消えると、すぐにまた、上の方から声が聞こえてくる。

　壁と天てん井じようの接しているあたりから、ぶくぶくと同じ妖怪の群れが湧わきだしていた。

　丈斗はなにか気持ちが悪くなり、壁から身を離はなした。

「なんなんだよまったく……」

　妖怪と同じような愚痴をこぼした自分に気づいて、丈斗は小さく舌うちする。

　見まわすと部へ屋やの中に他ほかにも、さっきまで無かった黒い煙けむりのような物があちらこちらにいくつも見えていた。どうやらそこに、小さな妖怪たちがいるらしい。

「ぶーらぶら」「ぶーらぶら」

　窓の外で声がした。カーテンを開けてみると、前の電線にさきほどの腕うでが二匹、ぶらさがっていた。

「ぶらぶら、ぶーらぶら」「ぶーらぶら」

　そう声をあげながら、こちらの様子を窺うかがっているかのように体をゆすっている。

「ほっ、ほっ、ほっほ」

　三匹目が電線を渡わたってきて、その二匹に加わった。

　丈斗は、遊天童子が言った言葉を思い出した。

　──妖怪たちがおまえに関心を示して、集まりだしている──

　丈斗は急いで、カーテンを閉ざした。

（これも護ご符ふのせいか？　……返そう。とにかく今日中になんとか護符を……）

　それでこれ以上、妖怪を見なくてすむ。と丈斗は考える。

　同時に、妹の姿も見えなくなってしまうことに気づき、とまどった。

（もしかすると、また妹のことを忘れてしまうかもしれない。母さんみたいに。でも……、その方がいいのかもしれない。妹のことは、忘れてしまった方が……）

　丈斗はしばらく考えてから、ともかくサヤたちに連れん絡らくをつけることを決意した。

　まず、サヤの家の電話番号を調べる必要がある。




　電話帳で調べると、桜さくら宮みやという名字の番号はひとつしかなかった。

　かけてみたが、留る守すのメッセージが流れるだけで、サヤの家なのかどうかさえわからない。

　丈斗は九く堂どうよしえの番号を探した。九堂という名字の番号はふたつあったが、最初にかけた方の番号で当たった。

「よしえ様はまだ、お帰りになっておりません」

　と、年配の女性が答えた。

「至急連絡を取りたいんです。携けい帯たいの番号を教えてもらえませんか？」

「それはちょっと……。こちらから、よしえ様にお電話するようにお伝えします。それでよろしいでしょうか？」

　丈斗は了りよう承しようし、家の番号を伝えて通話を切った。

　コードレスの子機を握にぎり、丈斗は自室へ戻もどって九堂からの電話を待った。

　五分がすぎ、十分がすぎるが、電話がない。待つ時間が、ひどく長く感じる。

　足元でカサカサと音がした。

　床ゆかを見ると、野球ボールほどの大きさの灰色の毛玉である。カサカサと床をうごめいていた。

　見ていると、針金のような細い足でバリバリと体を搔かきむしり、灰色の小さな埃ほこりをひとつ、床へ飛ばした。

　少し移動し、また体を搔いて、埃を飛ばす。

（埃を飛ばす妖よう怪かいなのか？　最近やけに埃が出ると思っていたけど、こいつのせいか？）

　丈斗は握っていた電話の先で、その妖怪を軽く突つついてみた。

「……おい」

　埃玉の妖怪は「ミキューッ！」と叫さけび声をあげて飛びあがると、ネズミのような速さで壁かべを駆かけあがって、どこかへ消えてしまった。

　天てん井じようを見あげて、丈斗はそれに気づいた。頭の上の方で、ピラミッド型をした光る水すい晶しようのような物体が、ゆっくりと回転している。

　それは、手に収まってしまうほどの大きさだった。回転しながら、ときおり、キラリ、キラリと、光を丈斗へ投げてくる。

（これも、妖怪なのか？）

　立ちあがって、顔を近づけようとすると、同じ速さでピラミッドの位置が遠ざかった。

　丈斗の体から投射されている映像のような動きである。

（なんだ？　……もしかして、ポケットの中の護ご符ふから出てるのか？）

　護符をポケットから出して左右に動かしてみると、ピラミッドがそれにあわせて動いた。まちがいなく、光るピラミッドは護符から投射されている。

　机の上に護符を置いて、丈斗はおそるおそるシャーペンで、ピラミッドを突つついてみた。

　実体が無かった。幻まぼろしのように、シャーペンの先が、ピラミッドをすり抜けて、むこう側へ突き出てしまう。

　そしてなんの反はん応のうも無い。

　ベッドに腰こし掛かけると、遠くの方で「ワオーン、ワオーン」と、もの寂さびしげな鳴き声が、サイレンのように街にひびいているのを丈斗は耳にした。

　カーテンを開けて外を見ようとして──、丈斗は思いとどまった。

　窓の外に、得え体たいのしれない妖よう怪かいたちが集まっているような、そんなワサワサとした気配を感じたからである。
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　三十分が経過したが、九堂からの電話は無い。丈斗はもう一度、九堂の家へかけてみた。

　さきほどと同じ女性が出て、携けい帯たいの電波が届かないところに九堂がいることを告げた。

　本校舎の裏手に部室だけの校舎がある。当初は小学校として使うはずの校舎を、改装して部室として生徒たちに使わせているのだ。

　部へ屋やが余っているため、申しん請せいすれば数人のクラブにも、部室が与あたえられる。ただし、携帯電話のアンテナのある本校舎からだいぶ離はなれているため、携帯がつながらないという難があった。

　九堂よしえと桜宮サヤは、そこにいるらしい。

『夕食の七時までには、必ず戻もどってまいりますので、もう少しお待ちになってくださいな』

「わかりました。待ちますので、またかけてみてください。お願いします」

　しかし、六時になっても九堂からの電話は無かった。

　六時十五分、丈斗はもう一度、家に電話をいれようとしてやめた。

（もう少し待とう。あと十五分だけ……）

　ふと不安がよぎった。

（まさかあいつら、地下校舎の妖よう魔まを退治しに……）

　廊ろう下かを駆かけてきた妙子が、激しく丈斗の部屋のドアを開けた。

「来るよ！　来るよ、お兄ちゃん。怖こわいのが来るよ」

　サヤの使つかい魔まである柴しば犬いぬが、廊下でしきりに吠ほえているのが聞こえた。

「怖いのって……なんだい？」

　そうたずねると、妙子は駆け寄ってきて、座っている丈斗にしがみついた。

「怖いよお兄ちゃん」

　丈斗はしっかりと、妙子の小さな体を抱だき締しめた。それは、普ふ通つうの子供を抱き締めているのとなんら違わない感かん触しよくだった。

「丈斗、地下校舎の使つかい魔まが来るぞ」

　いつのまにかドアのむこうに立った遊天童子が、ささやくような声で丈斗に言った。

「使い魔？　妖よう怪かいも使い魔が操あやつれるのか？」

「位の高い奴やつは使える。場合によっては、人間を使い魔として操ることもある」

「どうすればいいんだ？」

　遊天童子は口の前に指を立てて、話すなと指示した。

「なにが部へ屋やの中に入ってこようと、絶対に視線をむけるな。口も利きくな。サヤたちから、妖怪を見る力を得たことがばれると厄やつ介かいだ。おまえを殺そうとするかもしれない」

　ふいに荒あら々あらしく玄げん関かんの扉とびらの開く音がした。

　柴犬が激しく、階段の下へむかって吠ほえたてる。

　それを遊天童子がたしなめた。

「よせ。吠えるな。歯むかうと、食われてしまうぞ」

　素す直なおに、柴犬が鳴きやんだ。後で知ったことであるが、その時、遊天童子は柴犬を眠ねむらせてしまったのである。

　どん……、どん……、どん……。

　わざと激しく踏ふみ鳴らしているような足音が、ゆっくりと階段をあがってきた。

「今朝けさ、おまえに悪夢を見せて腕うでを引っ搔かいたのも奴の仕し業わざだ。だが、心配ない。ただの偵てい察さつだ。無視していれば、すぐに帰るはずだ。いいか丈斗、奴の顔を絶対に見るんじゃないぞ」

　そう言って遊天童子は、階段をあがりきった足音の方へ、顔をむけた。

　どん……、どん……。

　廊ろう下かを叩たたくような足音が、丈斗の部屋の前へ近づいてくる。

　遊天童子は涼すずしい顔で、身を引いて、やって来たそれに道を開けた。

　丈斗はうつむいて、視線を床ゆかに落とし、なにかを考えこんでいるような素そ振ぶりをした。

　ドアを大きく開けて、足音が部屋の中に入ってくる。

　どん……、どん……。

　妙子が、丈斗の背に抱だきついて震ふるえている。

　ドロだらけの素す足あしが、床を見つめていた丈斗の視界に入ってきた。細い女性の足である。足の爪つめすべてに、赤黒いドロが詰つまっていた。

　大きく振りあげられた足が、怒いかりをこめているかのように、フローリングの床を激しく叩く。

　どん……、どん……。

　足が、座っている丈斗のすぐ前で止まった。

　セーラー服のスカートをはいているのがわかった。紺こん色いろの、どこにでもありそうなスカートである。

　紅椿学園のものではない。どこかの中学のものである。

　足と同じように、スカートもドロだらけだった。まるで、さっきまで土の中に埋うまっていたかのように──。

　荒あらい息いき遣づかいが、覗のぞきこむかのように丈斗の顔の方に近づいてきた。

　古びた油のような臭においがした。

　氷のように冷たい女の黒くろ髪かみが、ぱさり、と頰ほおに触ふれ、丈斗は身が震えそうになる。それを丈斗は咳せきばらいでごま化し、目を閉じて腕うで組ぐみをした。

　女が、丈斗の顔をじっと覗きこんでいるのがわかる。

「丈斗！　できたわよー！」

　階下から、なにも知らない母親が夕食の仕し度たくができたことを告げた。

　返事を返して、立ちあがるわけにはいかない。丈斗を覗きこんでいる女の顔を見てしまう。

「冷めちゃうわよ。丈斗！」

　丈斗は目を閉じたまま、小さくつぶやく。

「うるさいなー。夕飯なんて、どうだっていいよ」

　それは、目の前の女に対する、言い訳だった。

　何度目かの呼よびかけのあと、母親はしびれを切らし、階段をあがってきた。

「どうしたの丈斗？　なにしてるのよ？　いないの？」

（遊天、なんとかしてくれ）

　丈斗はどうすることもできず、心の中で助けを求めた。

　母親のスリッパを履はいた足音が、階段を登りきって、丈斗の部へ屋やへ近づく。

「丈斗？」

　母親がドアを開けた。

（ダメだ！　来るな母さん！）

　どん──。

　床ゆかが鳴った。

　女が丈斗から大きく飛びのき、床を鳴らしたのである。

「寝ねてるの、丈斗？」

　母親が無造作に近づき、丈斗の肩かたをゆする。

　どん──。

　また、床が鳴る。さきほどよりも位置が遠い。

「もういいぞ丈斗」

　遊天童子の声がすぐそばで聞こえ、丈斗は目を開けた。

「あ、今タヌキ寝ね入いりしてたでしょ？　どうして返事しないの？　夕食のおかずになんか不満でもあるわけ？　それとも反はん抗こう期き？　二次が終わってるから、……第三次反抗期？」

　少し怒おこった調子でそう言った母親の右横に、遊天童子が立っていた。

　バタン！　と激しく玄げん関かんのドアが閉ざされる音がした。

「出て行った。とりあえずは、心配ない」

「とりあえず？」

　丈斗がそうたずねると、母親は自分に対して言った言葉だと受け取った。

「とりあえずってなにがよ？　とりあえず、ごはんよ。ごはん」

　背をむけて部へ屋やを出て行こうとする母親の腰こしに、いつのまにか妙子がべったりとしがみついていた。

　しかし母親は、なにも感じていない。

「あとは、夜半と明け方に来る。油断して、顔を見ないようにしろよ。丈斗」

「また来るのか？」

　小声でたずねると、「ああ」と、遊天童子がうなずく。

「なんか言った？」

　母親が振ふりむく。

「いや、なんでもない……」

　ごまかしながら丈斗は椅い子すから立ちあがった。

「動どう揺ようしているようだな丈斗。妖よう力りよくが乱れているぞ」

「妖力ってなんだ？　俺おれはまだ妖よう怪かいじゃないぞ！」

　丈斗は遊天童子にむかって、そう怒ど鳴なった。

　しかしその声は、母親には聞こえなかったらしく、なんの反はん応のうも示さずに部屋から出てゆく。

「ほら、それがおまえの妖力だ。だいぶ使いこなせるようになってるじゃないか。さすが俺の末まつ裔えいだな」

　床ゆかで眠ねむっている柴しば犬いぬを撫なでながら、遊天童子がにやりと笑う。

　階段の下にある電話が鳴りだし、柴犬が驚おどろいた様子で目を覚ました。

（九堂からだ！）

　ベルひとつ遅おくれて、丈斗の手の中の子機が鳴りだす。

「はい、雨神です」

『丈斗さん、ですよね？』

　桜宮サヤの声だった。
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「どういうことなんだよあの護ご符ふは！　妖怪だぞ！　妖怪だらけだぞ。今だって、地下校舎から変な奴やつが来たんだぞ！」

　丈斗は怒ど鳴なった。内心、ほっとしながら、サヤに文句を言った。

　しかしサヤは、

『えーと、無事ですか？　なんか、えーと、ちょっと、嫌いやな卦けが出たので、電話してみました』

「だから来たんだよ。地下校舎の妖よう魔まだ。そいつの使い魔だよ！」

『……。えーと、護ご符ふ、どうですか？　なんか、見えるようになりましたか？』

「………」

　丈斗はやっと気づいた。母親に電話の内容を聞かれたくないという一心で、知らず知らず、サヤに対して、妖よう怪かいに話しかけるのと同じ力を使ってしまったことを。

『雨神さん？　聞いてますか？』

　丈斗は深呼吸をひとつしてから、落ち着いた声で言った。

「桜宮……」

『はい？　なんですか？』

「護符を今すぐ返したい。もうたくさんだ」

『えっ！　それじゃあ、なんか、見えたんですね？』

　と、はしゃぐような声でサヤが言う。

「いろいろ見えた。もう充じゆう分ぶんだ」

『で、どんなふうに見えたんですか？　黒っぽい煤すすみたいな影かげですか？　声とか臭においとかも、わかりましたか？』

「いや、もっとはっきりとだ」

『はっきり？　ですか？　例えば……』

「例えば、電線にぶらさがっている腕うでとか、壁かべでぶつぶつ言う泡あわみたいな奴やつとか……」

『エッ！　そんなはっきり、妖怪さんが見えちゃってるんですか！　すごい、すごーい！』

　絶ぜつ叫きようするような声でサヤがはしゃぐ。

　護符の力を借りても、サヤたちには、そこまで妖怪を見る力がないことを丈斗は知った。

（なんだよいったい……。そんなんで、地下校舎の妖魔を退治するつもりなのかよ！）

『どっかに、かわいいウサギの妖怪さんとかいませんでしたか？』

「見てないよ、そんなの」

『えーとえーと、それじゃあ、もしかしてピーチとかも、はっきり見えてるんですか？』

「ピーチってなんだよ？」

「丈斗！　丈斗！　たいへん！　早く早く！」

　階下で母親が叫さけぶ。

　丈斗は受話器を押おさえ、あわてて怒鳴った。

「なに？　どうかしたの？」

「見て見て、味噌みそ汁しるの鍋なべに茶柱が立ってるのよー！　すごいラッキーかもしれないわよー！」

「味噌汁に茶柱が立つわけないだろ！　いったいなにが立ってるんだよ？　……とにかく、今、電話中だよ！」

　丈斗は受話器を持ちなおす。

「それで、桃ももがどうしたって？」

『私の使つかい魔まです。ピーチっていう名前なんです』

「ああ、見えてるよ。柴しば犬いぬだろ？」

『ウサギさんみたいに耳が長いですか？　それとも、強そうな犬さんですか？　ツノとか牙きばとか、怖こわそうなのがついてますか？』

「犬だよ。ただの小犬だよ。柴犬」

『……そう、なんですか……』

　落らく胆たんした声が、サヤから漏もれる。

「そんなこと、どうでもいいんだよ。この護符、どうにかしてくれ」

『ごめんなさい。雨神さんには、だいぶ効果が強すぎちゃったみたいですね』

「今すぐ、返しに行くから、家の住所を教えろ」

『えーと、明日、じゃ……ダメですか？』

「ダメだ！　妖よう怪かいがうじゃうじゃ、俺おれのところに集まりだしてる。それにあの変な奴やつが、夜にまた来るんだぞ。見るなと言われたって、寝ねているベッドの横にいきなり立たれたなら、思わずそっちを見ちまう」

『ふーん、雨神さん、妖怪さんたちに、もてもてなんですねー』

「おい、そういう問題じゃないだろ！　……とにかく、こんなんじゃ安心して寝ることもできないんだよ」

　丈斗は電話帳を引き寄せ、そこにある桜宮の住所を読みあげる。

「ここじゃないのか？　そうなんだろ？」

『……わかりました。えーと、それじゃあーですね。えーと……。今からですね。護符の力を無力化する方法をおしえますので、護符……、手元にありますか？』

　丈斗は椅い子すに座り直し、机の上の護符を手にした。

「ああ、ここにある。なんか準備する物あるのか？」

『ハサミ、ありますか？　カッターでもいいんですけど』

　丈斗は鉛えん筆ぴつ立たてにあるカッターを手に、キチキチと刃はを伸のばした。

「カッターならあるぞ」

『護符を裏返しにして、後ろの縫ぬい目めを、切っちゃってください。あ、中の護符、絶対に傷つけないようにしてくださいね』

「わかったよ。中身を布の外に出せばいいんだろ？　ちょっと待っててくれ」

　受話器を横に置き、丈斗は慎しん重ちように縫い目の糸に、カッターの刃をあてた。

　一か所の糸を切ると、あとは簡単に布目が開いた。

　中から出てきたのは、名めい刺し入いれを思わせるような銀色のケースらしき物だった。しかし、大きさは名刺の半分ほどしかない。

　厚さは五ミリ。ずっしりと重く、表にも裏にも、なんの文字も模様もない。

　蓋ふたがあるためケースであることだけがわかる。

「……ケースが出てきた」

『そっと、蓋を開けてください』

　言われたとおり、そっと開ける。

　ケースの中は機械だった。電でん卓たくを壊こわして、中身を詰つめこんであるかのように、プリントされた電子基盤と、いくつかのＩＣらしきものが並んでいる。

「……な？」

　呪じゆ文もんの書かれた札を想像していた丈斗は、呆ぼう然ぜんとなった。

『右上の方に、黒いスイッチ、ありませんか？　それが電源です。横にずらすとオフになります。わかりますか雨神さん？　……雨神さん？』

　爪つめの先で、言われた電源をオフにすると、パチッ！　という放電のような音が頭上で鳴った。

　顔をあげると、今まで宙に浮ういていたピラミッドが消えている。

『雨神さん？　聞こえてますか？　変なとこいじっちゃダメですよ。雨神さん？』

「桜宮……、オフになった。オフになったけど……、なんなんだよこれは？　なんなんだよこの装置はさ？」

『えーと、えーと、それはですね。それは……えーと、それは秘密でーす』

「………」

『でも、クラブに入ってくれるなら教えちゃいます。妖よう魔ま術じゆつクラブ、とっても楽しいですよ。クラブのバッジはウサギのマークですし……』

「ふざけるな！」

　丈斗は腹がたち、手の中にある得え体たいのしれない装置を振りあげ、床ゆかに投げつけようとした。

　それを察したかのようにサヤが言う。

『その護ご符ふ、壊こわさないでくださいね。罰ばちがあたりますから』

「罰？」

　丈斗にはそれが、罰をあてるような代しろ物ものには思えなかった。しかし、誤動作の危険があることに気づき、机の上に戻もどした。

『明日、学校で返してください。ピーチも、いっしょにおねがいします』

「わかった。わかったけど……」

　丈斗は足元を見た。

　小さな綿わたアメのような妖よう怪かいが、しきりに丈斗のすねに体をなすりつけている。

　振ふりはらおうとすると、綿の妖怪はするすると足を登り、今度は膝ひざのあたりに体を擦こすりつけてくる。

「なんでまだ見えるんだよ？」

『えっ？　なにがですか？』

「妖怪だよ」

　綿の妖怪を、おそるおそる手で払はらいのけようとすると、どろり、溶とけて消えた。

『効果が無くなるまで、少し時間がかかるんです。えーと、えーと、たぶん四時間くらいです』

「なんとかならないのか？」

　言いながら丈斗は、カーテンを少しだけ開けた。

　ガラス窓にベッタリと、巨きよ大だいな唇くちびるのようなものが貼はりついているのが見えて、急いでカーテンを閉め直す。

　窓の外に集まっている妖怪たちの数も、まだ減っていない。

『えーと、追つい儺なの儀ぎ式しきをすると、妖怪さんたちを追い払えますよ』

「それはどうやるんだ？」

『ダメです。追儺をシロウトさんが下手へたにやると、とっても危険なんです。シジルの書き方とかまちがえて、変なのがたくさん来ちゃいますよ』

「けど……」

『ダメです』

「それじゃ、妖怪を追い払う護ご符ふとかないのか？」

『……ありますけど……』

「今から、取りにゆく」

『えーと、えーと、ちょっと待っててください。九堂先せん輩ぱいと相談しますから』

　──通話が切られた。

「おい！　おい桜宮！」

　かけ直したくとも、携けい帯たいの番号をまだ聞いてなかった。

「ちくしょう。ウサバカ……」

　そうつぶやくと、壁かべを流れていた泡あわの妖怪たちが、次々とその言葉を真似まねしはじめた。

『ちくしょう』『ちくしょう』『ウサバカ』『ちくしょう』『おい』『ちくしょう』『おい』『おい』『ウサバカ』
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　子機を握にぎって、丈たけ斗とがリビングにおりると、母親がテレビのニュースを見ながら食事をしていた。

　空いている父親の席で、妙たえ子こもテレビを見ている。その足元にうずくまっていた柴しば犬いぬのピーチが、うれしそうに尾おを振りながら丈斗へ寄ってきた。

　その頭を軽く撫なでると、すぐ後ろを小さな人ひと影かげのような物が走り去った。よく見えなかったが、妖よう怪かいのようである。

　丈斗が椅い子すに座ると、母親が味噌みそ汁しるとごはんをよそいはじめた。

「あ、母さん、ごはん、そんなにいらないよ」

「ちゃんと食べないと大きくなれないわよ」

「いくら食っても、これ以上、身長は伸のびないよ」

　けれど、いつもと変わりない盛りのごはんが、丈斗へむけられる。

「だから、こんなにいらないって。食欲がないんだ」

「どうしたのよ？　帰り道で、なにか食べたんじゃないの？」

　そう言った母親の背はい後ごの壁かべに、巨きよ大だいな蜘蛛くもが貼はりついていた。腹に目を閉じた女性の顔が浮うかびあがっている。

（こんなんで、食欲が出るはずないだろ）

「いや、別に……」

　視線をそらして、丈斗は味噌汁を口にする。

「そうそう、さっきの味噌汁に茶柱が立った話。なにが立ってるのかと思ってよく見てみたのよ」

「うん……」

「そしたら、ゴキブリの足」

　飲んでいた味噌汁を、丈斗は口から吹ふきだして目をむいた。

「あら、咳せきこんだの？　ダメねえ」

　すかさずテーブルの上を拭ふきはじめる。

「いや、そうじゃなくて。ゴキブリの足ってなんだよ？」

「一いつ瞬しゆんそうかと思ったら、エビの足だったのよ。甘あまエビの頭で味噌汁のお出汁だしをとったからなのよ」

「そんなんで出汁だし、とってるのか？」

「気づかなかった？　おいしいでしょ？」

（なんなんだよ、まったくもう……）

　手にしていた茶椀わんを置くと、ものほしそうにこちらを見ている妙子と目があった。

　無論、妙子の前には箸はしも茶ちや碗わんもない。

「母さん、小さい茶碗と箸、ないかな？」

「えっ、どうして？」

「やめとけ」

　わいて出たように、遊ゆう天てん童どう子じが丈斗の横に立った。

「どうして？」

「食事をやると、その分だけ成長することになる」

「いけないのか？」

「知能がつく。自分が妖よう怪かいになったことを理解して、苦しむ。最悪の場合は、悲しみで心がねじれ、家族たちを食う妖怪になるかもしれない。この子は、今のままが幸せだ」

　──電話が鳴りだす。

　丈斗はすばやく、子機を手にした。

「はい、雨あま神がみです」

『九く堂どうです』

「あー。まず、そっちの携けい帯たいの番号を教えてくれないか？」

　丈斗は立ちあがり、ファックスの横にあるメモ用紙とペンを手にした。

『では、クラブに入会して頂けますね』

　それが条件だと言わんばかりの口調に、丈斗は反発した。

「絶対に嫌いやだ」

『怖こわいのですか？』

　会話を母親に聞かれないように、廊ろう下かへ出ながら、丈斗は唸うなるように言った。

「……そうだ」

『学園の仲間が、デビモの犠ぎ牲せいになってもよいのですね？』

「俺おれが手を貸しても、勝てるとは限らないし……」

『見殺しにするのですね？』

「………」

『明日、退たい魔まの儀ぎ式しきをおこないます。ぜひ、雨神さんの力が……』

「ダメだ！　やめろ。遊天が言ってた。おまえたちは勝てない。そいつはヤバイ」

『遊天とは誰だれですか？　あなたの家についている妖怪の名ですか？』

　電話の声が聞こえているらしく、後ろで遊天童子が不満気に言う。

「妖よう精せいだ。妖精と言え」

「そうだ。そいつの名だ」

　と丈斗が答えると、やや沈ちん黙もくしてから九堂は言った。

『霧きり山やま先せん輩ぱいから聞いております。遊天という名なのですね……。その妖よう怪かいが、警告したのですか？』

　遊天が丈斗のすぐ横に来て、受話器にむかって怒ど鳴なった。

「妖精だ！」

　しかし、九堂にはその声は聞こえない。

『その妖怪はなんと言ったのですか？　私たちの力では、デビモに勝てないと言ったのですか？　無理だからやめろと？』

「……そうだ」

『わたくしたちと雨神さん、そしてその妖怪の力があれば、確実にデビモを退治できるのではないでしょうか？』

「俺おれは絶対に手を貸さん！　おはぎ百個でもダメだ！　その前に妖精と呼べ！」

「無理だよ。遊天は手を貸さない。嫌いやがってる」

『妖怪にとっては、どんな悪い妖怪でも同どう胞ほう、そういうわけですね？』

「……そうらしい」

『ならば、その妖怪が噓うそをついている可能性もあるはずですよ。仲間をかばうために。なんにしろ、このままデビモをのさばらせておくわけにはいかないのです。誰だれが止めようと、わたくしたちは戦います。それが、紅べに椿つばき学園妖よう魔ま術じゆつクラブの使命なのです』

「妖怪をちゃんと見たことないから、そんなことが言えるんだよ」

『はっきりと見えなくとも、位置を探知することや、敵の妖よう力りよくを知ることは可能です。危険のない範はん囲いで戦うこともできるのです。雨神さんのように、妖怪をはっきりと見ることのできる方がいると、戦いはさらに有利になることでしょう』

「嫌だ。……俺は手を貸さない」

『どうしても、ダメなのですね？』

「……悪いけど……。……俺、まだ死にたくないから」

『……わかりました。残念ですが、あきらめるしかないようですね』

「預かってる護ご符ふの件だけど、あれは……」

『聞かないでください。わたくしたちの仲間になって頂けないのですから、なにもお教えすることはできません。忘れてください。こちらの携けい帯たい番号も、お教えできません』

　ぺふぺふ、という音をあげながら、ピンク色をしたコンニャクのような物が、廊ろう下かの奥おくから飛び跳はねながら丈斗へと寄ってきた。

「……それはいいけどさ。今、この見えてる妖怪たちをどうにか……」

　ピンク色のコンニャクが、丈斗の前でくるりと背をむける。大きな目がひとつだけコンニャクの中央についていた。

　コンニャクはそのまま、ぺふぺふと廊下を引き返してゆく。

『わかりました。簡単な退たい魔ま円えんの描き方をひとつだけお教えしましょう。パワーは弱いですが、初心者には安全です』

「助かる」

『ペンと紙を用意してください』

「持ってる。それで？」

　受話器を肩かたに挟はさんだ丈斗は、腰こしを落として階段を机がわりにした。

『ペンで紙に大きな円をひとつだけ描いてください。コンパスで描いた完全な円の方がパワーがありますが、フリーハンドでも構いません。きれいな円を描いてください』

　丈斗は言われたとおり、メモ用紙いっぱいに丸をひとつ描いた。

「それで？」

『それだけです』

「えっ？」

　横で、遊天童子が笑いだす。

　それにあわせるようにもうひとつ、笑い声が聞こえた。

　いつのまにか三匹びきのコンニャクが、丈斗の足元に並んでいた。すべてピンク色をしているが『目』『耳』『口』と中央についている物がちがう。笑っているのは、口を持つ右みぎ端はしのコンニャクだった。

『妖よう怪かいたちは、円を嫌きらいます。紙が無い場合は、空中に手で円を描くだけでも、効果があります』

「ほんとかよ？」

『本当です。大きな円の中に入れば、妖怪たちは近づけません。ただし、それほど強い効果はありませんので、力の強い妖よう魔まなどには効きません』

　試ためしに、そのメモ用紙を、コンニャクたちの前へ差しだしてみた。

　わーっ！　と悲鳴のような声をあげて、コンニャクたちが逃にげてゆく。

　そのまま、紙を遊天童子の方へ差しだすと、ぴしり、とその手を叩たたかれてしまった。

「他ほかになんかないのか？　もっとこう、強力なのは？」

　手をさすりながら丈斗がたずねると、九堂もぴしりとした口調で言う。

『危険です』

「でも、こんなんじゃ……」

『では、こうしましょう。こちらで作成した退魔の魔法円を送ります。家にファックスはありますか？』

「あるけど……、そんなんで効果あるのか？」

『ただし条件があります。当クラブとわたくしたちの言った言葉、すべて忘れてください』

「わかったよ。約束する」

『もし約束を破るようなことがあれば、わたくしたちの呪のろいが……』

「だから約束するって」

『では、これにて失礼します』

　──通話が切れた。

　丈斗はリビングに戻もどると、母親がうれしそうに聞いてきた。

「ねえ、誰だれから？　彼女？　恋こいのもつれかなにかで、食欲ないわけ？」

「ちがうよ！」

　食しよく卓たくについて、丈斗は冷めかけた味噌みそ汁しるをすすった。

　テレビの方へ顔をむけたまま、母親が言う。

「なんでもいいけど……、ちゃんとしなくちゃダメよ」

「ちゃんとって、なにが？」

「避ひ妊にんよ避妊」

　丈斗は思わず味噌汁を吹きだしそうになった。

「妊にん娠しんとか病気とかいろいろあるから。きちっとしなきゃダメよ。スキンとか、持ってるの？」
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　と、真顔で言う母親の頭の上で、二匹ひきの小人がはげしく踊おどっていた。よく見ると、ツノの生えた小人たちである。

「丈斗、これは大事なことなのよ。丈斗はまだ童どう貞てい？」

　そんなことを聞くような母親ではない。テレビなどでベッドシーンがはじまると、そそくさと席を立つような母親である。

　横で妙子が大きな声でたずねる。

「お兄ちゃん、ドウテイって、なに？」

「どうなの丈斗？　スキンの使い方とか、学校で教えたりとかしないの？」

　どうやら、頭の上の小こ鬼おにたちが、母親にそんなことを言わせてるらしい。

　そう気づいた丈斗は、急いで円の描かれたメモを母親の前へ差しだした。

　わっ、と小さな声をあげ、小鬼たちが逃にげてゆく。

　すると母親は、あっ、と声をあげた。

「そうそう、漬つけ物ものが残ってたのよね。あれ、食べないと悪くなっちゃうわね」

　と、逃げるように席から離はなれてゆく。

（なんなんだよ、まったく……）

　見まわすと、小鬼たちはいたるところにいた。

　あちらこちらで、悪さをしている。

　ビデオのリモコンを、ソファーの間に押おしこんだり、置き時計の針を遅おくれさせたり、電でん卓たくを雑誌の下に隠かくしたり──。

　しかし不思議なことに、テーブルの上には近づこうとしない。

「どうしてだろう？」

　つぶやくと、遊天童子が答えた。

「皿が丸いからだ。魔ま除よけになってる。昔の人間は、食事を他の生命を自分の力にするひとつの儀ぎ式しきと考えていた。だから皿や茶ちや碗わんを丸くして、妖よう怪かいたちを近づけさせないようにした。もっとも、俺おれのように位の高い妖よう精せいにはこれくらいじゃ意味がない」

　そう言って、丈斗の皿からシューマイをひとつ、つまみ食いする。

「うん……冷れい凍とうだな……。グリンピースが、まずいぞ」

　漬つけ物ものを持って戻もどってきた母親が、不可思議な顔でテーブルにつく。

「丈斗、母さん今、なんの話、してたんだっけ？」

　自分の言ったことをすっかり忘れてしまったらしい。

「いや、別に……」

　ごまかして、丈斗は箸はしを動かす。

　もとはと言えば、護ご符ふのせいで集まってきた妖怪たちである。母親のせいじゃない。

　電話が鳴った。九堂からのファックスである。

　丈斗が機械の前で待つと、星と記号の描かれた退たい魔ま円えんが、ゆっくりと吐はきだされてきた。

「なにが来たの？」

　と、母親にたずねられ、出てきたそれを広げて見せた。

「これ」

　とたんに妙子が泣きだし、あたりにいた妖怪たちが一いつ斉せいに部へ屋やの中から逃にげだした。

　柴しば犬いぬのピーチも尻尾しつぽを丸めて、ソファーの後ろへ隠かくれる。

「バカ！　こっちにむけるな！」

　遊天童子が怒ど鳴なった。

　あわてて隠すと、母親がたずねた。

「なんなのそれ？」

「魔除けだよ。魔除け」

「そんなの迷信よ。効くわけないじゃないの」

　しかし、効果は確かく認にんできた。と、丈斗はほくそえむ。

「丈斗！　そんなもの家の中に置くなよ。使いたいなら、玄げん関かんの外に貼はれ。でも、そんなことしたって、奴やつの使い魔には効かないぞ」

　遊天童子が牙きばをむいて怒鳴った。
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　その退たい魔ま円えんは充じゆう分ぶんな効果があった。玄関のドアに貼はるだけで、家の周りから妖よう怪かいたちの姿が消えたのである。

　他ほかにも、コンパスで描いた円をドアに貼っておくだけで、部へ屋やの妖怪たちも姿を見せなくなった。

　もちろん、護ご符ふによって触しよく発はつされた丈斗の妖力が時間と共に薄うすれたせいでもある。

　それなのに深夜、丈斗は使つかい魔まの足音を耳にした。

　遊天童子の言ったとおり、退魔円は地下校舎から来た使い魔には効かなかったのである。

　ダン、ダン、ダン。

　前と同じようにゆっくりと、丈斗の部屋の中に入ってくる。

　丈斗は壁かべへ寝ね返がえりをうって、寝たふりを続けた。

　微かすかな息づかいと、蠟ろうのような臭におい。そして、長い髪かみの毛が、丈斗の肩かたにかかる。

　ベッドの横に立ち、覆おおい被かぶさるようにして丈斗の顔を覗のぞきこんでいるのがわかった。

　どのくらいそうしていたのだろうか。丈斗には、その数分が長く感じられた。

　そして前と同じように、すばやく帰っていったのである。

　玄関のドアが閉じる音を耳にして、丈斗は眠ねむりについた。
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　夢を見た。祖母の夢だった。

　丈斗は幼い子供だった。

　少し離はなれた場所で、祖母が微笑ほほえみながら立っている。

「ばあちゃん！」

　丈斗は駆かけてゆき、祖母のやや曲がったその腰こしにしがみついた。

　懐なつかしい香こうのかおりがした。

　祖母は軽く、丈斗の顔を撫なでる。

　それから後ろをむかせ、丈斗の背をポンと叩たたいて、前へ押おしだした。

　たったそれだけの夢だった。




　　　　４




　朝、目が覚めると、ドアの下に円を描いた紙が落ちていた。

　けれど、部屋の中に妖怪の姿はなかった。

　カーテンを開けて、外を見たがやはりどこにも、見えない。

　着き替がえて、リビングへおりると、母親が驚おどろいた。

「あら、今朝けさはずいぶん早いじゃないの？」

　時計の針と、丈斗の顔を交こう互ごに見る。

「お兄ちゃん、おはよう」

　ソファーにいた妙子が、うれしそうに駆け寄ってきて丈斗の足にしがみついた。

　妙子の姿は、フィルターがかかっているようにぼやけていた。しがみつかれた感かん触しよくも、布ふ団とんの上から押さえられたようにはっきりとしない。

　それでも、まだ妙子を確かく認にんできることが、丈斗はうれしかった。しかしいずれ、以前と同じように記き憶おくにも残らないようになってしまうだろう。そう思うと、胸の奥おくに軽い痛みを感じた。

「おはよう」

　下をむいて妙子に言った言葉に、母親が笑った。

「なによ丈斗、どっちむいて言ってるのよ。はい、おはよう。早起きついでに父さん、起こしてくれない？」

　遊天童子は姿を見せなかった。柴しば犬いぬのピーチも見えない。

　ただ一いつ瞬しゆんだけ、足元をすり抜ぬけた犬の感触があった。

「いってきまーす」

　外へ出て玄げん関かんに貼はられた魔ま法ほう円えんを見ると、紙全体が真っ黒に変色していた。ファックス用紙なので、直射日光を受ければそうなってしまうのは当然である。

　しかし、隣となりの家のガレージに阻はばまれ、ドアに陽ひ射ざしが当たることなどない。第一、今日は薄うす曇ぐもりである。

（妖よう魔まの仕し業わざか？）

　用紙を丸めて、丈斗は学校へと急いだ。

　授業がはじまる前に、サヤに護ご符ふを返したかった。そして、妖魔退治をやめるように忠告したかった。

（なにも俺おれや、学生のサヤたちがやる必要なんてないんだ。もっと大人でプロの、退たい魔ま師しみたいな人に頼たのめばいい。下手へたに手を出して返り討ちにされたら、犬死にじゃないか）

　しかし、プロの退魔師がどこにいるのか、本当に実在するのかさえ、丈斗にはわからない。

　霧きりを吸いこんでしまったかのように、丈斗の心は晴れなかった。

　学園前の地じ獄ごく坂を登るペダルが、いつもよりひどく重く感じられた。

「遊天、乗ってるなら降りてくれないか？　明日の土曜、隣街で約束のおはぎ五個、必ず買って来るから」

　そうつぶやいてみたが、重さは変わらなかった。

（寝ね不ぶ足そくのせいかもしれない）

　いろいろな事件や妖魔のことが気になり、寝つかれず、浅い眠ねむりをくり返したのは事実である。

　丈斗はおりて、自転車を押おした。

　しかし、丈斗は校門を入ることができなかった。

　まずは腐ふ臭しゆうである。なんだろうか？　と思ったその臭においは、校門に近づくにつれて強くなった。

　校門の前で、腐臭が校舎の中から流れ出ていることに気づいた。

　そして、妖よう気きである。妖よう怪かいたちを見ることができなくなっているのに、そのあたりにいるという気配だけが、丈斗には敏びん感かんに感じとれた。

　家や道であった妖怪たちの気配とはちがう、強い嫌けん悪お感かんを与あたえる邪じや悪あくな妖気だった。

　血を吸う巨きよ大だいなヒルやダニが、校門から先の学園の敷しき地ち内ないに、足の踏ふみ場ばもないほど溢あふれている──。

　丈斗にはそんなふうに感じられた。

（気のせいだ。行こう）

　しかし、足が前に出ない。

　その横を次々と生徒たちが通りすぎてゆく。

　なんのためらいもなく、平然と妖魔たちの中へ足を踏み入れている。時には、笑いながら──。

「おう丈斗！」

　後ろから声がした。委員長の島である。

「なにしてるんだよ。そんなところで。誰だれか待ってるのか？」

「いや、別に……」

「顔が青いぞ丈斗。具合でもわるいんじゃないのか？」

　そう言われて、丈斗は決意した。

「島。俺おれ、帰るわ。なんだか気分が悪い……」

（今日、休めば、土、日と休みだ。月曜までには、完全に護ご符ふの力が消えてるはずだ）

　丈斗はそう考えた。ともかく、すぐにこの場から逃にげだしたかった。

「なんだよ。来たばかりじゃねえかよ。医務室で横になってたらどうなんだ？　なんなら俺が、添そい寝ねして介かい抱ほうしてやってもいいぞ」

「よけい気分が悪くなるようなこと言うなよ……」

　言いながら丈斗はポケットをさぐり、サヤから預かった護符を島へ差しだす。

「悪いけど、頼たのまれてくれないか？　これ桜宮サヤっていう二年一組の女子に返して欲ほしいんだ。ウサ耳をつけてるから、すぐわかる」

「ああ、知ってるよ。あのウサバカ女だろ？」

「悪い。頼むわ！　今度、なんかお礼するからさ」

　丈斗は自転車のむきをかえ、坂道を飛ぶような速さでくだりはじめた。
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「早退してきた。とにかく、寝るよ」

　と言って帰って来た丈斗に、母親はなにも言わずにうなずいた。

　それほど、丈斗の顔色が紙のように血の気を失っていたからである。

　母親に揺ゆり起こされるまで、丈斗は死んだように眠ねむった。

「丈斗、ごはんよ。おかゆにしてみたけど食べられる？」

　時計は五時をさしていた。外が暗くなりかけている。

「木きの下した医院なら、七時までやってるからタクシーで行ってみたら？」

　と母親は言った。

　しかし、おかゆを何なん杯ばいもおかわりし、昨日の残り物のメンチコロッケやシューマイをがつがつと食べる丈斗を見て、

「なんか、だいじょうぶそうね」と、訂てい正せいした。そして、「もしかして仮け病びよう？　登校拒きよ否ひ？　なんか学校であったの？　もしかして、いじめ？　スネオとかジャイアンみたいなのに、いじめられてるの？　そうなの？」

「ちがうよ。ただの風邪かぜだよ。熱があったけど、もうさがった」

「本当？」

「心配しなくても、月曜からちゃんと行くよ。ごちそうさま」

　妙子の姿は見えなかった。完全にその力が失うせたらしいことを丈斗は知った。

（けど、俺おれの記き憶おくはまだ消えてない）

　二階にあがってから、丈斗は小さく呼びかけてみた。

「妙子……、いるのか？」

　反はん応のうはなかった。

　部へ屋やでぼんやりとしていると、電話が鳴った。すぐに母親が、丈斗を呼ぶ。サヤからの電話だった。

『サヤです。どうしたんですか今日は？』

　丈斗は事情を説明した。とても、学園の中に入る勇気がなかったことを正直に話した。

「島が届けてくれただろ、護ご符ふ？」

『それなんですけど、私に直接、手て渡わたしてくれないとダメだって、言いませんでしたか？』

　たずねてきた島が、丈斗からあずかった護符を無くしたと大おお袈げ裟さにあわてた様子を、サヤは楽しげに語った。

「それじゃ、ピーチが俺のところに」

『はい。たぶん引出の中です』

「……だろうな。返すの、月曜でいいか？」

　護ご符ふの効力はほとんど失うせた。あわてて返す必要もない。

『はい。あの……』

　サヤがなにかを言いかけてやめたことに、丈斗は気づいた。

「なんだよ？」

『なにがですか？』

「言いたいことがあるなら言えよ」

『えーと、そのー、あのー……』

「はっきり言えよ」

『えーと、音楽も効果があるんですよ』

「えっ？」

『退たい魔まです。円を描く他ほかに、音楽をかけてると、妖よう魔まが寄ってこないんです。ピンクレディの曲が効果的です』

「そうなのか？」

『他にも、ドリカムとかモー娘むすとかの曲もいいです』

「それ、自分の好み言ってねえか？」

『あはは、バレました？　元気の出る曲ならなんでもいいんです。じゃあ、準備ができたんで切ります。おやすみなさい』

　慌あわただしく、通話が切れた。

（準備ってなんだ？）

　その意味を丈斗が知ったのは、夜の十時半をすぎてのことだった。
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　──電話が鳴った。

「はい、雨神です」

　リビングで母親といっしょにテレビを見ていた丈斗が、受話器を取った。

『丈斗さんで……か？　サヤです。あのー……助けてくれませ……か？』

　雑音がひどく、サヤの声がときおり途と切ぎれる。

「どうしたんだ？　どっからだよ」

『地下校舎の……から……です』

　丈斗は事情を察した。九堂とサヤが、妖魔を退治するため、地下校舎におりたのである。

「バカヤロー！　なんで行ったんだよ。勝てないって、忠告したじゃねえか」

『ごめんな……い』

「どんな状じよう況きようなんだ？　やばいのか？」

『逃にげられない……です。このままだ……死……かもしれません。どうしても、雨神さんの力……必要なんです』

「それで、どうすればいいんだ？」

『すぐに、来……ください』

「わかった。すぐ行く。そっちの番号を教えろ。携けい帯たいからかけなおすから」

　サヤの言った番号を携帯に入力して、丈斗は電話を切った。

「どうしたの？　なにがあったの？」

　怒ど鳴なり声を耳にした母親が、不安げな表情で丈斗の後ろに立つ。

「母さん、学校に行ってくる」

「えっ？　もうすぐ十一時よ」

「仕方ないんだ……」

　丈斗は自分の言葉に驚おどろいた。

（仕方ないだって？　死ぬかもしれないんだぞ？　妖よう魔まに食い殺されるかもしれないんだぞ？　妖魔のうじゃうじゃいる地下校舎に入るんだぞ？　いいのか？　死んだらもう、夏なつ芽めとデートもできないんだぞ？　いいのかよそれで？）

「丈斗……」

　遮さえぎるように母親が前に立つが、丈斗は横をすり抜ぬけて、自室へ駆かけあがる。

　机の引出を開けると、まぎれもなくあの護ご符ふが入っていた。

　やめとけ丈斗！

　遊天童子の声を、聞いたような気がした。

「遊天、俺おれもそう思うよ。でも……」

　丈斗は護符の布を開き、金属の中身を取りだす。蓋ふたを開け、スイッチに指を置く。

　──ためらった。

　ドロだらけの足を持つ、あの女の姿を思い出した。そして、闘たたかわなくてはいけないのは、それを操あやつる見たこともない妖魔の方である。

　──怖こわい。

　体が震ふるえだす。

「でも……。俺が今行かないと、あいつら死ぬかもしれないんだ」

　丈斗はスイッチを入れた。

　電灯の明かりがついたように、頭上に光るピラミッドがあらわれる。

「バカだな、おまえ……」

　横にあらわれた遊天童子が、ため息を吐つくように言った。

「そうさ、俺はバカだよ！」

　遊天童子を押おしのけて、丈斗は部へ屋やを飛びだした。

　階段を駆かけおりると、玄げん関かんに、帰宅したばかりの父親が立っていた。

「うん？　どうしたんだ丈斗？」

　廊ろう下かの奥おくから、母親が泣きだしそうな声で言う。

「お父さん、止めてください。丈斗、これから学校へゆくって……」

「えっ？　こんな夜よ更ふけにか？　どうしたんだ？」

「退どいてくれ父さん、俺おれ、助けに行かなくちゃいけないんだ」

　丈斗の見たこともない真しん剣けんなまなざしに、父親はたじろいだ。

「誰を？　事件なら警察に電話を……」

「警察や自衛隊でも、倒たおせない奴やつだよ。人間じゃないんだから」

「おまえじゃないとダメなのか？」

　丈斗がうなずくと、父親は道を開けた。

「……そうか。じゃあ行ってこい。なんだかわからないけど、おまえ、言いだしたら聞かないから。とにかく、怪け我がしないように帰ってこいよ」

「電話する」

　丈斗は外へ飛び出し、携けい帯たいでサヤを呼んだ。

「サヤか？　今から行く。三十分くらいだ。それまでだいじょうぶか？」

『だいじょうぶです。あわてなくても………』

「えっ、なんだって？」

『あと二時間くらい、……なんとかなります』

「わかった」

　携帯を切り、丈斗は学園へむかって、自転車を疾しつ走そうさせた。

　明かりもまばらな夜の街を──。
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　学園前の坂の途と中ちゆうで、丈斗は体力を使い果たして、自転車からおりた。

　全力疾走しすぎたのである。

　おりて気づいた。荷台に涼すずしい顔で遊天童子が乗っている。

「なんだよおまえ！　なんで、ついてくるんだよ！」

　荷台から遊天童子を払はらい落として、怒ど鳴なった。怒鳴るのさえも苦しい。肺が口から飛びでそうなほどである。

「丈斗を見守るのが俺の趣しゆ味みだ。食い殺される瞬しゆん間かんまで見届けて、おまえの妖よう魂だまを拾う」

　怒鳴ってやりたいが、そんな余よ裕ゆうも丈斗にはなかった。

　ついに、自転車を道の横に倒たおして、坂を駆かけあがりだす。夜中であり、文句を言う者はいない。

　まばらに立てられた街灯の薄うす明あかりを頼たよりに、丈斗は坂をあがる。

　道には、多くの妖よう怪かいたちが潜ひそんでいるらしい。丈斗が走ると、前方から道の左右に黒い影かげが散ってゆく。

　他ほかにも、闇やみの中に飛んでいるなにかが、鳴きながら丈斗の横を飛び去ってゆく。

　立ち止まって、見すえれば、その姿を確かく認にんできるだろう。けれど、そんな暇ひまはない。

　丈斗は感じていた。護ご符ふを作動させてからわずか十数分で、消えていた妖よう力りよくが完全に戻もどっていることを──。

「ほら、おでむかえだぞ丈斗」

　遊天童子の言葉に顔をあげた丈斗は、身を凍こおらせて立ちつくした。

　封ふう鎖さされた第二校門の前だった。

　──女がひとり立っている。

　暗くて顔も姿も、よくわからないが、丈斗にはわかった。

　あの女である。妖よう魔まが寄こしたドロだらけの、あの女である。

　頭をおおきく、右へ傾かしげて立っている。

「どうするんだ丈斗？　引き返した方がいいんじゃないのか？　食われるかもしれないぞ」

（食われる？）

　体がガタガタと震ふるえだした。いますぐ、悲鳴をあげて逃にげだしたくなった。

　けれど、すぐ後ろに遊天童子がいる。女との距きよ離りも、まだ二、三十メートル離はなれている。

　丈斗はかろうじて、逃げだそうとする自分の体を押おしとどめた。

「遊天、教えてくれ。奴やつの倒たおし方を」

「甘あまえるな。おまえが自分で決めた戦いだ。自分で考えろ」

　考えろと言われても、どうすればいいのか、丈斗にはまるで見当がつかない。

　とりあえず、道の横に落ちている石を手に握にぎってみた。

「ほう、いきなり白はく兵へい戦せんか？　いいぞ。やってみろ。あの女は怪かい力りきでスピードもある。ゴリラか熊くまを殺す気でやれば倒せるかもな」

　丈斗は右手で石を握ったまま、左手で携けい帯たいを取りだし、リダイヤルを押した。

『雨神さ……、今、どこですか？』

　サヤの声が心強く感じられた。

「地じ獄ごく坂の途と中ちゆうだ。第二校門の前に、使つかい魔まがいる。どうしたらいいんだ？」

『護ご符ふをオンに……たんですね？　デビモの使い魔が見……るんですか？』

「暗くて顔は見えないが、女だ。こっちにむかってじっと立ってる」

『退魔円……持ってきてますか？』

「退魔円？」

『ファックスで……送った退魔の魔法円です』

「昨日のは、真っ黒になって消えちまったよ」

『やっぱり。それじゃ……動かないでくだ……い。逃にげると、追いかけてくるんです。とにかく時間を……いでください』

「えっ？　なんだって？」

　──携けい帯たいが切れた。

（おい！　なんで切るんだよ）

　急いでかけなおそうとすると、着信のランプが光った。

『そこに、ペンはありますか？』

　九堂からだった。

「いや、なにも持ってきてない」

『石でかまいません。地面……円を描えがいて、その中に入るのです』

「わかった」

　丈斗は女を見すえながら、ゆっくりと腰こしを落とし、右足を軸じくにして、くるりとすばやく、路面に石で円を描いた。

　女の動きはなかった。

「それであとはどうするんだ？」

『円の中に星のマークを……くのです。描かき順じゆんがありますので、聞いてください。まちがうと危険……す。まず左の下から、真上へ……むかって線を引きます。時と計けい盤ばんの文字で……七時の位置から十二時の位置へ線を……のです。そのまま離はなさずに五時……、十時、二時、最初の七時へと戻もどります』

「もう一度、言ってくれ！」

　丈斗は聞きながら、石で星のマークを描いた。いびつな星のマークができあがった一いつ瞬しゆん、魔ま法ほう円えんがあわく光を放ったような気がした。

「来たぞ丈斗！」

　遊天童子の声に顔をあげると、女が丈斗の方へむかって、駆かけだしてくるのが見えた。

「来た！」

『携帯のボリュームをあげて、使い魔にむけるのです！』

　そう怒ど鳴なり、九堂が呪じゆ文もんのような言葉を甲かん高だかい声で唱えはじめる。

　丈斗はあわてながら、携帯の音量と書かれたボタンを適当に押おす。音量があがるが、かろうじて外に漏もれ聞こえる程度の大きさにしかならない。

　しかし、声といっしょに小さな光る結けつ晶しようのような物が、次々と携帯から飛び出てゆくのが丈斗には見えた。

　裸足はだしの女が唸うなりながら、走り寄ってくる。

　首を横へ傾かしげたままの姿で──。

　丈斗は携帯を女へむけた。

　光る結晶が、女の方へ飛んでゆく。まるで女の体が、それを吸いこんでいるかのように──。

　女の唸うなり声ごえが、悲鳴に変わった。足を止め、体にまとわりつく、光の結晶を払はらい落とそうとする。

（よし、効いてる！）

　丈斗はこれで、どうにか追い払えるような気がした。

　しかし、女は際限なく飛んでくる結晶を払い落とすことをあきらめ、苦痛にあえぎながら、じりじりと、丈斗の方へ歩みだす。

　ぎーぎー、っと鳥のような悲鳴を口からもらし、結晶をかきわけて、女が迫せまってくる。

　乱れた髪かみの間から、その顔が見えた。

　丈斗は息を飲んだ。

　彩さい音おん寺じ夏芽に、あまりにも似ている顔だった。

（夏芽？　いや、ちがう……）

　唇くちびるの下にホクロがある。顎あごの形も少しちがう。

（誰だれなんだ？）

「彩音寺夏芽の姉だ」

　遊天童子が軽々といびつな魔ま法ほう円えんをまたいで、丈斗の耳もとでささやいた。

「姉？」

「死んだんだ。もう四年も前になる」

　二メートルの距きよ離りまで、彼女が近づく。

「階段から落ちて、首の骨を折ったんだよ。だから首が大きく、右へ曲がっているだろ？」

　残り、一メートル。伸のばしている彼女の手が、まもなく丈斗へ届く。

　丈斗は石を構えて身を引いた。魔法円の中から出ないギリギリの位置まで。

「どうして夏芽の姉さんが、こんなことになってるんだ？」

　遊天童子はなにも答えない。

「妖よう魔まが彼女を殺したのか？　遊天？」

「……。だから、顔を見ない方がいいって俺おれは言ったんだ。これでもうこの事件から、おまえは手を引くことができなくなった」

　ドロだらけの指が、目の前の何かをつかんだ。その空間に、ビニールの膜まくが貼はられていたかのように。

　魔法円の作る結界である。

　だが、丈斗の描いたいびつで簡易な魔法円──その効果は薄うすい。

　ナイフのように鋭するどい女の爪つめが、ゆっくりと結界の膜を引き裂さいてゆく。

　丈斗は石を振ふりあげた。しかし、殴なぐりつけることができない。

　丈斗はためらった。人間の姿をした彼女を殴ることを。夏芽の姉である彼女を傷つけることを──。

　しかし、このままでは自分が食われてしまう。

　意を決した時、坂の上の方から声がした。

「雨神さーん！」

　場ば違ちがいなほど陽気なサヤの声である。

　女の視線がサヤへむく。

　丈斗はその顔へ、石を振ふりおろした。にぶい音がして、女が大きく後ろへ飛びのく。

　左の頰ほおがざっくりと割れていた。赤黒い血が、どろりと流れだし路面に落ちる。

「おまえ、妖魔に捕つかまってたんじゃないのかよ！」

「捕まってるのは先せん輩ぱいだけです」

　女がゆっくりと、サヤの方へむきをかえた。先にサヤを襲おそうつもりである。

「逃にげろ！　妖魔が行くぞ」

　丈斗は女へむかって石を投げた。当たらない。女の横をすり抜ぬけて、虚むなしく路面を打つ音が響ひびく。

「雨神さん、デビモの使つかい魔まはどこですか？」

　女の姿を見ることのできないサヤはなんら警けい戒かいすることなく、懐かい中ちゆう電灯を丈斗の方へむけながら、小走りで近づいてくる。
















「来るなサヤ！」

　唸うなり声をあげながら女が走りだした。

　サヤへむかって、ナイフのようなその爪を突つきだしながら──。

「よせ！」

　丈斗は叫さけんだ。

　けれど、丈斗にはどうすることもできない。

　サヤの目の前で、女はその喉のどに狙ねらいをつけて、両手の爪を振りあげた。

「このあたりですか？」

　サヤがそう言いながら、懐中電灯の明かりを横に振った。

　ギャッ！　と悲鳴をあげ、女が後ろへ飛びのいた。まるで、見えない刀に斬きりつけられでもしたかのように。

　路面を照らす懐中電灯の明かりを見て、丈斗はその理由を知った。光の中に丸い退たい魔ま円えんのシルエットが映し出されている。

　懐中電灯のガラスに、退魔円が描えがきこまれているのだ。

　懐中電灯の光を避さけて、女がサヤの後ろへ回りこもうとする。

「サヤ、右横だ！」

「はい」

　サヤが急いで、懐中電灯を横へむけた。

　退たい魔ま円えんのシルエットを受けて、女の体が弾はじかれたように路面を転がる。

「そっちだ！」

　丈斗が指さす。

　しかし──。

「きゃっー！」

　サヤが足を絡からませて、その場にしりもちをつく。

　手から落ちた懐中電灯が、坂を転がる。

「ばか、なにやってんだ！」

　丈斗は円の中から走り出て、懐中電灯を拾いあげた。

　体を起こした女が、サヤへ飛びかかってゆく。

　間かん一いつ髪ぱつ──。丈斗のむけた退魔円のシルエットに、女の体が横へ飛ぶ。

　丈斗は走りこみ、サヤをかばった。

「だいじょうぶか？」

「はい」

　気配を探さぐって、あたりを電灯で照らすが女の姿が無い。

（どこだ？）

　なにかがすばやく、道を横切って闇やみの中へと逃にげこんでゆく。

　それを追って、丈斗は横の草むらに明かりをむけるが、もはや、その姿が見えない。

　妖よう気きが遠ざかってゆくのを丈斗はぼんやりと感じた。

『雨神さん。無事ですか？』

　手にしている携けい帯たいから九堂の声がする。

「だいじょうぶだ。サヤも無事だ」

　音量をさげてそう答えた丈斗は、改めてサヤへ視線をむけ、そのあまりにも脳天気な服装に言葉を失った。

　頭のウサ耳は予測していたことである。しかし、ミニのウェディングドレスを思わせる、やたらにフリルの多い薄うすピンク色のパーティドレスは、あまりにも今の状じよう況きようには似つかわしくない。

「おまえ……、なんなんだよ、その服は……」

「えへっ、かわいいですか？　これ、退魔用の戦せん闘とう服ふくなんですよ」

　そう言ってサヤが、うれしそうに回ってみせる。

　背にウサギのヌイグルミ型リュックを背負っているのがわかった。

　よく見ると、腰こしや腕うでなどにウサギのキーホルダーや、バッジなどがじゃらじゃらとついてる。

　なににもまして、許し難いのはその靴くつだった。

　先が異様に長い、ウサギの足を模も倣ほうしたボアつきの靴である。

「おまえ、その靴……」

　丈斗はあまりの怒いかりに、息がつまりそうになった。

「この靴ですか？　すごいでしょ？　九堂先せん輩ぱいの家のデザイナーさんに作ってもらった特注品なんですよ」

「このバカ！　そんな靴、履はいてるからコケるんだよ！」

「それは誤解です！　コケたのとは関係ありませんよ。だって。ほら、ほら」

　そう言ってサヤは、その場でぴょんぴょんと跳はねて見せる。

「こんなに動きやすいんですよ」

「……にしてもだ。場ば違ちがいだと思わねえのかよ？　妖よう魔ま退治だぞ。食われて死ぬかもしれねえんだぞ。なんだってそんなに、ふざけた服装なんだよ！」

「だって、好きなんですもん。いいじゃないですか。雨神さんだって、死ぬ時は自分の好きな服装で死にたいと思いませんか？」

「………」

　これが死しに装しよう束ぞくだと言い切ったサヤに、丈斗は反論の言葉がない。

（……それにしたって）

「それにこの服、いたるところに退たい魔ま円えんがついてるんですよ。たとえば、こことか」

　サヤがミニスカートの裾すそをつかんで、大きくめくって見せた。

　確かに、スカートの裏側に退魔円の刺し繡しゆうがあった。それよりも、丈斗の視線は下着の方へ行ってしまう。

「バカ！　丸見えだぞ！」

　白地にラインダンスを踊おどる三匹びきのウサギが描えがかれていた。

「だいじょうぶです。これは見られてもいいパンツですから。水着みたいなもんです」

「そういう問題じゃないだろ？」

「えっ？　どういう問題なんですか？　後ろにも退魔円があるんですよ。ほら」

　背をむけて、お尻しりをめくる。

「もういい、見せるな！」

　丈斗は頭が痛くなってきた。

（妖魔に殺されかけたってのに、このノーテンキさは、いったいなんなんだよ？　妖魔の姿を実際に目にしてないからなのか？　それとも、本当にただのバカなのか？）

　ふつふつと怒いかりが込みあげてきた。

　そのほこ先が九堂へとむく。

「おい、もしかして俺おれに協力させようと、騙だましてるんじゃないのか？」

　そう携けい帯たいへ怒ど鳴なると、九堂のまるで危機感のない冷静な声が返ってきた。

『それは誤解ですね雨神さん。わたくしは今、たいへん危険な状じよう況きよう下かに置かれております』

「どこがどう危険なんだよ！　状況を説明しろ！」

『わかりました。ご説明しましょう。こちらのタイムリミットはあと九十分ほどです。マシンのバッテリーが、切れてしまうのです』

　携けい帯たいの声がいつのまにか鮮せん明めいに聞こえている。使い魔のあの女を追い払はらった効果らしい。

「マシン？」

『パソコンで作りだした魔法円の結界で、わたくしは今、本体であるデビモを目の前で押おさえつけているのです』

「目の前に、いるのか？」

『そうです。残念ながら雨神さんのように、はっきりと見ることはできませんが』

「逃にげられないのか？」

『わたくしがデビモを押さえつけているのと同様に、デビモもわたくしを結界で押さえつけております』

「つまり、バッテリーが切れて結界が消えると、終わりということなのか？」

『そうなります』

　噓うそを言っているようには聞こえないが、真実を言ってるにしては、あまりにも冷静である。

「……なんでそんなに、冷静でいられるんだ？」

『修行のたまものです。それに、泣きわめいたところで、なんの解決にもなりませんので』

「……それで、俺おれが行って、どうにかなるのか？　だいたい自信満々だったのが、どうしてこうなったんだよ？」

「デビモに関するデータ不足が、原因です。わたくしたちはデビモを、単体の妖よう魔まと思いこんでしまっておりました。しかし実際は、三十匹ぴきほどの妖魔が集合合体している複合妖魔だったのです。ですので、妖魔が仲間に加わるごとに、その妖よう力りよくが増し、このような状況に……』

「俺の忠告を無視するからだぞ」

「私が油断していたせいなんです。地下校舎の中でも携帯が使えるようにしようと思って、私が受信アンテナを外にセットしている間に……、デビモが先せん輩ぱいを魔法円ごと覆おおっちゃって……」

　サヤはそう言って、丈斗の腕うでを強ごう引いんにひっぱった。

「とにかく雨神さん、私といっしょに地下校舎へ行きましょう。ぼやぼやしていると、先輩がデビモに食われちゃいます」







　第五章　妖よう魔まの箱
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　校舎の正面玄げん関かんを開けると、いつのまにか消えていた遊ゆう天てん童どう子じが、柴しば犬いぬのピーチといっしょに中で待っていた。

「運が良かったな丈たけ斗と。無む駄だだと思うが、忠告だけはしとこう。サヤたちは丈斗を、本物の妖よう怪かいにしようとしているぞ」

　丈斗はそれを聞き流して、遊天童子の横をすり抜けて奥おくへむかう。

　今さら見捨てて引き返すわけにはいかない。

「待ってください雨あま神がみさん」

　不安げな声をあげてサヤが止める。

「なんだ？」

「手、つないでもいいですか？」

「怖こわいのか？」

「なんか、すごく強い妖よう魔まの気配、今、感じました」

　サヤは遊天童子の妖気を、感じ取ったのである。

（ふーん。ウサバカだけど、かわいいとこもあるんじゃないか）

　丈斗が手を差しだすと、サヤはうれしそうにその腕うでをつかんだ。その耳もとで、遊天童子が怒ど鳴なる。

「妖魔と呼ぶな！」

　無論、サヤには聞こえない。

　薄うすぼんやりと緑色の非常灯に照らされた校舎の廊ろう下かを、丈斗とサヤは肩かたを並べて足早に進む。

　サヤのウサ靴ぐつがパクパクと緊きん張ちよう感かんのない音を響ひびかせる。

　丈斗はちらりと、サヤの方へ視線をむけて思った。

（なるほど。こんな状じよう況きようの時は、こんな格かつ好こうの方がいいのかもしれない）

　先を走るピーチが、吠ほえながら地下階へ続く階段をおりてゆく。

　ピーチに当てないように気をつけながら、退魔円の懐かい中ちゆう電灯で階段を照らし、丈斗たちも地下階へとおりる。

　地下階に居た無数の妖怪たちが、懐中電灯の退魔円を恐おそれて、一いつ斉せいに闇やみの奥おくへと逃にげてゆくのを丈斗は感じた。

　敵意のない妖怪たちである。丈斗は、無用に電灯を当てないように気をつかう。

　地下階の食堂の前にある扉とびら──それが地下校舎へ続く扉であることは知っていた。青く塗ぬられた金属の扉である。

　しかしそれが開いている光景を、丈斗は見たことがなかった。

　ピーチが扉へむかって吠えている。

「鍵かぎは開いてるのか？」

　丈斗の問いに、サヤはポケットから鍵の束を取りだしながら答えた。

「開けておいてもすぐ、中の妖よう魔まに閉められちゃうんです」

「その鍵、どっから持ってきたんだ？」

「九堂先せん輩ぱいが生徒会書記長の権限で、校長室から借りてきました」

「黙だまって借りてきたんだろ？　職権濫らん用ようだな」

「いいんです。学園を守るためなんですから」

　サヤが鍵を開け、ノブを回しながら肩で扉を押おす。

　しかし開かない。

「雨神さん、手を貸してください」

　サヤに加勢して丈斗は気づいた。

　扉の重さだけではない。あきらかにむこう側から、誰だれかが押さえつけている。

　それでも、体重をかけて押すと、扉が徐じよ々じよに開きはじめた。

　甲かん高だかい妖魔たちの叫さけび声ごえが、扉の隙すき間まから漏もれてくる。

　サヤが小声でなにかを唱えながら、退魔円の描かれた小さな紙片を、扉の隙間からむこう側へ落とした。

　とたんに妖魔たちの気配が消え、扉が軽くなる。

　押し開けると、そこはコンクリートの壁かべがむきだしになった通路だった。天てん井じようには電灯がなく、ダクトと配線コードが伸のびている。

　妖魔の気配はない。逃にげたらしい。

　ピーチが奥おくへ駆かけてゆき、突つき当あたりにある扉の前に座る。

「次の扉は、妨ぼう害がいがありません。でも、ゆっくりと開けてくださいね。開けると、むこう側に妖魔や妖よう怪かいさんたちがたくさんいますから」

「襲おそってくるのか？」

「退魔円があるので、とりあえずはだいじょうぶです。えーと、でも……」

「なんだよ？」

「とにかく、そっと開けて見てください」

「俺おれがか？」

「私より、妖怪さんたちを見ることができる雨神さんの方が安全です」

　と、サヤが丈斗の背をドアの方へと押す。

「わかったよ」

　丈斗は氷のように冷たい扉とびらのノブを握にぎった。ゆっくりと回し、押おし開ける。

　確かに今度はなんの抵てい抗こうもなく、すんなりと開く。

　扉のむこうから、むっとするような妖よう怪かいたちの異い臭しゆうが押し寄せてきた。

　朝、吐はき気けを催もよおしたあの臭においである。しかし今は、それほどでもない。

　すっかり臭いに慣れてしまったことを丈斗は自覚した。

（これも護ご符ふの力だな）

　丈斗はそう解かい釈しやくした。

　確かに護符の影えい響きようである。しかし丈斗はまだ気づいていない。わずかではあるがその臭いが、自分の体の中からも流れ出ていることに──。

　扉のむこうはまったく闇やみだった。

「オカラみたいな臭い、しませんか？」

　妖怪たちの異臭をそんなふうに表現しながらサヤが、退たい魔ま円えんの描えがかれた透とう明めいのキャップを外し、懐かい中ちゆう電灯の明かりを中へむけた。

　規則正しく、柱だけが立ち並ぶ、地下駐ちゆう車しや場じようのような場所だった。体育場ほどの広さがあるが、天井は低い。

　壁かべで区切って、教室を造るその前の段階で工事がストップしたらしい。

　奥おくの壁にいくつかの扉がある。

　サヤの目にはそんな光景しか見えていない。

　しかし、丈斗の目には別な物が見えていた。

「見えますか雨神さん？」

「ああ……、なんだよこの、色のついた巨きよ大だいなゼリーみたいなのは？」

　丈斗の目には、様々な色を持つ、無数の箱のような物が見えていた。それはまるで、薄うすい色のついたゼリーのような箱だった。

　かすかに揺ゆれている。

　色と同様に、大きさもばらばらだった。片手でもてるような物から、壁のように広がっている物まである。

　大小あわせて、およそ五十以上。

　一見すると秩ちつ序じよなく置かれているようだが、重なりあったり接せつ触しよくしたりしている箱はひとつもない。

「妖魔たちの家なんです。触さわらないでくださいね」

「家？」
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　丈斗のポケットの中で携けい帯たいが震ふるえだした。

　九堂からである。

『現在地をお知らせください』

「地下校舎の中に入った。妖よう魔まの家が並んでる場所だ」

『家というより、妖魔の巣、もしくは縄なわ張ばりと言った方が近いでしょう』

「これが全部、ちがう妖魔なのか？」

『そうです。退魔円くらいでは、どうすることもできない妖魔たちです。その中に、妖魔の姿は見えますか？』

　目を凝こらすと、薄ぼんやりとした長い影かげのような物が、それぞれのゼリーの中心に見えるような気がした。

「なんとなく……、見えるような気がするけど……」

『くれぐれも、その巣に触ふれないように注意してください。触れると、中の妖魔が目覚めます。殺されるか食われるか、それはわかりませんが、いずれにしろ終わりです』

「触れなければだいじょうぶなのか？」

『この地下校舎に住む妖魔がすべて、わたくしたちの敵というわけではないのです。そこに並んでいる妖魔たちは、現在のところ、それぞれが中立の立場です。そっとしておけば問題ありません。奥おくに見える右から二番目の扉とびらがゴールです』

「それじゃ、触れないように、間を抜ぬけて行けばいいわけだな？」

『それは……、可能なことですか？』

「……わからない」

　巣と巣の間は、通路のように広い場所もあるが、身を横にしても抜けられないほど極きよく端たんに狭せまくなっているところもある。

　それはまるで、抜けられるかどうかもわからない立体迷路に挑いどむようなものだった。しかも、触れてはいけないという制約まで付いている。

『巣はときおり動いて、位置をかえることがあります。寝ね返がえりのようなものですので、そう大きくは動きません。ですが、計算では三時間おきに十分間だけ、道ができます』

「それを待つのか？」

『わたくしたちはそれを待って、そこを抜けました。ですがそんな時間はもうありません。こちらのバッテリーが、残りわずかです。おそらく、あと四十分もありません』

「どうしたんだよ？　さっきより、タイムリミットが減ってるじゃないかよ」

『目の前のデビモが暴れはじめたので、こちらもマシンの出力をあげざるを得なくなったのです』

「わかったよ。それで、道を作る方法が他ほかにあるのか？　どうすればいいんだ？」

『雨神さんにはたいへんもうしわけないのですが、通行の邪じや魔まをしている妖魔を、一匹ぴきずつ体内に吸い取って、道を作って頂きたいのです』

「吸い取る？　なんだよそれ？」

『できるだけ、小さい巣の前に立ち、左手を前にかざしてください。そして、わたくしが言うとおりに唱えるのです』

「ちょ、ちょっと待てよ！　吸い取るってなんなんだよ？」

『妖よう魔まや妖よう怪かいたちの体を形成しているのは、エレメントと呼ばれるおよそ十二種類のエネルギーです。それを吸い取ってしまえば、妖魔は消しよう滅めつします』

「俺おれにそんな力があるのか？」

『あなたはとても、妖怪になりやすい体質を持っております』

「……それは、遊天から聞いたよ」

『人は誰だれでも、あたりに散らばっている見えないエレメントを吸い取る力を持っています。それを極きよく端たんに吸うことによって、人は妖怪となるのです。雨神さん、あなたは極端にエレメントを強く吸い取る体質を持っているのです』

「つまり俺に、妖怪になれってことなのか？」

『一時的に、半妖怪となるだけのことです』

「だけど」

『心配はいりません。こちらには、あなたの体の中に蓄ちく積せきしたエレメントを完全に放出する装置があります。それに、妖魔を吸って貯めこんだエレメントは放出すれば、武器としても使えるのです。それを使って、デビモを撃げき破はするという一石二鳥の完かん璧ぺきな計画なのです』

「……本当に、だいじょうぶなのか？　まったく、俺の体には影えい響きようが残らないのか？」

『………』

「おい、どうなんだよ？」

『おそらく、だいじょうぶ……、としか言えません。地球人類でその装置を使うのは、雨神さんが最初なのですから』

「なんだよその、地球人類って言い方？　おまえら宇宙人なのか？」

『この作戦が失敗した場合、死ぬのは雨神さん、ひとりだけではありません。わたくしも同じ運命なのです。さあ、はじめましょう。まず左手をかざし』

「ちょ、ちょっと待ってくれよ。俺に選せん択たくの余地は？」

『ありません』

　きっぱりと言い切った九堂に、丈斗はあきれた。

「もし俺が、どうしても嫌いやだと言ったら……」

『およそ四十分後に、この目の前にいるデビモに、私は殺されることになります。まだ恋こいも知らないうら若きこの乙女おとめは、十七歳という短かすぎる一生を、ここで閉じることになってしまうのです。

　さあ雨神さん、左手をかかげるのです。方法を教えましょう』

「………」

　丈斗はとまどった。九堂の言う「安全、完璧」という言葉が少しも信用できなかった。

　今回の妖魔退治も、九堂の「安全、完璧」という計画の結果がこれなのである。

（俺おれを妖よう怪かいにしようとしている……。遊天が言っていたのは、このことか）

　丈斗はふいに、夏なつ芽めの笑顔を思い出した。

（俺がもしここで妖怪になっちまったら……、夏芽、俺のことすっかり忘れて、他ほかの奴やつとデートしたりするんだろうな……。どんな奴だろう……）

　そう考え、丈斗は気づいた。すくなくとも、ここでサヤたちを見殺しにできるような男を、彼氏になんかして欲しくはない。

　そう思っている自分が、ここに居ることに──。

　携けい帯たいのむこうで、九堂が叫さけぶように言う。

『どうぞ、見捨てないでください！　わたくしを、いえ、この学園を。今、救うことができるのは雨神さん、あなただけなのです！』

「雨神さん、お願いします。私たちに手を貸してください。もし、助けてくれたなら、私の大切にしているウサギさんのヌイグルミあげちゃいます！」

「いらないよ、そんなの」

『わたくしの命だけではないのです。今、雨神さんが逃にげれば、デビモは次に、そこにいるサヤさんや雨神さんの命を狙ねらうことでしょう』

「脅おどすなよ！」

「わかりました。ウサ耳とウサ靴ぐつもセットしちゃいます」

「だから、そんな物いらないってば」

「雨神さんは、なにが欲しいんですか？　あ！　もしかして、私の貞てい操そうですか？　巫み女こは一生処女じゃないといけないのに、雨神さんはそれを要求するんですね。ひどいです！　鬼き畜ちくさんです！」

「言ってないだろ、そんなこと！」

　ピーチが両の前足を丈斗の膝ひざにかけ、丈斗に軽く吠ほえた。

　飼い主を助けてくれ。と願うように──。

『雨神さん、お願いします！』

「雨神さんのエッチ！」

　丈斗は仕方なく怒ど鳴なった。

「わかったよ！　やるよ！　やってやるよ！」

（ちくしょう！　これで俺が妖怪になって、夏芽とデートできなくなったら、ふたりとも食い殺してやるからな！）

　すると、遊天童子の声が闇やみの奥おくから響ひびいた。

「それでも、奴やつを倒たおせるとは限らないぞ丈斗。それに下手へたをすると、一気に妖よう怪かい化かして、横にいるサヤを食い殺すことになるかもしれない」

「うるさい！」

　丈斗は腹を決め、巣のひとつへ歩み寄った。

　薄うすい緑色をしたアタッシェケースほどの大きさの巣である。黒く長細い妖よう魔まの影かげが、巣の中心に浮うかんでいる。

　丈斗は左手をそれへかざし、右手の携けい帯たいで九堂に告げた。

「いいぞ。で、どうすればいいんだ？」

『まず、空中に指で魔ま法ほう円えんをひとつ描き、エノク語を唱えます。教えるとおりに、やってください。なお、その都度、三回ほどこれをくり返しますので、暗記してください。ではよろしいでしょうか？』

　丈斗は左手の人指し指を、前へ突つきだすと、目の前の妖魔の巣が、ズズッ、と丈斗へむかって動きだした。

「うわっ！」

　丈斗は声をあげ、後ろへ飛びのいた。

　巣はおよそ三十センチだけ、前へ動いて止まった。

（これが、九堂の言っていた巣の寝ね返がえりってやつか？）

「だいじょうぶですか雨神さん？」

『どうかなさいましたか？』

　そう心配するサヤと九堂に、

「なんでもない。巣がいきなり動いたから驚おどろいただけだ」

　と答えて、丈斗は冷ひや汗あせをぬぐった。

「よし、はじめよう」

　左手を構え直す。

『まず、魔法円の外円を描きましょう。右まわりで、上へむかって大きめの円を描くのです。できるだけ綺き麗れいな円が描けるように、ゆっくりやってください』

　言われたとおりに空中に円を描くと、強い光を見たあとで目の中に残る残像のように、空中にうすぼんやりと、自分の描いた円が見えた。

「円が見えるぞ」

『見えますか？　さすがですね雨神さん。では次に、もうひとつその円の中に円を描いてください。大きさは、その円の二分の一ほどの半径でおねがいします。描き順は同じです。次にその小さな円の中に、星を描きます。これはさきほど退魔に使った追つい儺なの星ではなく、召しよう還かんの星です。描き順もちがいます』
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　およそ五分かけて、ひとつの魔ま法ほう円えんが丈斗の目の前に完成した。うすぼんやりとした白い魔法円である。

『では、次にエノク語です。わたくしの言うとおりに唱えてください。そう長くはないので、しっかりと暗記してください』

　まるで別人のような声で、九堂が少しずつエノク語を唱えはじめた。

　それにならって、丈斗も小さな声でそれを唱える。

　すると、壁かべを背にして床ゆかに座りこんだサヤが、小さな声でプッチモニを歌いはじめた。怖こわいのか、それとも暇ひまなのか丈斗にはわからない。少し気が散る。

　それを無視して、丈斗は一心にエノク語を唱えた。

　唱え終えると、宙に浮ういた魔法円が一いつ瞬しゆんだけ強い光を発した。

「光った」

『ではもう一度、その魔法円をなぞって、エノクを唱えてください』

「ちょっと待ってくれ」

　丈斗は振ふり返り、膝ひざを抱かかえて座っているサヤに忠告した。

「おい、うるさいぞ。ちょっと静かにしてくれ」

　歌う声が、だいぶ大きくなっていた。そればかりか、ウサ靴ぐつでパクパクと音頭を取る音が、丈斗の神経に響ひびく。

「あ、ごめんなさい。静かにします。静かにするついでに、食堂の横のトイレに、行ってもいいですか？　なんか座ってたら冷えちゃいました」

「危なくないのか？」

「怖こわい妖よう魔まはいませんし、退魔円がありますので」

　サヤが立ちあがって、スカートを捲まくろうとするので、丈斗は背をむけた。

「好きにしろ」

「はい」

「懐かい中ちゆう電灯、持って行っていいぞ。俺おれはもう、闇やみに目が馴なれた」

　妖よう怪かい化かの恩おん恵けいである。そして魔法円が、目の前で淡あわい光を放ってくれている。

「じゃあ、行ってきます」

　サヤは小声で歌いながら、ピーチといっしょに部へ屋やを出てゆく。

　声が遠ざかるのを待って、丈斗は九堂に言った。

「よし、続けよう」

『ではもう一度、最初からやりましょう』

　二度目はそう時間はかからなかった。

　エノク語を唱えると、中に描えがいた魔法円が光る。もう一度、その魔法円を指でなぞり、エノク語を唱えると、さらに強く光る。

　三度目は、丈斗の頭上で光るピラミッドが、共鳴したように高速で回りだした。

　そして、前方の魔法円が丈斗の左手の中へ吸いこまれて消える。

　左手が肘ひじのあたりまで、ストーブへかざしているかのように熱い。

　そのことを伝えると、九堂は声が興奮でうわずった。

『準備ができたようです。パワーが消えないうちに、急いで妖よう魔まの巣のすぐ前へ左手をかざし、エウート！　と唱えるのです』

「……わかった」

　手をかざし、丈斗は唱えた。

「エウート！」

　掃そう除じ機きで吸い取ったかのように、目の前のゼリーが丈斗の左手の中へ消えた。

　とたんに丈斗は、強い悲しみに包みこまれた。

（なんだこれ？）

　目の前がかすみ、頰ほおが濡ぬれた。涙なみだである。丈斗は両目から、大おお粒つぶの涙をこぼしていた。

　いったいなにがそんなに悲しいのか、丈斗にはまるで理解できなかった。だが、吸いこんだエレメントと共に、妖魔の抱かかえていた悲しみを、丈斗は自分の中にためこんだのである。

　悲しみはすぐに消えた。すると今度は体中が熱くなりだした。

「体が熱い……」

『エレメントが、体内に蓄ちく積せきされた証しよう拠こです。では、同じ手順で、次の妖魔を吸いこんでください。できるだけ、小さく、色の薄うすいのを選んでください。大きいのは危険です』

「わかった」

　歩みだすと、カチリと、なにかを踏ふんだ。さっきまで妖魔の巣があった場所である。

　見ると、小さなベルトの留め金のような物が落ちていた。

「それが、そいつの本体だ。ちぎれた犬の首輪の、留め金だ」

　前方の部へ屋やの隅すみで、腕うでを組んで立っていた遊天童子が、ぽつりと言った。

　その妖魔を吸いこんだ丈斗には、痛いほどそれが理解できた。

　飼い主への愛いとしさと、その飼い主に裏切られた犬の悲しみが、突つき刺さすように──。

　そのふたつの矛む盾じゆんが、一匹ぴきの犬を妖よう怪かいに変えたのである。

　丈斗はその留め金を拾いあげて、そっとポケットにしまった。

『同じ手順です。慣れたなら、指で描く必要はありません。手順を頭の中で想像するだけで、力を発揮できるようになります』

　さきほどより、少し大きな妖魔の巣を選び、丈斗はその前へ立った。

　緑色をした横長の巣である。

　同じ魔ま法ほう円えんを描えがき、同じエノク語を唱える。

　さきほどより時間をかけずに、準備を整えることができた。左手が熱くなっている。あとは、エウート、と唱えて吸いこむだけでいい。

　しかし、丈斗は左手をかざしたまま、唱えることができなかった。

　怖こわくなったのである。

　自分が妖怪になることではなく、また強い悲しみを受けることを思うと、どうしてもとまどってしまう。

『急いでください雨神さん！　まだまだ、序の口ですよ』

「……わかってるよ」

　丈斗は気合をこめて唱えた。

「エウート！」

　妖よう魔まが吸いこまれる。そして、今度は強い怒いかりが、丈斗の中に流れこんできた。

　怒りはすぐに、あきらめに変わり、悲しみへと落ち着く。

　妖魔の消えた後には、汚よごれたカードのような物が落ちていた。

　よく見ると名めい刺しだった。裏返しになっている。

　丈斗はそれを拾いあげようとして、やめた。自分が触ふれてはいけない物であることに、ふと気づいたからである。

　理由はわからない。自分の中に吸いこんだ、怒りと悲しみが、そう告げている。

（このままにしておこう）

　丈斗は考えることをやめた。体よりも先に、精神がおかしくなりそうな気がしたからである。

『雨神さん、どうですか？　あといくつ吸いこむと、部へ屋やを抜ぬけられそうですか？』

「だいたいあと四つくらいだ。でもふたつほどデカイのがある。特に、ドアの前にある最後のがデカイ……。自信がない……」

『だいじょうぶです。あとひとつふたつ、小さいのを吸いこんで体を馴ならせば、問題ありません。自分の力を信じるのです』

「時間の方はだいじょうぶなのか？」

『残り三十分ほどです。その部屋を抜けてしまえばすぐです。おそらく間にあうと思いますが、急いでください』
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　三つ目の妖魔はメロンの味がした。

　強きよう烈れつなメロンの香かおりと味が、吸いこんだエレメントと一いつ緒しよに丈斗の中へ飛びこんできたのである。

　凝ぎよう縮しゆくしたメロンのエキスをそのまま口にしたように強烈で、丈斗は吐はき気けを感じた。

　甘あまい味が、苦みへ変わり、静かに消えてゆく。

（うっ、なんだよこれ……）

　これでもう、一生メロンが嫌きらいになったような気がした。

　床ゆかに残ったのも、メロンのヘタらしき部分である。

『次は、少し大きな物にチャレンジしてください。さあ、がんばって行きましょう雨神さん。あと三つです』

　うながされるまま、丈斗は電話ボックスほどもある妖よう魔まの巣へ挑いどんだ。

　魔法円を描えがくのも、エノク語を唱えるのにも、もはやそう時間はかからなくなっていた。

　──それが過信を生んだ。

　四つ目のその妖魔は、暴力的な感情を丈斗に与あたえた。怒いかりや悲しみを超こえて、ただ破は壊かいしたいという狂くるった感情である。

　丈斗はどうしようもないほど強く、手にしていた携けい帯たいを床に投げつけたい衝しよう動どうにかられた。

（やめろ！）

　自分の右手を左手で押おさえて、それを堪こらえると、今度は自分の頭を床に打ちつけたいという思いが湧わいてきた。

（……このまま我が慢まんしていれば、いずれ消える……。このまま、もう少し……）

　丈斗はそう思った。

　しかし、その妖魔の大きさが関係しているらしく、なかなか抜けてくれない。

『雨神さん、どうかしましたか？』

　九堂の声に、丈斗は唇くちびるを嚙かみしめた。

　思わず、罵ば声せいを浴びせそうになったからである。

　自分が、平常心を失いかけた一匹ぴきの野や獣じゆうと化していることを、丈斗は知った。

（これが、妖よう怪かいになるってことなのか？）

『雨神さん？　だいじょうぶなのですか？　雨神さん？』

　背はい後ごの扉とびらが開き、サヤとピーチがトイレから戻もどってきた。

「雨神さーん、調子はどうですか？　そこの自動販はん売ばい機きで、コーヒー買ってきましたけど、飲みませんか？」

　丈斗は意識を失うような感覚に捕とらわれた。体が、サヤにむかって走りだす。

　──食いたい。

　──この娘むすめを食い殺してやりたい。

　獰どう猛もうな意識が丈斗を支配した。

（ダメだ！　やめろ！）

　頭の奥おくでそれを止めようとしている自分の意識がある。

（そんなことしたら妖怪だぞ。夏芽とも、つきあえなくなるぞ！）

　しかし、駆かけだした体を止めることができない。

　──その喉のどに嚙かみつき、肉を引きちぎり、その血を吸い出してやりたい。

　もはや自分の意識ではどうすることもできない、強い感情に丈斗の体は突つき動かされていた。

　いくつもの巣を迂う回かいし、ジグザグにできた道を抜けて、丈斗は走ってゆく。支配した獰どう猛もうな妖よう怪かい意識も、自分より強い妖怪と戦うことを望んでいない。

　異変に気づいたピーチが丈斗にむかって吠ほえる。しかし、飛びかかってはこない。とまどっているのである。

　道を抜ぬけた。後は直線である。

「……逃にげろ……サヤ」

　丈斗の口から、かろうじてそう言葉が出た。自分の声とは思えない老人のような声だった。

　けれどサヤには、その声が届かなかった。あたりが暗いために、丈斗のその表情も見えない。

　こちらへむかって、丈斗が駆けてくる。それだけがわかった。

「飲みますか？　じゃあ、座る場所、つくりますね」

　サヤは丈斗に背をむけてしゃがむと、ピクニック用のビニールシートを床ゆかに広げはじめる。

　丈斗の足が止まった。

　ビニールシートの四よ隅すみに、小さく退たい魔ま円えんが描えがかれていたためだった。妖怪化した丈斗の邪じや悪あくな欲望が、退魔円の力によって押おさえられたのである。

　しかし、完全に消えたわけではない。

　闇やみにぼんやりと浮うかぶ、サヤの白い首筋に嚙みつくことを望み、丈斗の体が歩みだす。

「自じ販はん機き、コンセントを入れたら買えたんですけど、ちっとも温かくないんです。がまんしてくださいね」

　なにも知らないサヤが、背をむけたままそう言った。

『雨神さん！　雨神さん！』

　手にした携けい帯たいから、異変に気づいた九堂の絶ぜつ叫きようするような声が聞こえる。

　しかし、丈斗は返答することすらできない。携帯を投げ棄すてようとする妖よう魔まの意識を、どうにか押しとどめるのがやっとだった。

（やめろ！　チクショー！　夏芽……。夏芽……助けてくれ！）

　丈斗は夏芽の笑顔を思い出し、気を静めようとした。

　けれど（食いたい！）という欲望に、脳裏に浮うかんだ夏芽の笑顔が、霞かすんで消えてゆく。

「ほらみろ、だから忠告したんだ。友達を食い殺す味、どんなだったかあとで教えろよ丈斗。これでおまえはもう、人間じゃなくなる」

　遊天童子の声がぼんやりと聞こえた。

　丈斗は背はい後ごから、サヤの体を両手で押おさえこんだ。

「えっ？　雨神さん……？」

　サヤが驚おどろきの声をあげる。しかし、抵てい抗こうしない。

「どうしたんですか？」

（逃にげろ！　逃げろサヤ！　俺おれの手を振ふりほどいて、逃げてくれー！）

　丈斗は心の中で叫さけび、うなじへ食らいつこうとする体を、押しとどめる。

　石せつ鹼けんの香かおりの混じったサヤの体たい臭しゆうが、丈斗にはどうしようもないほど、うまそうに感じられてならない。

　大きく開かれた丈斗の口が、震ふるえながらゆっくりと、サヤの首筋へ近づいてゆく。

　ふいに──。

　水を浴びたように、丈斗の意識が一いつ瞬しゆんだけはっきりとした。

　エノク語である。携けい帯たいから、九堂の唱えるエノク語が聞こえる。それが、丈斗の意識を覚かく醒せいへと導こうとしている。

　九堂の声にあわせて、サヤも唱えはじめた。

　丈斗になにが起こったのか、理解したらしい。

　耳をふさいで逃げだそうとする妖よう怪かい化かした自分の感情を押さえつけ、丈斗はエノク語に耳を傾かたむけた。しだいに体が軽くなってゆくのがわかる。

　丈斗はやっと、サヤを抱だきしめていた手を、自分の意志で振りほどく。

（助かった……）

　妖よう魔まの感情が、体の中から遠ざかるのを丈斗は感じた。

　騒さわがしく吠ほえていたピーチも、威い嚇かくするのをやめて腰こしを落とす。

「ごめん……」

　小声でサヤに謝あやまって立ちあがると、冷ひや汗あせが、熱い汗となって吹ふきだし、シャツの下を流れはじめた。

「……助かったよ……」

　丈斗が携帯でそう告げると、九堂は唱えるのをやめた。

『精神が奪うばわれそうになったのですね？』

「ああ……。でも、もう、だいじょうぶだ」

　右手が焼けるように熱くなりだした。相当のパワーを秘ひめたエレメントが蓄ちく積せきされた証あかしである。

「雨神さん、少し休みませんか？　だいぶ顔色が悪いですよ」

　サヤはなにごともなかったかのように、笑いながら、二本の缶かんコーヒーを丈斗へ振ってみせる。

「ミルク入りとブラック、どっちがいいですか？」

「悪かった……、妖魔が……」

「はい、わかってます。気にしてません。でも最初、雨神さんが私に欲情して襲おそってきたのかと思って、ドキドキしちゃいました。もう貞てい操そう、危き機き一いつ髪ぱつ！　なんちゃって」

　そうおどけて、サヤが笑う。

「……。ブラック」

　丈斗は気まずい雰ふん囲い気きをごま化すように、ブラックを選んだ。

「はい、ブラックです」

　サヤが缶コーヒーをむけた。

　丈斗は携けい帯たいをポケットにしまい、右手で缶コーヒーを受け取ろうとして──。

　つかみそこねた。

　うまく力が入らなかった。蓄積されたエレメントのせいである。

　指をすり抜ぬけた缶が、音をあげて床ゆかに落ちる。そして、転がりだす。

　妖よう魔またちの巣へむかって──。

「うわっ！」

　丈斗はあわてて、缶を追いかけた。

　缶はよりによって、壁かべのようにひときわ大きな青い巣をめざして、転がってゆく。

　ぶつかる寸前、丈斗は缶を足で押おさえ止め、拾いあげた。

「あぶねえー」

　ほっと息をつき、丈斗がサヤの方へ戻もどろうとした時、壁が動いた。

　丈斗の行く手を遮さえぎるように、ズズッ──、と妖魔の巣が移動したのである。

　よける暇ひまもなかった。踏ふみだした右足の先が、軽くその巣へ触ふれた。

　ほんの少し、わずかに触れただけである。

　しかし、水面に触れたように、波は紋もんが全体に広がり──、

　一いつ瞬しゆんにして巨きよ大だいなゼリーの壁が、一匹ぴきの巨大な豹ひようへと変化した。
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（豹？）

　豹に似ているが、額に短い角が生えている。

「巣に触さわった。妖魔だ。妖魔が出た」

　丈斗は急いで携帯に告げた。

　それを聞いたサヤが、丈斗の後ろでエノク語を唱えはじめる。

　ピーチも吠ほえだす。

『吸いこめませんか？』

　九堂の言葉に丈斗は怒ど鳴なった。

「無理だ。でかすぎる！」

　妖魔は丈斗の方へ顔をむけ、瞳ひとみを大きく見開いた。そして、笑ったように、白い牙きばを見せる。

『では、右手をむけて、エウーハと唱えるのです。それで、溜ためたエレメントを撃うつことができます』

　妖よう魔まが丈斗へ飛びかかろうと、腰こしを低くし、身構える。

　丈斗は急いで、左手で持ちあげるようにして、右手を妖魔へむけた。

「待て！」

　妖魔と丈斗の間に、遊天童子が両手を広げて飛びこんできた。

「やめろ。俺おれの友達だ」

　豹ひようの姿が一転して、女の姿に変わった。豹ひよう柄がらのミニのワンピースを着た、頭に耳のついた女である。

「あーら、遊天ちゃん、お久しぶり」

　背はい後ごから抱だきつき、遊天童子の頰ほおを舐なめあげる。

「よせ！　ミョウラ」

　遊天童子が豹女を押おしのけて、丈斗に言う。

「腕うでをおろせ丈斗。ミョウラは、俺の古い友人だ。ここでエレメントを使い果たせば、サヤたちを助けることができなくなるぞ」

　丈斗はうなずいて、腕をおろした。

『雨神さん？』

「どうなったんですか？」

　そう問いかけてくる九堂とサヤに、丈斗は答えた。

「なんか、よくわからないけど、戦わなくてすみそうだ。ちょっと待ってくれ」

　ミョウラは遊天童子に抱きついたまま、丈斗を指さしてたずねる。

「で、コイツはなに？　人間？　それとも妖よう怪かい？」

「いちおうまだ人間だ。俺の子孫だ」

「見み逃のがしてもいいけど、代わりになにしてくれる？」

「逆だ。俺が助けたのはおまえの方だ。ミョウラ。奴やつの一いち撃げきを受ければ、おまえでも無事ではすまない」

「えっ？　ホントに？」

　怪け訝げんな顔をしたミョウラが、するりとした動作で遊天童子の背後から離はなれ、丈斗へ近づく。

「坊ぼうや、名前は？」

「雨神丈斗」

「ああ、知ってるわ。確か、あなたの妹が、妖怪になったのよね。どうして、こんなところで、半妖怪化してるわけ？　せっかく、妹があなたの代わりに妖怪になったというのに」

「言うな！」

　遊天童子が怒ど鳴なると、ミョウラは赤く長い舌を出した。
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「あら、言っちゃダメなことだったの？」

　丈斗は右手をミョウラにむけて、怒ど鳴なった。

「言え！」

「あら、私に指図する気？」

「見み逃のがしてやるから、教えろ。妹のことを。俺おれの代わりに妖よう怪かいになったってどういうことだ？」

　ミョウラはゆっくりと、丈斗へむかって歩みながら答えた。

「教えてあげるわ。遊天の一族はね、もともと妖怪になりやすい遺伝子を持ってるのよ。一世代おきにそれが特に強くて、生まれた時から兄弟のうちのひとりが、妖怪になることが運命づけられているようなもの」

　突つき出した丈斗の右手の手前で、ミョウラが足を止める。

「俺の世代がそうだったと？」

「そうよ。誰だれかひとりが妖怪になれば、その子が家の中のエレメントを独ひとり占じめして、残された他ほかの兄弟は妖怪化をまぬがれるという仕組みよ。でもね、だからと言って、絶対に妖怪になると決まってるわけじゃないわ。あなたさえ、妹を見捨てなければ……」

「俺が？　妹を見捨てた？」

　ミョウラが丈斗の右みぎ腕うでをそっとつかむ。

「まったく記き憶おくにないでしょうけど、川べりで妹が妖怪に捕つかまった時、あなたはそれを見捨てて逃にげたのよ。だから、妹は妖怪になってしまった……」

　丈斗は呆ぼう然ぜんとなった。

「噓うそだろ……」

　そうつぶやくのが精せい一いつ杯ぱいだった。信じたくなかった。

　ミョウラがにやりと笑い、俊しゆん敏びんな動きで丈斗の背はい後ごへ回りこむ。

　はっとなり、振ふりむこうとした丈斗を、ミョウラは背後から抱だきすくめた。

「動くと嚙かみ切るわよ、坊ぼうや」

　首筋に、ミョウラの冷たい唇くちびるが軽く押おし当てられる。

　もはや丈斗には、どうすることもできなかった。

　ミョウラは丈斗の右腕を静かにおろさせながら言った。

「遊天のお友達だから、見逃してあげるわ。でも、これからは、私をミョウラ様と呼ぶのよ。いいわね坊や。ちなみに、今の話は噓よ」

「くっ……」

　怒いかりに、丈斗は思わずミョウラを払はらいのけ、右手をむけようとした。

　しかし、ミョウラの姿は、もうどこにもなかった。

　笑い声だけが、遠ざかってゆく。

「遊天、今の話、本当に噓うそなのか？」

　様子を黙だまって見ていた遊天童子に、丈斗は詰つめ寄った。

「知らない。そんなこと、俺おれにはどうでもいいことだ」

　と、丈斗に背をむける。

「おい、遊天！」

　丈斗は遊天童子の肩かたをつかんだ。

「本当だとしたらなんだ？　自分のせいで妹が妖よう怪かいになったとでも思いたいのか？　そう思いたいなら、勝手にそう思え。理由はなんであれ、おまえの妹はいずれ妖怪になっていた。それだけは事実だ」

　そっと丈斗の手を振ふり払い、遊天童子は前方を指さした。

「そんなことより、今は急いだ方がいいんじゃないのか？　残りふたつ。それで道ができる。手前にある小さい方はいいが、奥おくの大きい方は厄やつ介かいだぞ」

　それは濃こい銀色をした、ワゴン車ほどもある妖よう魔まの巣だった。

　丈斗に、それを吸いこむ自信はなかった。

　しかし、それをどうにかしない限り、道はできない。ちょうど、ドアの前に位置しているのである。

　撃うてばエレメントを使い果たす。それで、撃げき破はできるという保証もない。

　確かに厄介である。

「撃つか？　吸いこむのか？　どっちにしろ、俺も困る。あれも俺の友人なんだ。丈斗、俺が交こう渉しようするから手を出すな」

　遊天童子はそう言うと銀色の巣へむかって、丈斗の作った道を歩いてゆく。

　途と中ちゆう、その手前にあった小さな巣を蹴け飛とばして、前へ進む。

　蹴飛ばされた巣から、つるりとキツネのような妖怪が出てきた。

　額に三つ目の縦長の目があり、耳の横に山羊やぎのような渦うずを巻いた小さなツノがあるが、遠目ではただのキツネである。

　キツネは後ろにいる遊天に振ふりむくが、すぐに丈斗を睨にらんで唸うなりだす。

「おい待てよ。俺じゃないぞ。蹴ったのは遊天だぞ」

　言葉は通じない。

　キツネは丈斗を目指し、道を走りだす。

　丈斗はあわてて、魔法円を頭の中で描えがき、エノク語を早口で唱える。指で描いている暇ひまはない。

　キツネが道を抜ぬけ、丈斗へむかって速度をあげた。

　三回目が唱え終わったのは、キツネが丈斗へむかって飛びかかってきた瞬しゆん間かんだった。

「エウート！」

　丈斗の目の前で、キツネが左手の中へ吸いこまれて消える。

　襲おそってきた感情は、無性に、

　──白い飯が食いたい！

　というものだった。炊たき立てのごはんが丈斗の脳のう裏りに浮うかび、口の中がよだれで一いつ杯ぱいになる。

　その感情はすぐに消え、次に喉のどが焼け付くように渇かわいた。まるで、焼けた塩を喉の中にぬりつけられたように、ヒリヒリと熱い。

　丈斗は急いで、床ゆかに落ちている缶かんコーヒーをつかみあげ、蓋ふたを開けて、一気に飲み干した。

　渇きが癒いえると、今度は右みぎ腕うでが痺しびれだした。指が動かない。握にぎっていた携けい帯たいが指から、すべり落ちる。

（なんだよこれ……）

　丈斗には見えた。自分の右腕が巨きよ大だいな鬼おにの腕に変わっているのが──。

　どんなプロレスラーの腕とも比べることができないほど、発達した筋肉。そして、太い指の先に生えている虎とらのような爪つめ。

　立っているというのに、右手の爪は軽く、床に触ふれていた。

（俺おれ、こんな腕のまま、夏芽と遊園地に行くのかよ？）

　左手で、その腕をつかむと、すべてが幻げん覚かくだったように自分の右腕に変わる。しかし、ギブスがはめられているかのように、動かないのは同じである。

　限度一杯まで、エレメントが右腕に蓄ちく積せきされたらしいことを、丈斗はぼんやりと知った。

　そのため、妖よう怪かい化かした右腕が見えたのである。

「雨神さーん。そんなところで飲んでないで、こっちでお夜食タイムにしませんか？　私、お夜食、作ってきました。腹が空すいては戦いくさができませんよ」

　ウサギのリュックからランチボックスを取りだしたサヤが、丈斗に手を振りながら大声で言う。

　丈斗は空の缶を床に置いて、サヤに答えた。

「夜食？　妖よう魔またちを目の前にして、ここで食うつもりかよ？　下手へたすれば、俺たち全員、死ぬかもしれないんだぞ？」

「だから食べるんです。死んだら、せっかく作ったお夜食が心残りになっちゃいますよ」

　丈斗はあきれながら、サヤの言葉にそういうものかもしれない、と変に納なつ得とくする。

「ウサギのサンドイッチとウサギのおにぎり、雨神さんはどっちがいいですか？」

「いらねえよ。物を食う気分じゃない……」

　言いながら、遊天童子の方へ視線をむけると、黒い背広姿の男が見えた。

　黒い帽ぼう子しを被かぶりサングラスをした、昔のギャング風の男である。遊天童子と、静かになにかを話し合っている。

（あれが、銀色の巣に入っていた妖怪なのか？）

　──突とつ然ぜん、男が鋭するどい妖よう気きを発しながら、いくつもの目を持つ、巨きよ大だいな蛇へびのような怪かい物ぶつへと変化する。

　それを受けて遊天童子も、すばやく姿を変えた。虎とらのような頭と、異様に筋力の発達した鬼おにのような肉体をもつ獣じゆう人じんである。異様に両手が大きく、ナイフのような爪つめが並んでいる。

（なんだよ？　交こう渉しよう決けつ裂れつなのか？）

　大だい蛇じやが赤い口を開いて威い嚇かくすると、遊天童子も耳まで裂さけた口を開き、白い牙きばを見せて吠ほえた。

　凄すさまじい妖気が、ビリビリとあたりの巣を震ふるわせる。

　丈斗も肌はだが震えるのを感じた。

　じっとにらみあったのち、二匹ひきの怪物は同時に動いた。

　大蛇が遊天童子の肩かたに食らいつき──。

　遊天童子の両手の爪つめが大蛇の首に刺さしこまれる。

（相打ちか？）

　そのまま動きを止めた二匹を見て、丈斗はそう思った。

　しかしよく見ると、爪は大蛇の首に刺さっていない。寸前で止められている。

　大蛇の牙もそうである。遊天童子の肩に触ふれていない。

　その力を示して、威嚇しただけのことである。

　二匹はゆっくりと身を離はなし、もとの姿へと戻もどってゆく。

「雨神さーん！」

　ふいに耳もとで怒ど鳴なられ、丈斗は身を震わせて驚おどろいた。

　サヤである。うれしそうに丈斗の横に立っている。

「なんだよ。あぶないからさがってろよ」

「ですから、どっちにします？　ウサギのおにぎりと、ウサギのサンドイッチ」

　ランチボックスを開けて、丈斗に中を見せる。

　型かた抜ぬきされたウサギのおにぎりと、ごく普ふ通つうのサンドイッチが、ふたつずつ並んでいた。

「いらないよ」

「自信作なんです。味見してください」

「だからさ……」

「おにぎりの目が小梅で、中身はオカカなんです。サンドイッチの方はハムとチーズとレタス。どっちも、ものすごーく、おいしいですよ。あの世で後こう悔かいしてもしりませんよ」

　あまりにもしつこいので丈斗は仕方なく、長方形に切られた、サンドイッチの方へ手を伸のばした。手にして、ふと気づく。

「これのどこがウサギなんだ？」

「中身のハムがウサギなんです」

「えっ？　ウサギの肉か？」

　丈斗は顔をしかめて、サンドイッチを戻もどした。

「ちがいます！　ハムがウサギ型なんです。ほらほら、見てください。ほら、ほら」

　話がついたらしく、黒い背広姿の男が、道を通って丈斗の方へ歩んでくるのが見えた。

「サヤ、戻れ。妖よう魔まが来るぞ」

「でも、サンドイッチ……」

　丈斗はすばやくサンドイッチを口に入れ、飲むような勢いで胃に収めた。

「食った。うまかった。戻れ！」

「はい」

　サヤがうれしそうに微笑ほほえんで、駆かけ戻ってゆく。

　丈斗は、右手を突つきだして身構えた。

「撃うつなよ」

　遊天童子が言う。

　男は歩調をゆるめることなく、丈斗の横をすり抜ぬけて、通りすぎてゆく。

　丈斗は振ふりむいて、たずねた。

「あんた、知ってるなら教えてくれよ。どうして俺おれの妹が妖よう怪かいになったのか？」

　男は立ち止まり、振りむき、帽ぼう子しを少しだけつまんで言った。

「サーデア、ラ」

　そして、立ち去ってゆく。

「なんて言ったんだ？」

　丈斗の問いに、遊天童子が面めん倒どうそうに答えた。

「ごきげんよう。と言ったんだ」

「外国の妖怪なのか？」

「ああ、霧きり山やまと同じ星から来た妖怪だ」

「星から？」

「日本にだけ妖怪がいるわけじゃないぞ。他の惑わく星せいにも、宇宙空間にも、妖怪はいるんだ」

「霧山って、クラブ卒業生の……。それじゃあ、サヤたちは宇宙人なのか？」

「自分で聞け」

　遊天童子は後ろの扉とびらを開け、闇やみの中へと去ってゆく。

　ともかく、道はできたのである。そして、右手にはエレメントが溢あふれている。

　左手で携けい帯たいをつかみだし、丈斗は九堂に伝えた。

「道ができた。今から行く」

『わかりました。では、こちらも予備のバッテリーを接続して退たい魔まの準備をします』

「なんだよバッテリー、予備があったのかよ？」

『退魔用に温存しておいただけです。操作に専念しますので、携帯を切ります。部へ屋やの前に着きましたなら、ドアを三回叩たたいて合図してください。デビモの悲鳴があがれば、戦せん闘とう開始の合図です』

「わかった」

　携帯が切れる。

　丈斗はのんびりと夜食を食べているサヤのもとへ、足早に戻った。

「行くぞ。道ができた」

「ちょっと待ってください。まだ、食べてる途と中ちゆうなんです」

　米こめ粒つぶを口から飛ばしながら、抗こう議ぎするサヤの手を引いて、丈斗は怒ど鳴なった。

「ぼやぼやしてると、巣が動いてまた道がふさがるんだよ！　立て！」

「あ、あとかたづけを……」

「するな！　懐かい中ちゆう電灯と退魔の道具以外、全部そこに置いてけ！　行くぞほら！」

「はい！」

「食いながら、返事するな！」

　顔に飛んで来た米粒を払はらい落として、丈斗が怒鳴る。
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　もぐもぐといつまでも口を動かしているサヤの手を引いて、丈たけ斗とは妖よう魔まの道を抜ぬけた。

　ドアを開けると、長い廊ろう下かが伸のびていた。

　つきあたりに、大きな両開きのガラス扉とびらがある。針金の入った強化ガラスの扉だった。外の明かりが、わずかに射しこんでいる。

　懐中電灯の明かりを、ガラス扉へむけてサヤが言う。

「あそこが第二校門です」

　ピーチが駆かけてゆき、ガラス扉の前で右に曲がった。通路がＬ字型をしていることを、丈斗は知った。

「行きますよ」

　ピーチを追うように、サヤが足早に進んでゆく。さっきまで手を引いていた丈斗が、今度は逆に手を引かれていた。

　不自然なほど、あたりにはまったく妖よう怪かいの気配が無い。

　丈斗たちは角を曲がり、明かりをその奥おくへむけた。

　右側にずらりと、いくつものドアが並んでいる。ピーチが中ほどにあるドアの前で吠ほえた。

「あれか？　奥から三番目のドア」

「そうです。ドアを開けたら戦せん闘とう開始ですから、がんばってくださいね雨神さん」

　と、そのドアへ進みながら、サヤが言う。

「どうすればいいんだ？」

「右手に溜ためたエレメントで、デビモを撃うつだけです」

「そんだけなのか？　なにか作戦はないのか？」

「作戦はありません。先せん輩ぱいがデビモを押おさえてますので、近づいて撃つだけです。そんだけです」

　あまりにも簡単そうにサヤが言うので、丈斗は不安になった。

　そのドアの前である。中からエノク語を唱える九堂の声が聞こえている。

　それにあわせて、サヤもエノク語を唱え、魔ま法ほう円えんをひとつ空くうに描えがいた。

　ぼんやりと、魔法円が空で輝かがやく。

　それを見て、丈斗が言った。

「なんだよそのウサギの魔法円は」

　中央の星が、ウサギの顔になっている。

「エヘ、雨あま神がみさんにはバレバレですね。私の考えた勇気の魔法円です」

　恥はずかしげに、サヤが微笑ほほえむ。

（脱だつ力りよくの魔法円のまちがいじゃねえのか？）

　そう思いながらも丈斗は、その魔法円から流れてくる、そよ風のような心ここ地ち好よい気を感じ取っていた。

「じゃあ、行きますよ」

　ドアノブに手を置いて、サヤが真しん剣けんな表情をする。

「ああ……」

　丈斗がうなずくと、サヤは軽く三つ、ドアをノックした。

　とたんに白い光が、その扉とびらの隙すき間まから漏もれた。

　九堂が行動を開始したのである。

　サヤがドアノブを回す。──と、サヤの体が悲鳴と共に、丈斗の方へ飛んできた。

「うわっ！」

　丈斗はとっさにそれを抱だき止めるが、支えきれずに廊ろう下かへ倒たおれこむ。

「雨神さん、早く！」

　丈斗の上に乗ったまま、サヤは部屋の中を指さす。

　開け放たれたドアのむこうから、太陽光のように目ま映ばゆい光が放射していた。

「どけ！」

　サヤを押しのけて、丈斗は部へ屋やの中に飛びこんだ。

　そこは、水のないプールが置かれた水泳場だった。

　色とりどりの光が、プールの中へむかって放たれている。

（魔法円？）

　光によって映し出されたいくつもの魔法円だった。

　プールの縁ふちに置かれた数台の機械から、レーザー光によって作られたものが、照射されているのである。

　その魔法円の中央に、動きを封ふうじられた妖よう魔まの姿が見えた。甲こう羅らの無いカメを思わせるその姿。まぎれもなく夢に出てきたあの妖魔である。

「撃うってください！」

　九く堂どうの声が響ひびいた。

　プールの内側の縁に、器材に囲まれた九堂の姿が見えた。妖魔との距きよ離りはわずか五メートルである。

「雨神さん、早く妖魔を！」

　後ろからサヤの声が響くより早く、丈斗は動いていた。

　プールの縁へ走りこみ、左手で右手を持ちあげるようにして、妖魔へかざす。

　しかし──。

　撃てない。

（……夏なつ芽め？）

　妖魔の前に、彩さい音おん寺じ夏芽の姿が見えた。

　目を閉じ、うなだれたまま立っている。

　しかし、まぎれもなく、それは夏芽だった。

　妖魔は彼女を楯たてにし、その背はい後ごに身を置いている。

（幻げん覚かくを見せているのか？　それとも……）

（噓うそだ！　これは幻覚だ！）

　丈斗は信じなかった。夏芽が妖魔に捕つかまっている。そんな状じよう況きようを強く否定した。

（こんなんで、騙だまされるかよ！）

　しかし、丈斗は妖魔を撃つことができない。

「雨神さん！　早く！」

　九堂が叫さけぶ。

　──『我らを撃つと死ぬぞ』『死ぬぞ』『この女』『彩音寺夏芽』『夏芽』『死ぬ』『死ぬぞ』

　複数の声がその妖魔から響いた。

「噓うそを言うな！」

　──『我らの声を聞け』『聞け』『夏芽は我らの一部』『仲間』『智ちをつかさどる一部』『重要な一部』『この体の一部』『おまえが撃てば、死ぬ』『死ぬ』『夏芽は死ぬ』

「死ぬ？　夏芽が!?」

　──『見み逃のがせ』『我らを見逃せ』『このまま』『撃つな』『まもなく』『まもなく』『まもなく』

　九堂が怒ど鳴なる。

「なにをしているのですか雨神さん！　早く！　早く撃ってください。バッテリーが切れてしまいます！」

「待ってくれ。夏芽が捕つかまってるかもしれないんだ」

　九堂にそう言ってから、丈斗は右手をむけたまま妖よう魔まへ近づいてゆく。

「ほんとうなら……返せ、夏芽を返せ！」

　──『できない』『我らの一部』『重要な一部』『望んでいない』『夏芽も我らから出ることを』『望んでいない』

「噓だ！」

「残念ながら本当だ丈斗」

　丈斗の後ろから遊天童子の声がした。遊天童子は、のんびりとした足取りで、丈斗の横を通りすぎながら言う。

「夏芽は自分から望んで、あいつらの仲間になったんだ」

「夏芽が自分から妖よう怪かいになりたがったなんて……、そんなことあるわけない！」

　丈斗は叫さけぶような声で、そう否定した。

　背をむけたまま丈斗の前に立った遊天童子が、右手を妖魔にむけて怒鳴る。

「黙だまっていないで、丈斗になにか応こたえたらどうなんだ彩音寺夏芽！　そんな幻げん像ぞうなど見せずに、本当の姿を見せろ」

　妖魔の前に見えていた夏芽の幻像が消える。

　そして、妖魔の右の脇わき腹ばらが目のように横に開き、中から夏芽の顔がせりでてきた。

　紙のように白い、夏芽の顔だった。

「夏芽……」

　丈斗が呼びかけると、夏芽は両目を開いて答えた。

「ごめんね……。丈斗くん……、私……。ごめんね」

「どうしてだよ。どうして、こんな奴やつらの仲間になってるんだよ？」

　夏芽は視線をそらして、言った。

「仕方ないの……」

「仕方ないってなんだよ！　夏芽、戻もどってこいよ。俺おれと遊園地、行くって、約束したじゃないかよ」

「ごめんね。ごめんね丈斗くん、私のことはもう忘れて」

　夏芽の顔が妖よう魔まの中へ消える。

「夏芽！」

　丈斗は叫さけんだ。

　もう、返事はない。

（どうして？　どうしてこんなことになってるんだよ？）

　一いつ瞬しゆん、なにもかもがわからなくなった。自分がどこに居て、なにをしようとしていたのかさえも──。

　足もとが崩くずれ、なにもない闇やみの中へほうり投げられたような感じである。

（もしかして俺おれ……、また悪い夢を見てるんじゃないのか？）

　すべてが夢であって欲しい。丈斗は強くそう願った。

　遊天童子が涼すずしい声で言う。

「丈斗、戦いは終わりだ。腕うでをおろせ。夏芽を殺せない以上、奴やつを倒たおすことはできない。見み逃のがすことを条件に、自分と妖魔クラブに手を出さないことを約束させろ」

「夏芽は、どうなるんだ？」

「あいつはもう、戻らない。このまま、奴らの一部となる」

「雨神さん、まだですか？　もう時間がありません！」
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　九堂が絶ぜつ叫きようする。

「もう少しだけ待ってくれ！」

「六十秒！　それが限度です」

「わかった」

　丈斗は遊天にむき直ってたずねた。

「夏芽を助けることはできないのか？　もう人間には戻せないのか？」

　遊天童子は背をむけたまま答えた。

「丈斗と同じ、半はん妖よう怪かいだ。今ならまだ助けることはできるかもしれないが、夏芽がそれを望んでいない」

「教えろ遊天。その方法を」

　丈斗はそう小声で言って、突つき出している右手を遊天童子の背へむけた。

「俺を脅おどすのか？」

「夏芽が望んでなくとも、力ずくで助けだす。教えろ遊天！」

「よせ丈斗。おまえに俺が撃うてるわけがない。そんな脅しは意味がないぞ。それに、そのくらいの力じゃ、俺は死なない」

「大おお怪け我がぐらいはするんじゃないのか？」

「………。俺を撃てば、奴との交こう渉しようが成立しない。奴はおまえを食い、九堂とサヤを食い殺すことになる」

「サヤたちなら、なんとか自分で自分の身を守るはずだ」

「かもしれないな。だが丈斗、おまえは食われるぞ」

「雨神さん、残り三十秒！」

　九堂が怒ど鳴なる。

「雨神さん、急いでください！」

　そのサヤの叫さけび声ごえにあわせて、ピーチも吠ほえる。

　丈斗は遊天童子の背にむかって、静かに告げた。

「夏芽を救えないくらいなら、ここで食われた方がましだ」

　丈斗は遊天童子の背から、番ばん傘がさを引き抜ぬく。

「おい！」

　血相を変えて振りむいた遊天童子に、丈斗は怒鳴る。右手を番傘へむけて──。

「動くな！　こいつをふっ飛ばすぞ！」

　遊天童子は怒いかりに、口を耳まで裂さけさせた。獰どう猛もうそうな白い牙きばが光る。

「丈斗……」

「さあ、教えろ遊天！　何百年かかったかしらないが、おまえのコレクションが全部パーになるぞ」

　本気である。遊天童子はそう悟さとり、怒りを押おさえて、小声で言う。

「奴の頭を撃うて。そこにいるのが集合体のボスだ。だが、それでも勝てる可能性は薄うすいぞ」

「サンキュー」

　番傘を遊天童子へ投げ返して、丈斗は跳とんだ。

　プールの中央へ。妖よう魔まへむかって──。十メートル以上の距きよ離りを、助走もなしに、丈斗は飛び越こえたのである。

　肉体にみなぎった、妖よう怪かいの力だった。

　伸のばした丈斗の右手が、魔法円の結界を突つき破る。

　薄いガラスを突き破るように──。

　妖魔が叫び、目の前に飛んできた丈斗へ鋭するどい爪つめの一いち撃げきを、くりだす。

　丈斗は俊しゆん敏びんな動きで結界の壁かべを蹴けり、妖魔の爪を横にかわした。

　そのまま、妖魔の頭へ飛ぶ。

「夏芽を返せ！」

　丈斗は叫び、妖魔の頭を右手でわしづかみにする。

　そして、撃った。

「エウーハ！」

　──ドン！

　閃せん光こうと共に妖よう魔まの頭が、跡あと形かたもなく吹ふき飛ぶ。

　その衝しよう撃げきに、丈斗の体も後ろへ飛んだ。
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　急いで身を起こすと、あたりの様子が一変していた。

「……ここは？」

　ぼんやりと、自動販はん売ばい機きの明かりが灯ともる、食堂前の通路だった。

「命びろいしたな丈斗」

　すぐ横で遊天が壁を背にして立っていた。

　丈斗は頭の後ろに痛みを感じた。右手で触さわると、大きなコブができている。

　エレメントを撃ったあと、飛ばされて気絶したのである。

「夏芽はどうなった？」

「……あきらめろ」

　そう言って遊天が小さく首を横に振る。

「あきらめろってなんだよ！　サヤたちはどこだ？」

「裏山に最終兵器を取りに行った。サヤたちはまだ、やる気でいる」

「最終兵器？　それじゃあ、デビモはまだ生きてるのか？　俺おれの一撃で倒たおれたんじゃないのか？　俺は、失敗したのか？」

「いや、おまえは見事にボスを撃った。だが奴やつらは、すぐに別のボスを選出してきた。夏芽のせいだ。妖よう怪かいたちに、あいつが知ち恵えを与あたえている。言うなれば、夏芽が裏ボスのような存在だ」

「夏芽が……？」

「そうだ。あの女が妖怪たちを集めたと言ってもいい。だから獰どう猛もうな力と知能を兼かね備えた集合妖怪となったんだ」

「どうして、そんなことに……」

「知らなくてもいいことだ。もうすべて終わった」

「終わった？」

「夏芽はおまえを助けるため、奴らと対立した。丈斗が気絶した時、奴らはおまえを食おうとしたんだ。それを夏芽が止めた。奴らにとっては、裏切りだ。奴らは夏芽を食うだろう。そして、やがて分ぶん裂れつする。行動目標を定める者がいなくなるのだから当然だ。もとの個々に分裂して、もはや強い力を持つことはない。事件はそれで終わりだ」

「そんなのあるかよ！」

　丈斗は立ちあがり、携けい帯たいを取りだした。

「もうよせ丈斗。この戦いから手を引け」

「こんなんで、やめられるわけないだろ！」

　遊天童子に怒ど鳴なり、丈斗はサヤを呼びだす。

『はい、桜宮です』

「どうする気だ？」

『あ、雨神さん、頭、だいじょうぶですか？　こっちはもう心配しないでください。最終兵器を使いますから』

「最終兵器ってなんだ？」

『えーと、えーと、残念ながら、それはお話しできません』

「勝てるのか？」

『はい、だいじょうぶです。もうバッチシ。あ、今、九堂先せん輩ぱいと代わります』

　携帯のむこうから、冷静な九堂の声が響ひびく。

『雨神さん、ご協力、ありがとうございました。霧きり山やま先輩の使用許可がおりましたので、今から妖よう魔ま術じゆつクラブの最終兵器を使い、デビモを討とう伐ばついたします。ですので雨神さんのお力は、もう不要です』

「……でもな」

『これ以上深入りすると、あなたは完全な妖よう怪かいになってしまいます。ご協力、誠まことに感謝。では、これにて失礼』

　通話が切れる。

「おい、九堂！」

　リダイヤルを押おすが、出ない。やがて女性のアナウンサーがいつもの口調で告げる。

『電波の届かない場所におられるか、電源が……』

　どうやら電源を切ったらしい。

「ちくしょう！　あいつら、夏芽が捕つかまっていること、ちゃんとわかってるのかよ！」

　ふいに──凄すさまじい妖よう気きを丈斗は感じた。

（なんだ？）

　丈斗は天てん井じようを見あげた。

（来る）

　それは今まで感じたのとはちがう、不可思議な妖気だった。

　地下校舎の妖魔たちの発していた妖気には必ず、獣けものの臭においのようなものがあった。そして心の動きによって、妖気の強さに変動があった。

　しかしそれにはまったく、それらがない。無機質で変化のまるでない妖気である。

　それが近づいてくる。

　丈斗は階段へむかって走りだす。

「やめろ丈斗！　今の奴やつらに、おまえたちは勝てない。無む駄だに死ぬだけだ」

　遊天童子の言葉に背をむけて、丈斗は階段を駆かけあがる。

　体が軽い。妖よう怪かいの力がまだ体の中に残っているらしい。

　階段の上で待ち構えていたピーチが、丈斗の行く手を遮さえぎって吠ほえる。そうするようにサヤから命令されているらしい。

　丈斗は軽々とピーチの上を飛び越こえた。

　獣のような速度で、丈斗は校舎の中庭へと飛びだす。

　犬の妖怪であるピーチさえも追いつけないほどの速さで──。

　光る物体が、凄すさまじい妖気を発しながら坂道をおりてゆくのが、木々のむこうに見えた。

　丈斗は中庭を一気に駆け抜ぬけると、柵さくを乗り越えて坂道へと飛んだ。

　高さ五メートル。二階の窓から飛びおりるのに等しい高さである。

　しかし丈斗は、なんのためらいもなく飛んでいた。それほどの高さを感じなかったのである。

　そして丈斗は軽々と、坂道の途と中ちゆうへ着地した。すべて妖怪化の恩おん恵けいである。

　光るその物体が、地下校舎へ続く第二校門の前で停止していた。

　街灯の明かりが、その光る物体の姿を照らしだしている。

　それは、水上バイクを思わせるような、大きさと形態をした乗り物だった。白い涙るい滴てき型がたのボディにバイクのような座席がふたつ並んでいる。

　乗っているのは、まぎれもなく九堂とサヤだった。

　問題なのは、そのバイクが地表より、一メートルほど上空に浮ういているということである。

　左右に小さな羽が何枚か突つきでているが、そんな物では飛べない。

　噴ふん射しや装置のような物が幾いくつか、バイクの下腹部から突き出ているのがわかる。しかしそれも、なにかを噴射しているようには感じられない。

　見えない水の上に浮かんでいるように、静かに漂ただよっている。

　丈斗は走り寄りがら、怒ど鳴なった。

「なんなんだよ、その乗り物は？　ＵＦＯか？　おまえらやっぱり宇宙人だったのか？」

「なにを言うのです。わたくしたちはまぎれもなく、生まれも育ちも日本、やまとなでしこですよ！」

　そう怒鳴り返す九堂の後ろで、サヤがうれしそうに丈斗に手を振る。

「雨神さん、ぶつけた頭、ほんとうにだいじょうぶですか？」

　なぜか背中に、おおきなウサギのヌイグルミを背負っている。

「それよりも、そいつはなんなんだよ！」

　丈斗はふたりの前を遮って、指さした。

　バイクの周りには強い結界がバリアのように張はられており、丈斗でさえも近づくことができない。

「ウサギのサムくんです。背負っていると、とっても安心するんです」

「そうじゃなくて、その乗り物だよ！」

　後ろから遅おくれて駆かけてきたピーチが、サヤに吠ほえる。

　サヤは勘かんのようなものでそれに気づき、右手をかかげた。

「ピーチ、ハウス！」

　声と共にピーチの体がエレメントに変形し、サヤのポケットの中へと吸いこまれて消える。

「これは魔ま戦せん機き０ゼロ６ロクです。霧山先せん輩ぱいから預かっている対妖よう魔ま用ように作られた戦せん闘とう機き。退どきなさい雨神さん。怪け我がをしますよ」

　眼鏡めがねを直しながら、九堂がそう説明した。

「これ、実戦に使うの私たちも初めてなんです。あぶないですから、早く、早く」

　サヤが大きく手を横へ動かす。

　丈斗が体を横に退かすと、魔戦機の先せん端たんから糸のように細い、レーザーのような物が発射された。

　レーザーは、第二校門をふさいでいたバリケードの鉄骨を十字に斬きり裂さく。

　けたたましい音をあげて、バリケードが崩くずれた。

「それじゃあ、その霧山とかいう奴やつが宇宙人なのか？」

「失礼な！　異星で生まれたというだけで、霧山先輩もわたくしたちと同じ人間です」

　魔戦機がゆっくりと動きだし、切り裂いた入り口の扉とびらを押おしのけ、地下校舎の中へと入ってゆく。

　丈斗もその後を追って、通路を走る。

「つまり、霧山は異星人で、その機械も異星から来た機械なんだな？　それじゃあ、俺おれが預かっている護ご符ふも……」

「私たちが使っている妖魔術もそうなんです。でもこれ、全部ないしょですからね」

「知ってしまった以上、雨神さんも当クラブの掟おきてに、従ってもらわなくてはなりません」

「掟の第一条、部室では全員ウサ耳着用です」

　うれしそうにそう言ったサヤの言葉を咳せき払ばらいで制して、九堂が魔戦機のレバーに手を置いた。

「……ともかく、詳くわしい説明はあとです」

　魔戦機からまたレーザーが発射され、ドアの蝶ちよう番つがいを破は壊かいする。

「サヤさん、頭を低くしてください」

「はい、先輩」

　入り口が狭せまいため、魔戦機は機体を斜ななめにしながら、ゆっくりと通過する。

　水泳場に、妖魔の気配はなかった。

　サヤたちが持ちこんだ器材が、バッテリー切れのまま、放置されているだけである。

「どうやら地下二階へ逃にげたようですね」

「はい、先輩。レーダーに反はん応のうが出てます」

　つきあたりのドアへむかって、魔ま戦せん機きが速度をあげた。

「おい、待てよ！　俺おれも連れてけ！」

「助すけ太だ刀ちは不要といったはずです」

「妖よう魔まに彩音寺が捕つかまってるんだ。そんな機械でむちゃくちゃに攻こう撃げきされたら、彩音寺まで死んじまうよ」

「彩音寺？　それは誰だれですか？」

　ドアの前で止まった魔戦機に追いついて、丈斗は言った。

「おまえらも忘れかけちまってるのか？　彩音寺は、桜宮と同じクラスだぞ」

「私とですか？　彩音寺さん……？　えーと、えーと、ああ、彩音寺、夏芽さんですね」

　サヤの中に夏芽の記き憶おくがあることを知り、丈斗はほっとした。

　夏芽がまだ、妖魔たちに食われていないという証あかしである。

（今ならまだ助けられるはずだ）

「とにかく俺も行くぞ。さっきだって、だいじょうぶだとか言って、結局は俺に助けられたんじゃねえかよ。おまえら、自信過か剰じようなんだよ！」

「しかし雨神さん、あなたの妖よう怪かい化かがさらに進んで……」

「俺のことはどうだっていいんだよ。連れてけ！」

　丈斗は両手を広げて、ドアの前に立ちはだかった。

　九堂は一いつ瞬しゆんだけ悩なやみ、サヤに言う。

「サヤさん八はつ卦け占うらないを」

「はい、先輩」

　サヤはポケットから、キーホルダーのついた小さな箱を取りだす。

　よく見ると、お菓か子しのおまけについてるようにちゃちな、バネ仕じ掛かけで動く占いの玩具おもちやである。

　サヤは祈いのりながら手の中でレバーを弾はじいた。そしてスロットマシンのように回転している表示が、止まるのを待つ。

「えーと、出ました。雨神さんを連れて行くと、九割の確率で私たちは生き残ります。連れて行かないと……、たったの二割ですよ」

　九堂は軽くうなずくと、魔戦機の結界を弱め、丈斗へなにかを差しだす。

「では雨神さん。ご協力を。どうやら、わたくしたちには計り知れない力を、デビモは秘ひめているようです」

　受け取ると、それは飾かざりのない、金と銀ふたつの腕うで輪わだった。

「金を左に、銀を右手につけてください。エウートとエウーハを制せい御ぎよし、力を高める装置です。さきほどのように、吸いこんだ妖魔に感化して、暴れるようなこともなくなります。はめましたら、左手をこちらへ」

　言われたとおり腕輪を装着して、丈斗は左手を九堂の方へ差しだした。

　プラグのついたコードのような物を、九堂がその左手に押おし当てる。

　強きよう烈れつな衝しよう撃げきが左手に走り、丈斗は声をあげて飛び退のいた。

　とたんに右みぎ腕うでが重くなる。人工的に作られたエレメントを大量に注入されたことを、丈斗は知った。

「蓄ちく積せき率りつ七十五パーセントです」

　サヤがゲージを見ながらそう答える。

「そんなところかと思いますが……、雨神さん、どうしますか？　満まん杯ぱいにしますか？」

　妖よう魔まの時のようにおかしな感情に責めたてられないのはいいが、感電するようなその衝撃はひどく心臓に悪い。

　丈斗は大きく、首を横に振った。

「なにか肉体に不都合が出た場合、腕輪から警告が出ますので、その指示に従ってください。では突とつ撃げきです」

　レーザーがドアを壊こわしはじめる。

「待てよ。作戦は？」

「ありません。力で押さえつけるのみです」

「彩音寺はどうなるんだ？」

「捕ほ獲かくですので、心配は無用です」

　ドアを押し破り、魔戦機が下へと伸のびている階段をすべりおりてゆく。

「おい、待てよ！　そんなんで勝てるのか？　おい！」

「雨神さん悪いんですけど、これ、ふたり乗りなんです。走ってついてきてくださいね」

　少しも丈斗の言葉など聞いていない。

　仕方なくサヤたちを追って、丈斗も階段をおりようとすると──。

　入り口の横に、遊天童子が腕うでを組んで立っていた。なにか言いたげな表情である。

「止めても無む駄だだぞ」

　丈斗が先にそう言うと、遊天童子は大きくうなずいた。

「一度言いだすと、おまえはきかない奴やつだ。もう、止めはしないよ。おまえの死ぬところ、しっかりとこの遊天童子が見届けてやる」

「そして、俺おれから出た妖よう魂だまをコレクションするってわけだな？」

「もちろんだ」

「まだ俺が死ぬとは、限らないぞ。勝負なんて、やってみなくちゃ、わからないんだから」

「そうかもな。だが、たとえ生きて帰れたとしても、おまえはもう元の人間には戻もどれないぞ。あと一発でもエレメントを撃うてば、一生このまま妖よう怪かいたちを目にして暮らすことになる。つまり半妖怪だ」

「どうせ、あたりに奴らが居ることには変わりないんだ。だったら、見えないより見えた方がいい。それに……、妙子のことも忘れずにすむ」

「……そんなに、夏芽が大事なのか？」

「遊天、おまえ言ったじゃないか。俺おれたちはいざとなったら、流れを止めることができるって。今がそうだろ？　ちがうのか？　だから俺は行く。ここで夏芽を見捨てたら、絶対に後こう悔かいする。このまま流されるのなんて……、こんな終わり方なんて、俺は絶対に嫌いやだ！」

　遊天童子は目を伏ふせて、黙だまりこむ。

「遊天、おまえはどうなんだ？　このまま、俺のすることを、ただ見続けるのか？　テレビを見続けるみたいに。遊天、俺に力を貸せ！　俺といっしょに戦ってくれ！」

　遊天童子は、なにも答えようとはしない。

「わかったよ……遊天」

　丈斗はサヤたちを追って、飛ぶように階段を駆かけおりてゆく。
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　階下は、むきだしのコンクリートに覆おおわれた、巨きよ大だいな地下駐ちゆう車しや場じようを思わせる場所だった。

　広さだけは野球場ほどもあるが、スポーツをするには、天てん井じようが低いこととまばらに立ち並んでいる鉄骨の柱がじゃまである。

　その部へ屋やの中央に、サヤたちの魔ま戦せん機きは停止していた。

　妖よう魔まの姿は見えない。

　けれど丈斗は、あたり全体に充じゆう満まんしている妖魔の気配を感じた。

（なんだよこれ？　まるで分散しているみたいだ）

　そのため、本体がどこにいるのかわからない。

（壁かべ際ぎわなのは確かだけど……）

　魔戦機へ丈斗が近づこうとすると、九堂が手をかざして言った。

「雨神さん、離はなれた場所で、とりあえずわたくしたちの戦いを見ていてください」

　丈斗がうなずくと、魔戦機の下から光の輪が床ゆかへ照射された。光で作られた魔法円である。

　次々と形を変えながら、徐じよ々じよに大きくなってゆく。同時に、スピーカーから聞き取れないほど早口のエノク語が流れだす。

　結界が魔戦機を幾いく重えにも包みこんでゆくのが、丈斗には見えた。

　そして、魔戦機の中心に、エレメントが蓄ちく積せきされてゆく。その量は、丈斗が右手に貯えた量を遥はるかに超こえている。

（どうやら本当に、俺の助けはいらないみたいだ）

　少し安心した丈斗は片かた膝ひざをつき、右手の拳こぶしを床にあてた。立っているのが苦しいほど、右手が重いのである。

　警けい戒かいしながら準備を開始した魔ま戦せん機きは、まもなく戦せん闘とう態勢を完かん璧ぺきにした。

「パワーユニット二十五。スベルト値が不安定ですが、だいじょうぶでしょう。行きましょうサヤさん、しだれ囲いは万全です」

「はい先せん輩ぱい」

　魔戦機の上のサヤがカラフルな杖つえのような物を手に、魔法円を描えがきはじめる。

　楽しげに、踊おどっているかのように──。

　水面に落とした滴しずくの波は紋もんのように、きらきら光る魔法円がいくつも、妖よう魔まへむかってサヤから飛んでゆく。

　同時に鋭するどい音を立てて、魔戦機から続けざまに光が撃うちだされた。あたりの壁かべを叩たたき、いくつもの丸い焦こげ跡あとを残す。

　焦げ跡は、退魔円を象かたどっていた。

　うめき声をあげながら、分散していた妖気が魔戦機の前方へむかって、動きだした。

　およそ三十匹ぴきほどの妖魔たちである。集合して一匹の妖魔へ変へん貌ぼうしようとしている。

（夏芽はどこだ？）

　丈斗は夏芽の姿を探した。どこにもそれらしい姿はない。

　やがて甲こう羅らのない亀かめのような、一匹の妖魔ができあがってゆく。

　身長三メートルほどの巨きよ体たいだった。天てん井じように頭がぶつからないように体を丸めている。

　しかし、以前とその頭がちがう。カメレオン頭から、毛の生えていない鳥頭に変わっていた。

　丈斗が頭を撃ち砕くだいたからである。

「サヤさん、正面です。十八メートル前方。妖魔係数七八〇ＥＰ。パワーユニット変わらず。エレメンタル合成、準備完かん了りよう。さてサヤさん、なにで行きますか？」

「ラビットのバージョン３、使用許可お願いしまーす」

「またそれですかサヤさん、それは却きやつ下かします。訓練途と中ちゆうの不完全なエレメンタル、この状じよう況きようでは不安です」

「えーと、それじゃあ、ビーナスですか？」

「それが無難でしょう。３５型ビーナスの使用許可します」

　ふたりのやりとりに痺しびれを切らしたかのように、妖魔が叫さけび声をあげながら、魔戦機へ襲おそいかかってきた。

「ラ！　エウーハ！」

　サヤの声が響ひびくと同時に、魔戦機の先せん端たんから大量のエレメントが発射された。

　それは妖魔の直前で、縦に広がり、人の形となる。

　対妖魔用の人工エレメ精霊ンタルである。

　その姿は女神だった。鎧よろい甲かぶとを纏まとった女兵士である。

　長い髪かみを後ろへなびかせながら、ビーナスは腰こしの剣けんを抜ぬく。

「悪あしき妖魔たちよ。おのれの欲望を捨て、その力を、光天の精霊たちへ返したまえ」

　魔戦機の上のサヤがそう唱えながら、杖つえを振ふりおろす。その動きにあわせて、ビーナスが剣を、妖魔の頭部へ斬きりおろした。

　妖魔の叫び声がやんだ。

　剣が妖魔の頭部を上からふたつに切り裂さき、喉のどのあたりで止まっている。

　ビーナスは剣をそのままにして、妖魔の両りよう腕うでをつかんだ。

　すするような音をあげ、妖魔の体からエレメントがビーナスへと吸いこまれて行く。

「妖魔係数七〇〇ＥＰ。さあ、一気に片を付けてしまいましょう」

　九堂の声にサヤは目を閉じたままうなずき、エレメントを吸いこむ力を強めた。

「係数六五〇ＥＰ」

　妖魔の肉体がへこみはじめた。まるでビニール人形から空気が抜かれてゆくかのように──。

「五五〇ＥＰ」

（勝てるのか？）

　丈斗は期待に腰を浮うかした。

　しかし──。

　妖魔が吠ほえた。

　頭部の剣を払はらい落とし、ビーナスの肩かたへ食らいつく。

「い、いやーっ！」

　サヤが苦痛に声をあげる。

「六〇〇ＥＰ。サヤさん！」

　エレメントが、ビーナスから妖魔へ取り返されはじめたのである。

　食らいついたビーナスの肩から、肉を引きはがそうと、妖魔が頭を左右にふる。

「い、痛いーっ！」

「サヤさん！　がんばるのです！」

　ビーナスは両手を妖魔の腕から離はなし、食らいついている頭を押おさえた。

　妖魔の両腕がビーナスを抱だき締しめ、押し潰つぶそうとする。

「あーっ」

　と声をあげたサヤが気を失って崩くずれこむ。それを九堂が抱き支えて、丈斗へ怒ど鳴なった。

「雨神さん、もはや限度です。デビモを消しよう滅めつさせます」

　丈斗はあわてて、立ちあがった。

「夏芽はどうなるんだ？」

「二分だけ時間を差しあげます。押さえつけておきますので、デビモの中から彩音寺さんを連れ出してください」

「どうやって？」

「あなたの愛と腕わん力りよくで、なんとかするのです」

「なんだよそれ？　冗じよう談だんか？」

「本気です。急ぎなさい！」

　わけがわからないまま、丈斗は右手をむけながら妖よう魔まへ走り寄った。

「夏芽を返せ！」

　──『黙だまれ！』『黙れ！』『人間め』

　強い妖気が妖魔から返ってきた。

　しかし、妖魔はビーナスを押おさえつけたまま動けない。

　魔戦機から放たれた魔法円が、鎖くさりのようにビーナスと妖魔を押さえつけているのである。

　丈斗はゆっくりと、妖魔へと近づいた。

「夏芽！　どこだ？」

　──『食ってやる』『食ってやる』『うまそうだ』『食う』『食う』『食う』『残らず』

「夏芽。返事をしてくれ。俺おれだ。丈斗だ」

　──『帰れ』『来るな』『来るな』『近づくな』『帰れ』

　丈斗はそっと右みぎ腕うでを伸のばし、妖魔の腹へ触ふれようとした。

「夏芽！」

　触れようとしていた腹の一部が大きく内側にへこみ、そこから声がした。

「どうして来たの？」

　夏芽の声だった。

「助けに、来たんだ」

　夏芽の顔が妖魔の内側から、押しだされてくる。人形のように表情のない真っ白な顔だった。

「なんのために？」

「……、帰ろう。俺といっしょに」

「どうして？」

「おまえ、このまま妖魔になるつもりなのか？　それでいいのか？」

「私は、もう妖魔……」

　丈斗は指を伸ばし、夏芽の頰ほおへ、そっとふれた。

「心配ない。俺も半はん妖よう怪かいだ。なんとかなるさ。遊天がそう言ってた。帰ろう。とにかく、帰ろう」

「帰れない……。もう帰れない……。私、姉さんを殺したの」

「えっ？　どういうことだよ？」

　夏芽は黙りこむ。

　丈斗は夏芽の頰に手を置いてたずねた。

「姉さんを殺したって、どういうことだよ。事故かなにかじゃないのか？」

「………」

　夏芽は視線をそらし、答えない。

「本当に夏芽が殺したのか？　殺そうとして殺したのか？」

　ちがう。そう否定するように、夏芽の目が丈斗へむけられた。

　丈斗は小さくうなずいた。

「とにかく、戻もどってこいよ夏芽。姉さんのことはともかく……、おまえ、自分で妖よう魔まになることを望んだのか？　なりゆきじゃないのか？　それでいいのか？　おい、夏芽！」

「………」

「じゃあ、帰ろう。なりたくないものに、なることなんてないさ。誰だれの指図も、聞く必要なんてないさ」

　丈斗は妖魔の腹の中へ腕うでを差しこみ、夏芽の腕をつかんだ。

「行こう。約束したじゃないか、俺と遊園地に行くって」

「でも……、もうダメ」

「ダメでも、決めるのは俺たちだ。どうするか決めるのは俺たちだ。そうじゃないのか？　帰ろう夏芽。俺、おまえのこと守るから。必ず守るから」

　ゆっくりと夏芽がうなずく。目からこぼれ落ちた涙なみだが、頰ほおで光った。

　丈斗は力をこめ、夏芽の体を妖魔の腹の中から引きだしてゆく。

　妖魔が苦痛にうめいた。

　──『やめろ！』『返せ！』『夏芽を戻せ！』『我らの物』『我らの物』『連れて行くな！』

　泥どろのような物を体にまとわりつかせた裸はだかの夏芽が、妖魔の中からあらわれでる。

　抱だき止めるが、夏芽は立っていられずに床ゆかに座りこむ。丈斗は急いで上着を夏芽の肩かたにかけた。

「雨神さん、彩音寺さんを救出したのですか？」

　九堂の目には、ぼんやりとした人ひと影かげしか見えていない。妖魔化のせいである。

「ああ、ここにいる」

「では、急いでこの場から離はなれるのです」

「どこへ？」

「どこでも結構です。妖魔術クラブの部室でもかまいません。とにかく、この妖魔たちから、彩音寺さんを遠くへ引き離すのです。あとはわたくしたちに任せなさい」

　そう言ってから、九堂は気絶したサヤの頰を叩たたいて怒ど鳴なった。

「さあ、サヤさん起きるのです。サヤさん！」

　それが合図になったように、妖魔たちが叫さけびながら、一いつ斉せいに分散した。そして退魔円の隙すき間まから外へ、一匹ぴきずつ逃のがれ出てゆく。

「行くのです雨神さん！」

　九堂が叫びながら、外に逃れ出た妖よう魔まの一匹を魔戦機のレーザーで撃うち落とす。

「わかった」

　丈斗は夏芽を抱かかえあげて、走りだす。

　夏芽の体は、ハリボテ人形のように重さが感じられなかった。妖魔化で夏芽の体が軽くなっているのか、それとも丈斗の腕わん力りよくが妖魔化で強くなったせいなのか、わからない。

　丈斗の首に腕を回し、夏芽がしがみついて来る。

　──『殺せ！』『食い殺せ！』『逃にがすな！』『逃がすな！』『逃がすな！』

　足の速い妖魔が二匹ひき、丈斗へ追いついてきた。

　階段の下で丈斗は振りむき、撃った。

「来るな！」

　突つき出した丈斗の右みぎ腕うでからエレメントの閃せん光こうが飛ぶ。

　続けざまに二発──。

　エレメントをセーブした二発である。

　頭を無くした妖魔と、体を半分にされた妖魔が転がる。その仲間に後から追って来た妖魔たちが、食らいついてゆく。

　丈斗は階段を駆かけあがり、外を目指して走った。獣けもののような速さで、夏芽を抱えたまま──。

　あっというまに、妖魔の一群が後ろに遠ざかる。




　　　　４




「あのね、私……。私、姉さんを殺したの……」

　丈斗の腕の中で夏芽が言う。

「中学の一年の時だった。私、階段から突き落として、姉さんを殺したの。どうしてそんなことになったのか、もうよく思い出せない……。どうでもいい理由だった。怒ど鳴なって、軽く突き飛ばしたら、姉さん、足をすべらせて……」

　後方で妖魔の雄お叫たけびがあがった。

　集合体となった妖魔が丈斗たちを追いはじめたのである。

「私、姉さんがずっと憎にくかったの。私よりも頭がよくて、私より綺き麗れいで、私よりもなんでもできた姉さんに、私、嫉しつ妬としてた。居なくなってしまえばいいって、何度も思ったことある。だから……、きっとそのせいで……」

「ちがう！　事故だ。夏芽のせいじゃない」

　妖魔が追ってくる。丈斗の足よりも、遥はるかに速い──。

「だって、私、姉さんを、姉さんを隠かくしたんだもの。階段から落ちた姉さんの体、何日も何日もずっと、そのままだった。首を曲げたまま、階段の下で、腐くさることもなく倒たおれてた。お父さんも、お母さんも、すっかり姉さんのことを忘れてしまってて、階段の下の姉さんの体も、見えなかった」
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（妖よう怪かい化か？　姉は妖怪になりかけてた。夏芽たちも俺おれの家と同じように、妖怪化の系けい譜ふ……）

　丈斗は壊こわされた第二校門から外へと飛びだした。

　坂道を駆けあがり、校舎裏へとむかう。

　道みち幅はばが広いぶん走りやすく、速度があがった。だが、妖よう魔まの追つい跡せきを振ふりきれるほどではない。

　妖魔との距きよ離りが、徐じよ々じよに詰つめられてゆく。

「だから私、埋うめたの。裏庭に穴を掘ほって、埋めたの。それで私、すべて忘れた。姉さんが居いたっていう記き憶おく……、姉さんといっしょに埋めたの。でも……」

「もういい……。言うなよ」

　丈斗は聞きたくなかった。

　ある日、突とつ然ぜん、兄弟が居たということを思い出すそのショックは、丈斗には痛いほどよくわかる。

　それが、自分の手で殺してしまった兄弟だったならば、なおのことである。

「もういい。もういいよ夏芽。おまえじゃなくたって、自分を壊こわしたくなる」

　妖魔の咆ほう哮こうが、すぐ後ろで響ひびいた。

「ごめんね。ごめんね姉さん」

　夏芽がゆっくりと腕うでを伸のばす。

　その先に──。前方の闇やみの中に姉の姿があった。丈斗を襲おそったドロだらけのあの女である。

　女は走りだし、丈斗の横を抜ぬけて、妖魔へとむかってゆく。妹を助けるために。

「姉さん！」

　妖魔の鋭するどい爪つめが、一いち撃げきで姉の体をバラバラに引き裂さいた。そして、散らばった肉片に妖魔が食らいつく。

　その光景に顔をそむけ、夏芽は震ふるえながら言った。

「ごめんね、丈斗くん。こんな私のために……。私、噓うそをついたよ。母さんのことで……。妖魔の仲間になったこと、丈斗くんに知られたくなくて……」

　夏芽の母親が「子供はいない」と電話で言ったその本当の意味を、丈斗は理解した。病気などではない。娘がふたりとも妖怪化したために、母親はその存在を忘れてしまったのである。

「俺を安心させたかったんだろ？　もういいさ、そんな噓。どうだって……」

「ありがとう。でも、逃にげて。もう私を置いて、逃げて。私が食べられれば、妖魔たちはもう満足するから。それでもう、丈斗くんを追ってこないから。だから……」

　妖魔が追ってくる。さらに速度をあげて──。

　丈斗はもう、走っているので精せい一いつ杯ぱいだった。速度をあげることなど、できはしない。

　校庭を横切って、部室の校舎へむかおうとした時だった。

　咆哮をあげながら跳とんだ妖魔が、丈斗を飛び越こえて、目の前へ立った。

「雨神さーん！　伏ふせてくださーい！」

　背はい後ごからサヤの声が響いた。

　魔戦機が後ろから来ている。

　丈斗は横に飛んで身を低くした。

　魔戦機から放たれたエレメントの一いち撃げきが、妖よう魔まの胸を貫つらぬく。

　はっきりとむこう側の景色が見えるほど、大きな穴が妖魔の胸に開いた。

　続けざまに、魔戦機がエレメントを放ち、妖魔の体をくり貫ぬいてゆく。

　大きく吠ほえた妖魔の頭を最後に吹ふき飛ばし、勝負がついた。

　分ぶん裂れつしてバラバラに崩くずれ落ちた妖魔たちを、サヤの放った魔法円が包み、押おさえこむ。

「だいじょうぶですか雨神さーん？」

　魔戦機の上から、サヤの明るい声が響く。

　ほっとして、丈斗が顔をゆるませると、腕うでの中で夏芽が言った。

「ちがう……。丈斗くん、あいつらは、あれで全部じゃない。まだいるはず……」

　校舎の陰かげから強い妖気が飛びだし、魔戦機へ襲おそいかかった。

　油断するのを待ち構えていたらしい。

「サヤ！」

　丈斗が叫さけぶと、九堂もそれに気づいて、すばやく魔戦機を妖魔へむけて反転させた。

「きゃーっ！」

　突とつ然ぜんのことにバランスを崩したサヤが、魔戦機にしがみつきながら叫ぶ。

　目前に迫せまった妖魔の一匹ぴきを、九堂が寸前でかろうじて撃うち落とす。

　だが、それは囮おとりだった。妖魔は二匹に分散していたのである。横へ回りこんだ片方が、雄お叫たけびをあげながら、長い爪つめで九堂の首を引き裂さく。

　ボールのように、首から切り離はなされた九堂の頭が魔戦機の上から飛んだ。

　コントロールを失った魔戦機が地面で跳はね、サヤの体を芝しば生ふの上へ放り投げる。

「九堂！　サヤ！」

　返事はなかった。

　サヤは倒たおれたまま、動かない。

　長い爪を持つ、コウモリ頭の妖魔が、転がった魔戦機に食らいつき、内部に溜ためられているエレメントを吸いはじめる。

　一撃を受け、胸に穴の空いた豚ぶたの頭を持つ妖魔が、ゴリラのような巨きよ体たいをゆらしながら、丈斗へと歩んできた。

　──『食わせろ』『おまえを』『夏芽を』『食わせろ』『裏切り者め』『食う』『食う』『残らず』

　ナイフのような爪が、妖魔の指先から突つき出てくる。

　逃にげるにはもはや、距きよ離りが近すぎた。

　丈斗は夏芽を抱かかえたまま、豚ぶた頭あたまの妖魔に右みぎ腕うでをむける。

　──『無む駄だだ』『効果はない』『足らない』『おまえの力では』『足りない』『無駄だ』『おまえを食う』

　丈斗は撃うった。

　一発──。二発──。

　妖よう魔まの腹に穴が開く。

　しかし、ひるむ様子も見せず、妖魔は丈斗へ迫せまる。

　丈斗の放った最後の一発が、妖魔の頭部を貫つらぬいた。

　──それでも、効果はない。

　豚の頭がすぐに、体内からせりあがってきた犬頭に変わっただけのことである。

　丈斗は逃げようとした。

　鋭するどい唸うなり声と共に、犬頭が爪つめを振りあげ、丈斗へ襲おそいかかる。

　夏芽をかばい、わずかに身をひねるのが丈斗には精せい一いつ杯ぱいだった。

　爪に弾はじかれ、ふたりの体が校庭の中央へと弾き飛ばされた。

　転がって、その衝しよう撃げきをやわらげた丈斗は、すばやく投げだされた夏芽を拾いあげようとした。

「夏芽、だいじょうぶか？」

　しかし、丈斗は夏芽を抱だきあげることができなかった。右手が動かなかったのである。

　腕うでを見て、丈斗はやっとその理由を知った。

　自分の右腕が、肩かたの少し下あたりから、無くなっていた。犬頭の爪に、斬きり飛ばされたのである。

　血が滴したたり落ちているのに、丈斗はまったく痛みを感じていなかった。そればかりか、右腕を失ったという実感さえない。

　落ちていた丈斗の右腕を、犬頭がすばやく口の中にいれ、嚙かみ砕くだく。

　ボリボリという音を響ひびかせたのち、犬頭はなにかを吐はき棄すてる。右腕につけていた銀の腕うで輪わである。

　涼すずしげな音を立てて転がったそれを、夏芽が腕を伸のばし、拾いあげながら叫さけんだ。

「逃にげて！　丈斗くん！　お願いだから、私を置いて逃げて！」

　犬頭がゆっくりと、丈斗へと近づく。

　丈斗にはもはや、反はん撃げきの術すべはない。

　それでも、丈斗は夏芽の前から逃げようとはしなかった。

　犬頭を見み据すえたまま、動かない。

　丈斗のすぐ目の前まで犬頭が歩み寄ってきた。

　そして──。

　──『なぜだ？』『なぜ人間に加勢する？』『なぜ？』

　そう唸るように言った犬頭の声に、遊天童子が答えた。

「こいつはもう、人間じゃない。半はん妖よう怪かいだ」

　そっと横からあらわれて、丈斗の前へ立つ。そして左手で、青白く細長い、棒のような物を丈斗に突つきだした。

「これを右手につけろ。すぐに動くようになる」

　それは、遊天童子の右みぎ腕うでだった。丈斗と同じ場所を、遊天童子は自分で斬きり落とし、差しだしたのである。

「遊天……」

　右腕のジャケットの裾すそが、赤く染まっていた。

「気にするな。俺おれは妖怪だ。腕なんか、すぐにまた生えてくるさ。それに、こんな奴やつは片手一本で充分だ」

　丈斗はありがたいと思うと同時に、妖怪の腕を自分に付けることに抵てい抗こうを感じた。

（半妖怪の俺が、なにを今さら。一生、右腕が無いより増しじゃないか。けど……、付くのか？　本当に？）

　遊天童子の腕を、腕の斬り口に近づけると、まるで嚙かみつくように吸いついてきた。そして無数の神経が、生き物のように傷口からもぐりこむ。

　その痛みに丈斗がうめき声をあげると、遊天童子は妖よう魔まを見み据すえたまま、大声で怒ど鳴なった。

「行け！　丈斗、流れを止めてみせろ。こいつらの狙ねらいは夏芽だ。あと少し、夏芽をこいつらに戻もどさなければ、こいつらは分散してその力を失う。それで、俺たちの勝ちだ！」

　丈斗は夏芽を抱だきあげて走りだす。

「遊天、生きて家に帰ろうぜ。おはぎ、好きなだけ食わしてやるからさ」

　犬頭の腕が丈斗を狙って伸のびた。

　──遊天童子の細い左手が、その犬頭の腕をつかみとって押おさえつける。

「ばか。そう甘あまいものばかり、食ってられるかよ」

　遊天童子が突き放すと、犬頭は大きく後ろへよろめき、コウモリ頭の背へぶつかった。

　けれどコウモリ頭の妖魔は、一心不乱に魔戦機からエレメントを吸い続け、振ふり返ろうともしない。

　──『集合だ』『遊天童子を食う』『食う』『食う』『勝てるか？』『たぶん』『力を集合させれば』『集合させれば』『集合しろ』『早く』

　コウモリ頭は動かない。

　──『おい！』

　犬頭が怒鳴りつけると、突とつ然ぜん、コウモリ頭の背が口のように割れ、犬頭に食らいついた。

　ひと口、ふた口、あっという間に犬頭の姿は、コウモリ頭の背へ吞のみこまれて消えた。

　合体ではない。あきらかに、仲間を食ったのである。それも容よう赦しやなく、弱い妖魔をレベルの高い妖魔が食ったように──。

　その光景に、遊天童子は顔色を変えた。

「おまえ……、魔戦機から、いったいなにを吸いこんだ？」




　　　　５




　丈斗は夏芽を抱かかえ、木々に囲まれた裏山の小道を登っていた。

　無数の生命が住む森の放つエレメントに、魔を封ふうじこめる作用があることを、丈斗はぼんやりと感じ取ったからである。

　魔法円のように妖よう力りよくを押おさえつける力ではない。獰どう猛もうな妖魔の意識を静めて眠ねむらせてしまう、そんな力である。

　それが、森の放つエレメント。

（森が、俺おれたちを守ってくれる）

　同時にそのエレメントは、妖よう怪かい化かした丈斗や夏芽を人間へ戻もどそうとする効果もあった。

　腕うでの中で徐じよ々じよに重くなり、顔色を良くしてゆく夏芽を、丈斗は何度も確かく認にんした。

「もうだいじょうぶだ。だいぶ奴やつらから離はなれた」

　夏芽が微笑ほほえみ、うなずく。

　丈斗は木の根に足をつまずかせ、転びそうになって立ち止まった。

　息が荒あらい。丈斗自身の妖力が薄うすれ、肉体が元の人間の力へと衰おとろえているのである。

「だいじょうぶ丈斗くん？　私、もう歩けるかもしれないよ。おろしてみて」

「いや、だいじょうぶだ。その上の高台まで」

　丈斗はそう答えて、走りだす。




　うおおおお───ん。




　あたりの木々を震ふるわせるような、泣き声が空に響ひびいた。

（なんだ？　学園の方角だ？）




　うおおおお───ん。




　また泣き声が響いた。ひどく悲しげに響いた。

　サイレンのような大きさで──。

　妖怪の声である。しかし、その声にはなんの悪意も殺気も、含ふくまれていない。

　その声の大きさから、塔とうのように巨きよ大だいな妖怪であることがわかる。

　しかしその姿は、木々に囲まれて見えない。

（高台の広場へ出れば見えるはずだ）

　木々を抜ぬけた前方に、星明かりに照らされた広場が見えた。

　かすかな妖気を感じて、丈斗は身構えた。

（いる！　広場になにかいる！）

　すぐに、その妖気が遊天童子のものであることに気づいて、丈斗は安心した。

　先回りして、丈斗を待っているらしい。

「遊天！」

　丈斗はそう声をかけ、広場へ出た。

　遊天童子は神しん妙みような顔つきで、小さな石の椅い子すに足を組んで座っている。

　疲つかれきったひとりの女性が、ぼんやりと休んでいる──そんなふうにしか見えなかった。

　近づくと、遊天童子はちらりと丈斗に視線をむけてから、学園の方角の空を指さした。

　丈斗は振ふりむいて、それを見た。




　うおおおん───ん。




　雲に届きそうなほど巨きよ大だいな真っ黒な人ひと影かげだった。頭にある大きな口だけが真っ赤に裂さけているのが、はっきりと見えた。

　街を包みこもうとしているかのように、体の何倍もある両りよう腕うでを左右に広げ、旗のように風になびかせている。

　そして、赤い口を開け、巨大な妖怪は泣いていた。

　悲しげに。口くち惜おしげに。

「遊天、あれは？」

「あいつらの一匹ぴきが、魔ま戦せん機きのエレメントといっしょに、やっかいな物質を吸収した。人口の妖よう魂だま、そんなような物質だ。その結果があれだ」

「殺気が感じられないぞ。俺おれたちの敵じゃないのか？」

「あいつにはもう感情も知能もない。もはや、妖怪とも言えない存在だ。ひとつのエレメントだけを吸収して、巨大化しているアメーバーのような存在だ。だから今は、おまえたちにも関心がない」

「今は？」

　遊天童子は小さくため息をひとつこぼしてから怒ど鳴なるように言った。

「よく見ろ丈斗、奴やつが吸いこんでいるものを」

　街全体から吹ふきだしている黒い煙けむりのような物を、巨人は泣きながら体全体で吸いこんでいるのが、丈斗にはわかった。

「奴が吸いこんでいるのは、人々の感情から排はい泄せつされる感情のエレメントだ。妬ねたみ、恨うらみ、絶望、不安、不満、焦あせり、そして憎ぞう悪おだ。つきることはない。奴はいくらでも巨大化する」

「どうなるんだ？」

「このまま成長を続ければ、夜明け前には完全体となって、食いに転じる。奴は俺たちごと、日本列島を食いつくすだろう」

「……噓うそだろ？」

　丈斗は小さく笑った。遊天童子が、真顔で冗じよう談だんを言ったようにしか聞こえなかった。

　遊天童子は丈斗を睨にらみつけて言う。

「丈斗、急げ。今なら、まだ奴やつを止めることができるかもしれない」

「俺おれにどうしろって……」

「戦え。あいつを倒たおせ。粉々にするんだ。おまえになら……、できるかもしれない。俺には、無理だ」

　遊天童子は立ちあがり、ポケットの中からなにかをつかみ出して、丈斗へむける。

　透とう明めいな真しん珠じゆほどの玉が、小さく遊天童子の手のひらで光っていた。

「妖よう魂だまか？」

「そうだ。おまえの父方の祖母の妖魂だ。小さすぎて、傘かさにはめこむことができなかった。これをやる。この妖魂の力を使え」

「どうすればいいんだ？」

「まずこの妖魂を、丈斗の左手で吸いこめ。それから俺と夏芽を同じように、エレメントとして吸いこめ。あとはおまえの中で、俺がなんとかする」

「遊天と夏芽を？」

「そうだ」

「どうして？　他ほかに方法はないのかよ？」

「心配するな。おまえさえ気をつけていれば、俺も夏芽も消化されずに、おまえの中から出られる。あいつを倒すには、俺のコントロールが必要だ。夏芽は、おまえが俺を消化しないようにする為ためのお守りだ」

「だけど……」

「負ければ、どのみち奴に食われる。考えることはない」

「勝てるのか？」

「……わからない。この妖魂と、丈斗の能力次第だ。やってみないと……わからない」




　うおおおお───ん。




　巨きよ人じんが吠ほえる。憎ぞう悪おを吸いこみ、苦痛にあえぎながら──。

　丈斗は迷った。冷静に考えることさえも、うまくできない。

　腕うでの中の夏芽が、丈斗を抱だきしめて言った。

「丈斗くん、私、怖こわくないよ。私を使って。だってもう、そうするしかないんでしょ？」

　それを聞いて、丈斗は決意した。

　遊天童子の方へ顔をあげて、力強くうなずく。

「こいつを使う前に、丈斗。この妖よう魂だまの名前を言ってみろ。おまえの父方の祖母の名だ」

「えっ？」

　突とつ然ぜんのことに丈斗はとまどった。

　ずいぶん前に死んでしまった祖母の名である。少し考えて、思い出す。

「えーと、確か、トシコ？」

「トシだ！」

「でも、みんなそう呼んでたぞ」

「昔は、女だからと、なにかと子をつけて呼ぶことが多かっただけのことだ。戸こ籍せきではトシだ。……まあいい。感謝して吸いこめ。小さくて形の悪い妖魂だが、この日のために、おまえを助けるために、存在していたのかもしれないのだから」

　夏芽の体をそっとおろして、丈斗はその妖魂を左手でつかんだ。

（ばあちゃん、ごめん。俺おれに力を貸してくれ）

　──怖こわい夢を見たらババを呼べ。祖母の残した言葉の本当の意味を、丈斗はやっと気づいたような気がした。

　感謝をこめて、念じると──。

　妖魂は丈斗の体の中にするりと、消えた。

　体全体が燃えるように熱くなりだし、丈斗は叫さけんだ。

　満ちてゆく力に歓かん喜きした雄お叫たけびだった。

「丈斗、早く俺たちを吸いこめ」

　左手をかざし、丈斗は目の前のふたりを、自分の体内へ吸いこんだ。

　エレメントとして消化してしまわないように、気をつけながら──。

　──意識が遠のいた。




（ここはどこだ？）

　丈斗は空くうに浮うかんでいた。

（死んだのか？）

　わからない。

　見おろすと、体が地表へむかって伸のびているのがわかった。

　少し透とう明めいの体である。

　自分がバケモノと同じように、巨きよ大だい化かしていることを丈斗は知った。

　そのバケモノは、目の前にいる。

　泣きながら、憎ぞう悪おを吸いこみ続けている。

（やめろ！）

　丈斗が意識をむけると、バケモノは丈斗の方へ顔をむけ、縦に四つ並んだ目を小さく開いた。

（やめろ！　おまえの好きにはさせない）

　それに応えるように、バケモノは吠ほえた。




　うおん、うおおお──ん。




　──『奴やつの弱点は、腹の中にある人工の妖よう魂だまだ。そいつがすべての元げん凶きようだ。丈斗、それを奴の腹の中から引きずり出せ』──

　頭の中で遊天童子の声が響ひびいた。

（俺おれにやれるのか？）

　──『やれ！　やれなくとも、やれ！　おまえの力が弱ければ、その場で食われるだけのことだ』──

（よし！）

　丈斗はバケモノにむかった。

　まっすぐに右みぎ腕うでを伸ばして──。

　ぼんやりと腹の中で光る、それらしき石めがけて──。




　うわん！




　バケモノは両腕を、鋭えい利りな刃は物ものに変形させて、丈斗を左右から包みこむようにして斬きりつけてきた。

　避よける暇ひまなど丈斗にはなかった。

　しかし──。

　まるで薄うすいプラスチックのように、変形した両腕の刃物は、丈斗の体にあたると、粉々に砕くだけた。

　バケモノの体も同じだった。

　丈斗の右手は、泥どろを殴なぐりつけたように、軽々とその腹へ突つき刺ささった。

　──『ふっ、コイツ、勝負にならんぞ』──

　遊天童子が笑った。

　丈斗は腹中の石をつかんだ。

　小さな石だった。小さな突とつ起きがいくつもある嫌いやな感かん触しよくの妖魂だった。

　──地表が汚よごれている。浄じよう化かしろ──

　憎ぞう悪おのエレメントである。つかんだ妖魂から丈斗の体内に流れこんできた。自信に満ちた声のように。

　──地表は、黴かびに覆おおわれている。毒素を吐はく黴に覆われている。浄じよう化かするのだ──

（浄化？）

　──地表は人間という黴に覆われている。浄化しろ。すべてを無に帰せ──

　とたんに、丈斗の中に凶きよう暴ぼうな感情が湧わきあがってきた。

　憎ぞう悪おのエレメントの指示どおり、すべてを消しよう滅めつさせてしまいたい、という凶暴な感情である。

　──『丈斗、声に耳を貸すな！　体が乗っ取られるぞ』──

　遊天童子の警告が、冷えた水のように丈斗の意識を引き締しめた。

　──地表が汚よごされている。人間という名の黴が吐く、毒素によって。すべてを無にしろ。黴を消しされ──

（黙だまれ！）

　──『丈斗、早く！　その妖よう魂だまを引き抜ぬけ！』──

　けれど──、手が動かない。バケモノの体内にある妖魂をつかんだまま、丈斗は腕うでを引き抜くことができない。

（動かない……）

　──『洗脳だ。強い意志を持て丈斗。そいつの言葉にまどわされるな！』──

　だが、丈斗の腕は動かない。握にぎっている手に力をこめることさえできない。

　──人間たちを浄化しろ。苦痛と争いを生む人間たちを消し去れ。すべてを無に帰せ。清らかな無に──

（嫌いやだ！）

　──人間たちを救え。おまえしかいない。やすらかな無に、すべての命を帰せ──

（ちがう！　そんなもの救いじゃない）

　──望んでいる。すべての人間たちが、望んでいる。心の底で。薄うす汚ぎたない自分を無にすることを。清らかな無になることを。浄化されることを。望んでいる──

（噓うそだ！）

　──おまえも望んだはずだ。妹の妖よう怪かい化かを知った時。夏芽の妖怪化を知った時。無に帰ることを望んだはずだ。何度も。苦痛のない無の世界へ──

　──『丈斗！　丈斗！　丈斗！』──

　どこか遠くの方で、遊天童子の声がぼんやりと聞こえる。しかしすぐに、憎悪のエレメントがその声をかき消してしまう。

　──丈斗、苦痛と争いの無い、無限の世界を築け。無の世界で、やすらかに眠ねむれ。おまえも、すべての人々も、それを望んでいる──

（……ちがう、そんな世界……望んでない……）

　──おまえしかいない。すべてを救えるのはおまえしかいない。人間たちを浄化しろ。人間たちを救え。痛みも悲しみもない。完全なる救い。救い。救い。救い──

（救い……）

「ちがう！　ちがうよ丈斗くん。そんなの救いじゃないよ」

　夏芽の声がした。

「すべてを壊こわすなんて、ただの逃とう避ひ。逃にげてるだけ。私、逃げた。妖よう魔まの仲間になって、すべてから逃げた。でも、苦痛からは逃げられなかったよ」

　──浄じよう化かしろ。すべてを浄化しろ──

　憎ぞう悪おのエレメントが、夏芽の声をかき消そうとする。

　丈斗は消えいりそうな、夏芽の声に耳を傾かたむけた。

（夏芽……）

「でもね、丈斗くんが助けてくれた。うれしかった。誰だれも、無になることなんて、望んでないよ。ただ、苦しみから逃げたいだけ。救って欲しいだけ。誰かに助けてもらいたいだけ。丈斗くん、みんなを、みんな助けてあげて」

　──『そうだ丈斗、無は救いじゃない。それが正しいことならば、初めからこの世界に、命や感情など、生まれてはこなかったはずだ』──

　ぼんやりとしていた丈斗の意識が、強い光を浴びたように鮮せん明めいになった。

　──『丈斗！　そいつを早く引き抜ぬけ！』──

　丈斗は大きくうなずき、手の中にある妖よう魂だまを、強く握にぎりしめた。

　もはや、憎悪のエレメントの発する声は聞こえない。腕うでを押おさえつけていた力も、消えている。

　妖魂を腹の中から引きずり出そうとすると、バケモノは悲鳴をあげた。




　ぎゃあああああ────っ！




　その叫さけびに街が震ふるえた。

　振しん動どうに窓ガラスがいくつも砕くだけ散る。

　バケモノは両りよう腕うでで、丈斗の右手をつかみ、それをさせまいともがいた。

　丈斗はその手を振ふり払はらい、強ごう引いんに腹の中から妖魂を引き抜いた。

（おとなしく成じよう仏ぶつしろ！）

　バケモノの体に亀き裂れつが走り、その亀裂からエレメントが光となって放出しはじめる。

　そして、粉々に砕け、溶とけてゆく。

　人々の感情から排はい泄せつされた、多くの憎悪と共に──。




　また意識が遠のいた。

（俺おれは夢を見ていたのだろうか？　なにもかも、すべて夢？）

　目を開くと、白みはじめた空が目の前に見えた。

　丈斗は仰あお向むけのまま、ゆっくりと空を下降している自分に気づいた。

　横に遊天童子がいる。片かた腕うでで夏芽を抱かかえながら、開いた赤い番ばん傘がさをつかんでいる。

　その傘がどうやら、落らつ下か傘さんのような効果を出しているらしい。

　しっかりと夏芽の両手が、落ちないように丈斗を抱だき締しめている。

「夏芽……」

　丈斗がそう声をかけるが、夏芽は目を閉じたまま死んだように眠ねむっていた。手にこめられているその力と温ぬくもりで、夏芽が無事であることは確かである。

「起きたのか丈斗。しっかりと捕つかまれ。落ちるぞ。だいたいこの傘はひとり用なんだから」

　丈斗は空いている方の手で、傘の柄えを握りしめた。

「終わったのか？」

「ああ、終わった。おまえと祖母の妖よう魂だまの力、予想外にパワフルだったぞ」

　丈斗は微笑ほほえんでうなずくが、すぐにサヤたちのことを思い出し、顔を曇くもらせた。

「サヤはどうなったんだ？　九堂は……、助けることができなかった……」

「なんだ、知らなかったのか丈斗？　九堂はサイボーグだ。首から下が機械だ。前の退たい魔ま戦せんで妖よう怪かいに食われて、霧山の星で改造手術を受けたんだ。心配することはない」

「雨神さーん！」

　丈斗を呼ぶサヤの声が、遠くからぼんやりと響ひびいた。

　振ふりむいて地表に目をやると、裏山の高台に小さな人ひと影かげが見えた。

　ウサ耳をつけたサヤである。九堂の首を抱えて、笑いながら大きく手を振っていた。







　終章







　接合された遊ゆう天てん童どう子じの腕うでは、機能的にはなんら不都合なく丈たけ斗とのものとなった。

　けれど色も形もちがう腕である。接合部分の傷も、紐ひもを巻いたように盛りあがっていた。

　それなのに誰だれも、それをおかしいとは認にん識しきできない。

　体育の時間に半はん袖そで姿となっても、級友たちは誰ひとり、その接合された異様な丈斗の腕に目を止めることもなかった。

　だが、あの事件からおよそ二週間がすぎても、遊天童子の右みぎ腕うではそのままだった。

「こっちだ丈斗」

　昼休みの中庭で、遊天童子が丈斗を待っていた。

「夏なつ芽めが？」

　丈斗の問いに、遊天童子は大きくうなずいた。

「ああ、そうだ。こっちだ」

　背をむけてのんびりと歩きだす遊天童子の後に、丈斗は従った。

　どこか夏の匂においを含ふくんだそよ風が、遊天童子の腕のない袖をゆらす。

「遊天、その右腕、まだ生えてこないのか？」

「ああ、まだだ。もう少し時間がかかる」

「具体的に言うと、どのくらいなんだ？」

「完全に元どおりになるまで、およそ十五年だな」

「十五年もかかるのか？」

　丈斗が驚おどろくが、遊天童子はまったく気にしていない。

「俺おれは何百年も生きているんだぞ。十五年などたいしたことはない」

「……、この腕、やっぱりおまえに返した方がいいんじゃないのか？」

「俺は妖よう怪かいだ。別に不自由はない。困ることがあれば、その時は腕を借りに来る」

「……ごめん」

　言葉が見つからず、丈斗は思わず謝あやまった。

「なんで謝るんだ？　俺が勝手にしていることだ。気にするな」

　中庭の一角に、数人の女子生徒たちでにぎわっている場所がある。遊天童子の足は、まっすぐそこへむかってゆく。

「妖よう魔ま術じゆつクラブはどうだ？　楽しいか丈斗？」

　大きな退魔円が部室のドアに貼はられているため、遊天童子は近づこうとせず、クラブの動向を知らないのである。

「エノク語、シジル、魔法円、妖よう怪かいの種類、全部暗記しろって九く堂どうがうるさいんだ。はっきり言ってうんざりしてるよ」

　遊天童子が笑う。

「霧きり山やまのことは聞いたのか？」

「夏休みの合宿で会うことになってる。詳くわしくはそこで、だそうだ」

「場所はどこだ？」

「馬ば首とう山ざんだよ。妖魔退治も兼かねてるとか言ってて、気が重いよ」

「そうか、あそこの奴やつか。あいつも厄やつ介かいだ。せいぜい食われないよう気をつけろ。とくに右手を食われたら、もう無いぞ」

　遊天童子の言葉に笑ったかのように、女生徒たちの笑い声が響ひびいた。

　しかし彼女たちに遊天童子の声が聞こえるはずがない。

「ここだ」

　笑っている女生徒たちの横を通りすぎて、遊天童子が大きな梅の木の下を指さした。

　そこに、見たこともない白い花が咲さいていた。

　百合ゆりの花がバラのように花びらを幾いく枚まいも重ねている、そんなふうな花である。

　その花びらの中心から、花粉のように光る妖気が、あたりに飛んでゆくのが丈斗には見えた。

「これが……、夏芽なのか？」

　あの戦いの後、夏芽は意識を取り戻もどすことなく、妖怪化を進行させたのである。

　誰だれにも、それを止めることができなかった。

　それほど、姉を殺してしまったという罪悪感が強かったためである。

　夏芽はたった半日で、白い繭まゆのような塊かたまりへと変へん貌ぼうしてしまった。

　遊天童子が場所を探し、彼女をそこへ埋うめたのである。繭から感じられるぼんやりとした意識を頼たよりに、彼女が望んでいるその場所へ。

「本当に、これが夏芽なのか？」

「そうだ。これが夏芽の望んだ姿だ」

　彼女は白い花となって咲さいた。人間には見ることのできない花である。

「半妖怪の丈斗にはわからないかもしれないが、夏芽はこれで幸せだ」

　白い花はそよ風に揺ゆれ、光る妖気をあたりへ散らす。その妖気には、心を癒いやすやさしい気が含ふくまれていた。

　光る妖気に触ふれた女生徒たちが、幸せそうに笑う。すべての悩なやみを忘れて、ただ楽しげに──。

「結局……、俺おれ、夏芽のことを、守ってやれなかった……」

「ちがう。おまえは夏芽を守った。俺たちは勝った。俺たちは勝ったんだ丈斗」

「遊天、教えてくれ。どうすれば夏芽を元の人間の姿に戻せるんだ？　なにか方法があるんだろ？　妖よう魂だまを集めればいいのか？　なあ、遊天……」

「それは、難しいことだぞ」

「どんなに難しくたって……。どうすればいいんだ遊天？」

　遊天童子は遠くに見える街へ視線をそらし、なにも答えない。

　丈斗は咲いている彼女の前に膝ひざを落として、静かに呼びかけてみた。

「夏芽……。本当に、これでよかったのか？」

　それに応こたえ、光る妖気が粉雪のように舞まった。

　やさしく、丈斗を包みこもうとしているかのように──。

　背をむけたまま、遊天童子が言う。

「泣くな丈斗。夏芽は、おまえを泣かせるために、ここに咲いているわけじゃないんだから」







　あとがき







　作中で使ったトシコという名は、僕ぼくの父方の婆ばあさんの名前である。漢字は「登志子」。位い牌はいの裏にそう書いてある。

　けれど、小説を書いたあと「もしかすると」と思って、戸こ籍せきを調べたところ「登志」となっていた。

　やれやれ、遊天のセリフは本当だったらしい。

　それはさておき、今回、初めてスニーカーに書かせてもらい、現在のヤングアダルトというジャンルが、今さらながら、どのような──




　ドガッ！　うげっ！




「……これで、よし」

「九堂先せん輩ぱい、いいんですか？　こんなことしちゃって？」

「この作者にあとがきを書かせると、愚ぐ痴ちをこぼしたり、ブロードなんちゃらとかいう、造語を作ったりして、まったくもって始末に終えないのです。それよりは、わたくしたちが紙面を乗っ取る方が有意義というもの」

「でも、つけもの石で殴なぐって、気絶させなくても……」

「このくらいでちょうどなのです。少しはバカが治って、原げん稿こうの誤字脱だつ字じも減ることでしょう」

「でも先せん輩ぱい、作者さん、なんか息してないみたいですけど？」

「少し、強く殴りすぎたようですね。……そんなことよりも、サヤさん、みなさまより頂いた妖よう怪かいの目もく撃げき情報を発表するのです」

「はーい。えーと、最初は東京都にお住まいの、ペンネームＲ子さんからの電子メールです。

──　私、妖怪を見たんです。スクランブル交差点で、青信号になって、人が一いつ斉せいにわたりだしたら、むこうがわに居たサラリーマン風の男の人が、急に、風船みたいにふーって浮ういたんです。うわ、なんだろうって思ってたら、その人、そのまま風に流されて空へ飛んでっちゃいました。見た目は完全に普ふ通つうの人でしたけど、私にしか見えなかったみたいで、誰だれもさわぎませんでした。あれ、きっと妖怪ですね。ああ、びっくり」

「なるほど。この妖怪はおそらく小型の入道系の妖怪。Ｒ子さんはなかなかよい妖怪を見る波長を持ってらっしゃるようで、今後とも妖怪目撃情報をお待ちします」

「続いて、岡おか山やま県の宝たから塚づか浩ひろ美みさんからのおハガキです。

──　学校の職員室で、時々、白い紙が飛ぶのをよく見ます。コピー用紙みたいなのが、スーッ、っていう感じで部へ屋やの中を横切るんです。最初に見た時は、風で飛んだのかと思って拾いに行ったんですけど、どこにもそんな紙なんて落ちてませんでした。月に一回くらいのわりあいで、よく見ます。目の錯さつ覚かくでもないし、誰かが飛ばしているわけでもありません。これって、妖怪でしょうか？」

「まぎれもなく妖怪です。一いつ反たん木も綿めんの現代バージョンではないかと推測できます。ぜひ、トリモチのついた棒を職員室の隅すみに忍しのばせて、捕ほ獲かくすることをお勧すすめします」

「捕つかまえると、なんかいいことあるんですか？　願いを書いて窓から放すと叶かなうとか？」

「なにもありません。むしろ傷つけたりすると、呪のろわれます。その妖怪の詳くわしい生態をわたくしたちに報告して欲ほしい、ただそれだけのことです」

「……。次は、福島県でペンネーム犬マルさんからのお手紙からの抜ばつ粋すいです。

──　バスの窓から外を見てたら、へそ出しルックの女が歩いてて、よく見ると顔が腹にもついてた。女が横をむいたら、頭の横にも、同じ顔がついてた。横にある顔が、薄うす笑わらいを浮かべていて、すごく怖こわかった。そんな夢を見た」

「夢だからといってあなどってはいけません。本来、妖怪を目撃しても意識には残らないのです。けれど、のちに夢の中で思い出すことがしばしばあるのです。おそらくこの夢も、それです」

「先輩、この手紙から嫌いやな妖よう気きが出てます。この夢の妖よう怪かい、妖よう魔まかもしれません」

「ふむ。犬マルさん、この夢をくり返し見るようであれば、危険です。くれぐれもお気をつけて。ではサヤさん、告知を」


「えーと、えーと、紅椿学園妖魔術クラブでは、みなさまよりの妖怪目もく撃げき情報を募ぼ集しゆうしております。スニーカー編集部気付で作者さんに送ってください。もしくは、作者さんのＥメール、gq3k-okmt@asahi-net.or.jpへお願いします」



「後日、妖魔術クラブが責任を持って、作者より回収します」

「えーと、えーと、謝礼などは……」

「なにもありません。以上。よしなに」

「せめて、私から感謝をこめてウサギの投げキッス。チュッ。ということで情報、待ってまーす。……って、それはそうと、九堂先せん輩ぱい、作者さん、やっぱり脈がないみたいですけど」

「とりあえず捨ておきましょう。死後十二時間以内であれば機械化できます。では帰りましょうサヤさん」

「はーい先輩」




※記載したメールアドレスは２０１５年５月現在のものです。
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